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			進化の実～知らないうちに勝ち組人生～⑤

			美紅

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・百足屋ユウコ＋しおざわりな（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			出発

			正義のヒーロー？

			インスタント・ファーム

			バーバドル魔法学園

			二年Ｆクラス

			自己紹介

			不穏

			実技授業～前篇～

			実技授業～後篇～

			修羅場

			真実

			化物は気付いた

			化物の怒り

			怒りの影響

			ゴリラとロバ対バケモノ

			教師としての決意

			学園街

			忍び寄る魔の手

		

	
		
			　

			出発

			　

			　いつでも出発できることを伝えるため、賓客として城に滞在しているバーナさんを訪ねると、すぐに出発しようという話になり、俺たちは王都の門の前まで移動していた。

			　荷物などはすべてアイテムボックスに入れてあるので、考える必要もない。

			　学園に移動する方法を訊きけば、バーナさん一人なら転移魔法で帰れるそうなのだが、今回は俺たちもいるため、さすがに魔力的に厳しいという話になり、王都から定期的にバーバドル魔法学園まで出ている馬車に乗って、移動することになった。

			　……今さらだが、馬車を曳くために買ったはずのルルネが、今では普通に馬車に乗る側になってやがる……。

			　そのことに軽く眩暈めまいがしていると、不意に後ろから声がかけられた。

			「元気でな、誠一」

			　驚いて後ろを振り向くと、笑顔のランゼさんの姿が。

			　それだけではない。門には、多くの人が見送りに来てくれたのだ。

			「誠一君。君に教えてもらった魔法、しっかりと修練しておくね。だから、君も頑張ってくれ」

			「師匠。私は、貴方が師匠であることを誇ほこりに思います。また、帰って来たときは、ご指導をよろしくお願いします」

			「ハハハ。誠一君なら、大丈夫だろう」

			「くーちゃん！　そんな適当なこと言っちゃダメじゃないですか！　それはいいとして、このあと買い物に行きましょう！　あ、誠一さんたち、さようなら！」

			「……ローナ。君が一番適当なんじゃないかな？」

			　国王であるランゼさんをはじめ、フロリオさんにルイエス率いるローナさんやクラウディアさんを含む【剣聖の戦乙女ワルキユーレ】のみなさん。

			「誠一君！　君がこれから先、どんな辛つらい目に遭おうとも、君の筋肉は決して裏切らない！　思う存分、筋肉を爆発させてきなさい！　次に会ったとき、君がどのような成長を遂げているか、楽しみにしているよ！」

			「みなさん、お元気で。大丈夫ですわ。辛つらいことなんて、快感に変えてしまえばいいだけですもの。さあ、みなさん！　新しい扉を開くのですわッ！」

			　ギルドからは、ギルドマスターのガッスルにエリスさん。……ウォルターさんも見送りに行きたいと言っていたそうだが、残念ながら今は国の兵隊さんのお世話になっているため、ここにはいない。

			「誠一さん。アルトリアちゃんのこと、お願いね？　ミルクちゃんも、また会えるのを楽しみに待ってるわ」

			「サリアちゃあああああああん！　貴女がいなくなってしまうのは寂さびしいけれど、貴女の可愛かわいさはこんなところで終わってはダメよ！　世界中に、貴女が天使だってことを知らしめてやりなさい！」

			　他にも、ギルドに入るための試験でお世話になったアドリアーナさんや、孤児院の院長であるクレアさん。

			「今まで、私たちの宿屋を贔屓ひいきにしてくれて、ありがとうね。みんな、気を付けて行ってらっしゃい」

			「風邪やケガをしないようにね。君たちが健康でいることが、一番大切なんだからさ」

			「結局、誠一さんたちの恋バナを聞けなかったわ……でも、これが最後のお別れじゃないんだし、次に会ったら、ちゃんと教えてね！」

			　俺たちが宿泊していた《安らぎの木》のオーナーであるフィーナさんにライルさん、そしてメアリ。

			「……誠一さん。お元気で。いつでも、お店にいらしてください」

			　アルとの関係で話を聴いてくれた、喫茶店アッコリエンテのノアードさん。

			「なんていうか……感慨深いもんだな。お前たちもだいぶこの街に馴染んでたもんだから、こうしてどっかに行ってしまうってなると、やっぱり寂さびしく感じちまう。でもまあ……気を付けてな。俺たちは、お前たちの帰りをいつでも待ってるぜ」

			　そして、俺たちがこの街を訪れて、最初にできた友人のクロード。

			　全員、俺たちを見送るためだけに来てくれたのだ。

			「みんな……ありがとう！」

			　他に言葉が出ないほど、感動と感謝の気持ちでいっぱいだった。

			　日本が、俺の故郷であることに変わりはない。しかし、そんな日本での光景は、俺の目には白黒に映っていて、ただその日々を過ごすしかなかった。

			　でも、この街で過ごした時間はどうだろう？

			　異世界という右も左も分からない場所で、初めて訪れた街。

			　いろいろな人と出会って、いろんな経験をして……異世界で過ごした日々は、日本ではありえなかった鮮烈な色彩を伴って、俺の目に焼き付いている。

			　世界は、こんなにも色鮮やかで、感動に満ち溢れていることを教えてくれた。

			　故郷を圧倒してしまうくらい、この場所は俺にとって何よりも大切な場所なんだ。

			【果てなき悲愛の森】を出て、最初に訪れた街がこの場所でよかったと、心の底から思う。

			　名残惜しく感じるが、いつまでもこうしてはいられないので、俺たちは馬車に乗る。

			　すると、馬車はゆっくりと動き始めた。

			　俺は思わず馬車の窓から身を乗り出し、手を振りながら叫んだ。

			「みんな、ありがとう！　それじゃあ――――行ってきます！」

			『行ってらっしゃい！』

			「じゃーねー！」

			「元気でなぁ！」

			「私は再びこの地で食事をすると誓おう！」

			「……じゃあね」

			　俺だけじゃなく、サリアたちも窓から身を乗り出し、皆に手を振った。

			　たまたま、乗客が俺たちとバーナさんだけだったからよかったものの、一般のお客さんがいれば完全な迷惑行為だったが、今の俺たちはそこまで気が回らず、みんなの姿が見えなくなるまで手を振り続けるのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「ランゼの街は、いい街じゃったな」

			　皆の姿が見えなくなったころ、同じく馬車に乗っていたバーナさんが微ほほ笑えみながら、そう言った。

			「……そうですね」

			「寂さびしいかい？」

			　優しい声音で、そう訊きいてくるバーナさんに、俺は今の気持ちを素直に告げた。

			「もちろん、とても寂さびしいですよ。こんな俺でも、温かく迎え入れてくれた、優しくて居心地のいい街でしたから――――でも、これが一生のお別れじゃないですから。また、成長した元気な姿で再会したいなって思っています。ですから、再会するまでに、しっかりと成長してないとダメですね」

			　苦笑いしながらそう言うと、バーナさんは「そうじゃな」と、優しく一言だけ呟つぶやいた。そして居住まいを正し、再度話を切り出した。

			「……さて、それでは誠一君。君たちに、学園でしてほしいことを伝えたいと思う」

			「そう言えば、何をすればいいのか、具体的な説明を聞いていませんでしたね」

			　確かに、バーナさんには学園の教師として来てくれとしか頼まれておらず、具体的に何をすればいいのかといった説明は一切受けていなかった。

			「うむ。まず、サリア君は、生徒として入学してもらうので、細かい説明などは学園に着いてからでも大丈夫じゃろう」

			「はーい！」

			「次に、冒険者の……アルトリア君じゃったな？　アルトリア君には、誠一君と同じく学園で教師をしてもらいたいんじゃ。ただ、クラス担任をするのではなく、【冒険科】と呼ばれる個別教科の授業で指導してもらいたい。以前も現役の冒険者を雇っておったのじゃが、彼らも冒険者ゆえに、長い間学園に縛しばり付けることもできなくてのぅ……。そこで、その冒険者の代わりをしてもらいたいんじゃよ」

			「なるほど……分かりました。具体的には何を教えれば？」

			「難しいことではない。冒険者としての心構えや、知っておくと便利な知識、そして簡単な戦闘訓練じゃな」

			「了解です。……まあ、ちゃんと人に教えるなんてこと、やったことがないのでどこまでできるか分かりませんが……オレなりに頑張らせてもらいます」

			「うむ。それで、ルルネ君じゃが……まあ、好きにしておってよいぞ」

			「なぜだ!?　なぜ私だけこういうときの扱いが雑なのだ!?」

			　バーナさんの言葉に、ルルネが即座にツッコむ。

			　確かに、一人だけ好きにしていてもいいよってのはなぁ……。

			「なら、サリア君と同じで、生徒として入学するかのぅ？」

			「それによって何か私にメリットはあるのか？」

			「メリットと言われてものぅ……学食が食べ放題とか――――」

			「生徒として入学しよう」

			「即答じゃな!?」

			　ルルネさん。アナタの食への執念は、もはや尊敬の域に達しています。スゲェよ。

			「ゴホン！　……えー、オリガ君じゃが……オリガ君は、誠一君の助手ということで、誠一君に同行してもらいたいんじゃ」

			「……ん。誠一お兄ちゃんと一緒なら……いい」

			「そうか。さて……最後に誠一君の役割を伝えたいんじゃが……」

			「？」

			　バーナさんは言葉を途中で区切ると、顔を苦くした。

			「……それにはまず、現在の学園の状況を知っておいてもらいたいんじゃ」

			「学園の状況？」

			「そうじゃ。現在、ワシの『バーバドル魔法学園』には、カイゼル帝国が召しよう喚かんした勇者たちがおる。彼らはワシらとは違い、魔王を倒すために召しよう喚かんされただけあって、潜在能力がとんでもないんじゃ。そして、この学園で学んだことにより、彼らの潜在能力の一端が開花され、急速に力を付けておる。その結果、彼らは他の生徒を見下し、差別する風潮が出てきてしまったのじゃ」

			「……」

			「ワシの学園は中立を謳うたってはいるものの、完全な中立は難しく、勇者たちを処罰すれば、カイゼル帝国が他の子どもたちへ攻撃を加えるやもしれん。そう言った理由から、ワシは勇者に強く発言することができんのじゃ。情けないことにのぅ……」

			「そんな……」

			「そして、ここからが本題じゃ。先にも言ったように、勇者たちは現在、ワシの学園で最強の一角を占めておる。元々いる生徒のなかにも、勇者に対抗できるだけの力を持った者もおるが、やはり圧倒的に数が少ないのじゃ。そこで、誠一君には、少数ながらもひとクラスの担任を受け持ってもらいたい。そう、勇者に対抗できる生徒を育ててもらうためにのぅ」

			「!?」

			　え、マジで？　地球で虐いじめられっ子の生徒だった俺が、一気に担任の先生ですか？

			　……いや、できる気がしねぇよ？

			「ちょ、ちょっと待ってください！　いきなり担任と言われても、人に教えること自体が慣れていないですし……」

			「大丈夫じゃよ。一人、サポートとして副担任を付けるし、何より、誠一君はあのルイエス君とフロリオ君に魔法や近接戦を教えていたそうじゃないか。さらに、今まで適性のないと思っていた魔法まで扱えるようにしたとも聴いておる……大丈夫じゃろう」

			「……」

			　不安しかねーＹＯ！

			　口を金魚の如く開閉していると、バーナさんはいい笑顔で言い切った。

			「まあ、なるようになるじゃろ！　目指せ、打倒勇者！」

			「それは魔王を育てろってことですか!?」

			　倒しちゃダメでしょ!?　勇者だよ!?

			「ホッホッホ！　細かいことは考えても仕方ないじゃろう？　とにかく、ワシは誠一君の力に賭けておるんじゃよ」

			「……」

			　何の根拠もないんだろうけど、そんなふうに言われたら、何とかして応えなきゃって思うよなぁ……。

			　しかし、バーナさんは最後にさらっととんでもないことを言った。

			「おっと、言い忘れておったわ……誠一君の担任する少数クラスの生徒じゃが、学園のなかでもいわゆる『落ちこぼれ』的扱いを受けておる子たちじゃからの。頑張ってくれ」

			「なんでやねん」

			　思わず関西弁でツッコんでしまった。

			　だってオカシイでしょ!?　普通、勇者に対抗させたいなら、成績上位者を選ばない!?　何で逆の子を選んだの!?

			　俺のツッコミを受けてなお、バーナさんは笑顔を崩さない。……この人、本当に勇者に対抗できる存在が欲しいんだろうか？

			　まあ、俺なんて落ちこぼれじゃすまないほどのド底辺の人間だったわけですし、人のことなんて何も言えないんですけどね。

			　何より、俺の『指導』スキルを使えば、何か変わるかもしれないしな。

			　あまりにもバーナさんが緩ゆるいので、俺は面倒なことを考えるのはやめ、何とか担任することになったクラスの生徒を少しでも強くしようと思うのだった。

			　そんな会話をしながらしばらくの間馬車に揺られていると、不意にバーナさんが窓の外を見た。

			「……お呼びでない連中がやって来たのぅ」

			「え？」

			　バーナさんの言葉の意味が分からず訊きき返すと、バーナさんはため息をつきながら言った。

			「近くに、盗とう賊ぞくが潜んでおるんじゃよ」

			「なっ!?」

			　バーナさんに言われてすぐ、スキル『世界眼』を発動させると、なんと俺たちの馬車を囲むように、敵を示す赤色の点が、脳内のレーダーに引っかかった。

			　そして、その赤色の点が、一斉に俺たちの乗る馬車めがけて動き出した。

			　すると、御者も盗とう賊ぞくの存在に気付いたらしく、馬車を止めると、中にいる俺たちに焦ったように告げた。

			「お、お客さん！　賊が出ました！」

			「ど、どうするんですか？」

			「どうするも何も、戦うしかないんじゃが……」

			　そこまで言いかけたバーナさんだったが、突然目を見開き、そして笑みを浮かべた。

			「どうやら、ワシらの出番はないようじゃのう」

			「へ？」

			　バーナさんの言葉の意味が分からず、間抜けな声を出した瞬間、味方を示す緑色の点が、猛スピードでこちらに向かってくるのを俺の脳内レーダーが感知したのだった。

		

	
		
			　

			正義のヒーロー？

			　

			「馬車に乗ってるヤツらぁ！　今すぐ降りて、手持ちのモノ置いてけぇ！」

			　俺たちに向かってくる味方であろう存在に意識を向けていると、外にいる盗とう賊ぞくから声がかかった。窓の外を覗のぞいてみると、目視できる位置に厭いやらしい笑みを浮かべ、絵に描いたようにナイフや剣を舐めている連中が立っていた。……危ないから、ヤメたほうが――――。

			「っ!?　ああああぁぁぁっ！　ひ、ひたひった……！」

			　言わんこっちゃねぇ。

			　盗とう賊ぞくの一人が、誤ってナイフで舌を斬ってしまい、悶もん絶ぜつしていた。……バカなのかな。

			　それにしても、ナイフを舐める意味って……あのナイフが美お味いしいとか？

			「……あのナイフ、美味うまいのか？」

			　ルルネも俺と同じことを考えていたらしいが、ルルネの場合、ナイフに目が釘付けで、涎よだれが垂れていた。危ないからやめなさい。

			　それはともかく、見た目はいかにも盗とう賊ぞくですといった感じだが、俺たちを囲むだけの馬を所有していたり、よく見れば武器もそこそこいいモノを使っているようにも見えることから、有名な盗とう賊ぞくなのだろうと推測する。

			「どうしますか？」

			　すると、御者さんは、こういう状況であるにもかかわらず、冷静さを取り戻し、俺たちに訊きいてきた。バーナさんのことを知ってるかどうかは分からないが、それでも冷静さを取り戻した御者さんは、やはり場数を踏んでいるんだなぁと感心した。俺なんかとは大違い。

			　そんなことを思っていると、バーナさんがくつろいだ様子で言った。

			「大丈夫じゃよ。今来た若者が、解決してくれるじゃろう」

			「え？」

			　頭のレーダーから意識を離していたが、もう一度レーダーに集中すると、いつの間にか味方を示す緑の点が、盗とう賊ぞくたちの赤い点と接触していた。

			「！　り、リーダー！　て、敵襲です！」

			「なぁにぃ!?」

			　窓の外を見てみると、赤いバンダナを頭に巻いたリーダーと呼ばれた男に、部下が必死に状況を伝えていた。

			「何人だ！」

			「そ、それが……ひ、一人――ぐぎゃっ！」

			「なっ！」

			　突然、一人の男が盗とう賊ぞくのリーダーと部下の間に現れ、部下を思いっきり殴り飛ばした。

			　俺はその状況を認識できているが、盗とう賊ぞくのリーダーを含め、サリアたちは認識できていない。

			　あまりにも突然すぎて唖あ然ぜんとしていると、状況を理解したリーダーがすぐさま臨戦態勢に入り、距離をとった。

			「誰だ、テメェ！」

			「フフフフフ……」

			　男の格好は、なぜか銀色の全身タイツで、首には赤いマフラーが巻かれ、両手には黒色の手袋が嵌はめられていた。

			　ゆらりと、殴り飛ばした体勢から自然体へと戻った男は、ニヤリと笑みを浮かべながら高らかに言い放った。

			「この俺を知らないか？　ならば教えてやろう！　俺は正義のヒーロー、【必ひつ倒とう】のガルガンド！　覚えておけ！」

			　そう言うと、男――ガルガンドさんは、シャキーン！　と効果音が付きそうなポーズをとった。……何者だよ。

			　驚きと呆れを含んだ視線で見ていると、なぜかアルが驚きの声を上げた。

			「い、今【必倒のガルガンド】って言ったか!?」

			「え？　あ、うん。そう聞こえたけど……知り合い？」

			「なぜそこで可哀想かわいそうなものを見る目でオレを見るんだ!?」

			　だって……アルにこんな変態の知り合いがいたのかって思うと……あ、俺にも筋肉バカとかＳＭ嬢とかの知り合いがいたわ。

			　くだらないことを考えていると、アルは逆に俺が知らないことに驚きの声を上げた。

			「ちょっと待て。まさか、お前……あのガルガンドを知らねぇのか!?」

			「いやぁ……誰だかさっぱり。あ、でも変態だってことは分かった」

			　全身タイツだし。意味の分からないポーズとってるし。

			　すると、バーナさんは愉快そうに笑った。

			「ホッホッホ。まあ、あの若者はまだその程度の知名度だということじゃな」

			「い、いえ、誠一が特殊すぎるだけのような……」

			「いやぁ、照れるね」

			「褒ほめてねぇよ!?」

			　俺が照れると、アルはすかさずツッコミを入れてきた。遠慮せずに褒ほめればいいのに。俺はいつでもウェルカムよ？　その様子にさらに笑みを深めたバーナさんは、丁てい寧ねいに教えてくれる。

			「誠一君。彼……ガルガンドは、世界でも数少ない現役のＳ級冒険者じゃよ」

			「へっ!?」

			　Ｓ級!?　アレが!?

			「まあ、疑いたくなる気持ちも分かるが、気付いておるか？　もう盗とう賊ぞくはあのリーダー以外、全て倒されてしまっておることに」

			「え？」

			　言われて初めて、俺はいつの間にか周囲の盗とう賊ぞくたちが倒れていることに気付いた。い、いつの間に？　すると、ちょうど盗とう賊ぞくのリーダーもそのことに気付いたらしく、驚きよう愕がくの声を上げた。

			「ばっ、バカな!?　あの人数をどうやって!?」

			「フハハハハハ！　正義の前に、数など関係ない！　正義は勝つ！　これこそが、絶対不変の真理なのだ！」

			　ドドドーン！

			　なぜか、ガルガンドさんが胸を張った瞬間、そんな効果音が聞こえてきた。……幻聴が聞こえる俺は、末期かもしれない。

			「信じてもらえたかのぅ？」

			「ああ……」

			　ここまで言われたら、信じるしかないだろう。

			　そう――――。

			「Ｓ級冒険者は、やっぱり変態だったんだな……」

			「そっち!?　実力じゃなくてそっちを信じたのか!?」

			　俺の呟つぶやきに、再びアルがツッコんだ。
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			　だって、ギルド本部で登録したとき、ガッスルかエリスさんが、Ｓ級冒険者全員がギルド本部出身だって言ってたからさ……そのときから、Ｓ級冒険者はみんな変態なんじゃないかって疑ってたんだよね。実際、元Ｓ級冒険者だって言うガッスルやエリスさんもギルド本部にいるわけだし。登録はどこでしたか知らないけど、ギルド本部で間違いないだろう。

			　内心そんなことを考えていると、ガルガンドさんたちのほうは、今にも戦闘が開始されそうな雰囲気だった。

			「テメェ……俺様たち【飢狼の牙】に手を出して、タダで済むと思ってんのか!?」

			「フハハハハ！　バカめ！　貴様らは俺の正義の拳の前に屈するのだ！　それなのに、いったい何を恐れる必要があるというのだ？」

			「クッ！」

			　どこまでも傲岸不遜な態度を崩さないガルガンドさん。格好がまともなら、もっとカッコよかっただろうにね。

			「まあいい……話し合いなどもとより不要。今すぐ俺の【ダーティー・ナックル】の餌え食じきにしてくれようっ！」

			　正義なのに汚い拳とは、これいかに。

			　すると、ガルガンドさんは一気に盗とう賊ぞくのリーダーに迫った。

			　盗とう賊ぞくのリーダーは、すぐに腰に差していた剣を抜くと、ガルガンドさんの攻撃に備えた。

			　だが、ガルガンドさんは盗とう賊ぞくのリーダーに何もせず、そのまま横を通り過ぎる。

			「え？」

			　思わず呆けた声を出す盗とう賊ぞくのリーダーだったが、すぐに気を引き締め、背後に回ったガルガンドさんに隙を見せないように構えた。

			　その様子を見ていると、バーナさんが言う。

			「ふむ……大規模な盗とう賊ぞく団じゃと思ったら、【飢狼の牙】じゃったか。それなら、リーダーの動きにも納得じゃのぅ」

			「えっと、有名な盗とう賊ぞく団なんでしょうか？」

			「そうじゃな。最近一気に有名になり、急成長している盗とう賊ぞく団じゃな。ギルドのほうでも生死問わず賞金がかかっていたと思うぞ」

			　なるほど……それだけ有名な盗とう賊ぞく団なら、馬を多く持っていたりしても不思議ではない。

			　馬車のなかで、そのような会話をしていると、外では未だ警戒を続ける盗とう賊ぞくのリーダーに、ガルガンドさんが不敵な笑みを浮かべながら話しかけているところだった。

			「フフフフフ……もう貴様は終わったぞ」

			「……なに？」

			　ガルガンドさんの言葉の意味が分からず、盗とう賊ぞくのリーダーは眉まゆをしかめた。いや、盗とう賊ぞくのリーダーだけじゃねぇな。俺も訳分からねぇや。

			　馬車のなかでは、バーナさんだけは分かっているのか、それ以外の全員が頭に疑問符を浮かべていた。

			「教えてやろう。あそこを見てみろ」

			「？」

			　盗とう賊ぞくのリーダーは、警戒心を強めながらも、ガルガンドさんの指さす方向に視線を向けた。

			　俺たちもそれにつられて視線を向けるが、そこには何もない。

			　結局何を伝えたいのか分からないまま、視線を戻したときだった。

			　俺は、見てしまった。

			　ガルガンドさんが、盗とう賊ぞくのリーダーに肉薄し、アッパーを繰り出している姿を――――。

			「【ダーティー・ナックル】！」

			「ががぺっ!?」

			　汚ぇぇぇぇぇえええええええ！

			　まさか不意打ちで倒すだなんて思ってもみませんでしたよ!?

			　まあ戦闘に卑怯もクソもないんだろうが、正義を謳うアンタがやったらダメじゃね!?

			　それに、汚い拳って……そういう意味!?　なんか血塗られた拳だからとか、そういうカッコイイ理由じゃないのね！

			　酷ひどすぎる攻撃に盛大なツッコミを心の中でしていると、哀れにも盗とう賊ぞくのリーダーはその一撃で完全にノックアウトされ、ガルガンドさんは盗とう賊ぞくを見下ろしながら呆れ顔で言った。

			「まだまだだな。本当の【ダーティー・ナックル】は、手袋の下の丸々20年間洗っていない素手で行うからこそ、意味があるというのに……」

			「本当に汚ぇな!?」

			　20年間も洗ってないって汚すぎるよね!?　いや、ちゃんと手を洗えって言いたいけど！

			　本当に正義の味方なの!?　こんなの日曜日の朝７時ごろに登場したら、全力でテレビ局に訴えますよ!?

			　だが、サリアたちはガルガンドさんが不意打ちをする姿を見ていなかったらしく、突然倒れたように見えた盗とう賊ぞくのリーダーに驚いていた。

			「すごい！」

			「さ、さすが現役のＳ級冒険者だぜ……」

			　違うよ！　褒ほめちゃダメだよ！　でもそれを伝えたところで信じてもらえそうにないあたりが非常に歯がゆい……！

			　しかし、バーナさんはガルガンドさんの戦い方を知っているようで、サリアたちの反応に笑みを噛み殺しながら補足してくれた。

			「ククク……まあ、あの若者は、ちと特殊なＳ級冒険者でのぅ。魔物の討とう伐ばつを専門とせず、対人戦……つまり、賞金首や盗とう賊ぞく団などを専門的に扱っておるんじゃ。そして、その戦闘スタイルと確実に依頼を遂行することから、【必倒】の異名を贈られたわけじゃな」

			「まあ、俺が魔物ではなく、盗とう賊ぞくどもに正義の拳を振り下ろしているのにも、理由があるんですがね」

			　いつの間にか、外の盗とう賊ぞくどもを縛しばり上げていたガルガンドさんが、俺たちの乗る馬車に近づいており、窓から覗のぞき込む形で話に入ってきた。

			「バーナバス様、お久しぶりですね」

			「うむ、元気なようでなによりじゃ。それにしても、お主が盗とう賊ぞくや賞金首ばかりを相手にしているのに理由があるとは、聞いたことがなかったのぅ……どういった理由なんじゃ？」

			「簡単なことです。合法的に人を殴りたかった」

			「アンタ正義の味方なんてやめちまえ！」

			　思わずツッコミを入れた俺は悪くないと思う。

			　だって、合法的に人を殴れるから魔物じゃなくて盗とう賊ぞくを相手にしてるって酷ひどいよね!?　Ｓ級冒険者は本当にこんなヤツらしかいないの!?

			　すると、ガルガンドさんは俺のほうに視線を向け、ニヤリと笑い、言い放った。

			「『汚い』、『卑怯』は褒ほめ言葉。勝ちさえすれば、それが正義。そこに法という名の後ろ盾があってこそ、俺は堂々と人を殴ることができる。そんなオイシイ立場、簡単にやめるわけがないだろう？」

			　これが、俺の現役Ｓ級冒険者と交わした初めての会話だった。

			　……もう少しマシな会話がしたかったよ。

		

	
		
			　

			インスタント・ファーム

			　

			「ところで、バーナバス様。コイツらはいったい？」

			　ガルガンドさんの言葉に呆けていると、ガルガンドさんはバーナさんにそう訊きいた。

			「うむ、彼らは将来有望な若者たちでのぅ。ぜひ、ワシの学園で教師をしてくれんかと頼んで、学園に向かっている最中なんじゃよ」

			「なんと……」

			　バーナさんの言葉に驚いた表情を浮かべたガルガンドさんは、何やら観察するような視線を向けてきた。

			『千里眼』のスキルにより、ガルガンドさんがスキルを使用していることが分かる。

			　この観察するような視線は、『鑑かん定てい』のスキルを発動しているとき特有のものだと知っているので、あまり驚きはなかった。

			　すると、ガルガンドさんは、俺の偽ぎ装そうされたステータスを見て、首を傾げた。

			　しかし、次の言葉に俺は驚かされた。

			「ん？　どういうことだ？　……貴様のステータスと身に纏まとう雰囲気……噛み合って……ないぞ？」

			「!?」

			　ど、どういうことだ？

			　確か、他人から見える俺のステータスはメチャクチャ弱いはずで、ガルガンドさんにもそう見えているはずだ。

			　そして何より、俺自身も強者としての余裕や雰囲気を出しているつもりはない。

			　それなのに、ガルガンドさんは『噛み合ってない』……つまり、不自然だというのだ。

			　バーナさんの言葉と俺のステータスが『噛み合ってない』って意味かもしれないが、それも違うはずだ。ガルガンドさんはハッキリと、俺の雰囲気と噛み合ってないと言ったのだ。

			　ありえないと思っていると、なぜかバーナさんは面白そうに俺の情報を補足した。

			「ちなみにじゃが、恐らく彼のほうがワシより魔法を巧うまく扱えると思うぞ？」

			「なっ!?」

			　ガルガンドさんは絶句した。

			　そりゃそうだろ。魔法使いの間でも超有名らしいバーナさんより、俺のほうが魔法を扱えるなんて言われれば、誰だって驚く。……じゃなくて!?　サラッととんでもないこと言われてね!?

			　バーナさんも油断できないけど、このガルガンドさんも全然油断できない人物だ。俺のステータスと実際の実力に違和感があると気がついた。銀色全身タイツなのに！　……関係ないか。

			　さすが、Ｓ級冒険者ということなんだろうか？

			　実力のある変態か……いや、ギルド本部で嫌というほど思い知らされたわけだけども。ちょっと変態という理由だけで、忌き諱いしすぎたかもしれない。差別はいけないよな。

			　よく考えれば、変態だって人様に迷惑さえかけなければ、自分の好きなことを全力で取り組んでるだけなんだし――――。

			　そこまで言いかけたとき、脳裏にロリコンのウォルターさんの笑顔が浮かんだ。

			　…………。

			　い、いや、あれは特殊な例だ。変態だからって、差別する理由にはならない！　もう一度言うが、人に迷惑さえかけなければ――――。

			　脳裏に、露出狂のスランさんと、破壊狂のグランドさんの顔が浮かんだ。

			　迷惑どころか害悪だっ！　庇い切れねぇよ、変態どもがっ！

			　少し現実逃避気味になったわけだが、もう今さら俺の実力を隠すのも意味があるの？　っていう気もしているわけで。なんだかいろいろとやらかしちゃってるし。

			　この前の魔物の侵攻のときだって、一つの魔法で魔物を全滅させるなんておかしいし、ドロップアイテムも俺の『完全解体』のおかげでとんでもないレア度のモノが含まれていたはずだ。

			　まあ、ドロップアイテムに関しては、元々ルイエスがいろいろと難易度の高いダンジョンを攻略したり、強い魔物を倒していたりしたので、そこまで大きな騒ぎにならなかったわけだけども。

			　そんなことを考えていると、ガルガンドさんは考えるような仕草をしたあと、不敵に笑った。

			「フッ……この俺が実力を見極めきれないとはな……なかなか面白い人材のようですね」

			「そうじゃろう？」

			「ええ。ぜひともその実力を体感してみたかったのですが……まあ、この盗とう賊ぞくどもの後始末もありますし、今回は諦あきらめましょう」

			　なんか、戦う一歩手前だったみたい。ナゼ？

			　ガルガンドさんは、愕がく然ぜんとする俺に視線を向けると、変わらずの態度で訊きいてくる。

			「貴様、名前は？」

			「へ？　あ、えっと……誠一です」

			「誠一か……フッ、覚えておこう」

			　どこか嬉し気な様子で、ガルガンドさんは馬車から離れると、一つのロープでぐるぐる巻きにされた盗とう賊ぞくたちを、引きずりながら去っていった。

			　呆気にとられたまま後姿を眺めていると、アルが呆然と呟つぶやいた。

			「Ｓ級冒険者って……スゲェな」

			　本当にね。

			　ギルド本部で慣れたと思ったが、まだまだ世のなかにはすごい変態がいるんだと思い知らされたのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			　盗とう賊ぞくの襲撃とガルガンドさんの出会いから、五日経った。

			　あれから何か所かの村を経由して、学園へと向かっている俺たちだが、馬車のなかは特にすることもなく、暇ひまな時間が流れていた。

			　そんなとき、俺はふとアイテムボックスに眠ったままの『進化の実』を思い出した。

			　育てよう育てようとは思っていたが、『進化の実』自体が種であることが分かり、育てようにも育てられる場所がなかったため、今まで放置してきたのだ。

			　だが、ルイエスやフロリオさんの訓練を通して、ある程度自分の力について理解してきた今、俺の魔法でそれが解決できるんじゃないか？　と考えていた。

			　埋める場所がないなら、創ってしまえばいい。

			　ぶっ飛んだ考え方だが、無理な気がしない。人間辞めたしね……人間辞めたしね！

			　幸い、バーナさんは俺のほうが魔法の扱いが上だと公言しているし、アルも俺が普通じゃないって気付いているだろう。

			　それなら、多少ぶっ飛んだ魔法使っても大丈夫だよね？　別に攻撃魔法でもないし、大丈夫ということにしよう！

			　そうと決まれば、早速魔法を創造するために、イメージを練り上げる。

			『進化の実』が育てられるくらい、広い場所がまず必要だよな。それに、実がよく育つ環境であることも必須だろう。

			　そして、植木鉢のように持ち運び可能であれば最高だ。……いや、何言ってんだ？　俺。

			　広い場所で育てたいのに、植木鉢みたいに持ち運び可能って……。

			　とんでもない無茶苦茶なイメージを何とか想像する。

			　すると、俺の脳内に一つのビジョンが浮かんだ。

			　……いや、でも……まさかねぇ？

			　そのビジョンは、とてもこの世界ではありえないモノだったのだが、一度想像してしまうと、なかなか消えない。

			　仕方ないので、ダメもとでそのビジョンのまま、適当な魔法名を唱えてみることにした。

			「『インスタント・ファーム』」

			　ポン！

			　唱えた瞬間、俺の手元にあるモノが出現した。

			　それは、俺にとって、慣れ親しんだモノであり、本来この世界に存在しないモノだった。

			　まさか、本当に俺が想像したモノが現れるとは思っていなかったので、絶句しながら『それ』を見つめた。

			「……マジかよ……」

			　そう、俺の手に現れたのは――――『スマホ』だった。

			　俺が想像したのは、スマホ内で作物を育てるアプリゲーム。

			　これなら、スマホなので持ち運び可能だし、ゲームなので作物を育てる場所の広さを気にする必要もないわけだけども……！

			　本当にスマホが現れるなんて、誰も想像できねぇだろ？

			　呆然と手元のスマホを眺めていると、画面が表示され、そこには『メニュー』と書かれたコマンドがあった。

			　それを選択すると、『育てたいモノを画面に近づけてください』と表示され、俺はその指示に従い、アイテムボックスから一つだけ『進化の実』を取り出し、画面に近づけた。

			　すると、何の抵抗もなく、『進化の実』が画面に吸い込まれた。

			　そして、画面には、三つの畝うねが表示されており、そのうちの一つに双葉の芽が生えていた。

			　その畝うねを選択すると、『進化の実』と表示される。恐らく、この畝うねで『進化の実』を育てますよということなんだろう。

			　まだ芽の状態ということは、収穫するのはまだまだ先ということなんだろうけど、なぜか『水をやる』や『耕す』と言ったコマンドが存在しない。ただ、『メニュー』という、大雑把すぎるコマンドが一つ存在するだけだった。

			　………………もうそろそろいいかな？

			　スマホってどういうこと!?　羊のフルフェイスヘルメットといい、ガッスルのブーメランパンツといい……この世界の世界観をことごとく破壊するようなモノばかりじゃねぇかッ！

			　いや、俺が地球で何回か遊んだことのあるスマホゲームを想像したのが悪かったのかもしれないけどさ！

			　でも自重しようぜ!?　…………俺のことだよっ！

			　とうとう我慢できず、我慢していた想いをぶちまけた。ただ、声に出せばただの変人なので、心の中にとどめる。……世せ知ち辛がらい。

			　それに、無駄に使える魔法だからこそタチが悪い。本当に俺の要望通り、持ち運び可能な広い場所というのをクリアしているんだから。

			　結論としては、非常に使える魔法ということで落ち着いたのだが、いい加減世界観を壊し続けるモノの数々に、思わずこの世界そのものに同情してしまった。

			　お前も苦労してるんだな。……主な原因は俺ですけどね！　本当にすみません。

			　とにかく、使える魔法だと分かったので、俺は『進化の実』だけでなく、せっかくなので、残り二つの畝うねで、『特薬草』と『反魂草』を育てることにした。

			『特薬草』は、『最上級回復薬』を作るうえで必要な素材だし、そのまま食べても大きな効果を発揮するので、育てて損はない。種は持っていないが、手持ちの『特薬草』を画面に近づけると勝手に吸い込まれたので、育てられるだろう……たぶん。

			『反魂草』は、今まで放置し続けてきたが、サリアから種を貰っていたので、育てることができる。

			　この『反魂草』は、魔物には効果を示さないが、人間であれば死者を蘇らせることができる『霊薬』の素材になるので、ぜひとも育てておきたい。

			　こうして、三つの畝うねに『進化の実』、『特薬草』、『反魂草』と植えられたわけだが、いつ収穫できるのか分からないので、こまめに確認しようと思う。

			　ちなみに、スマホをどうしようかと考えていたら、自然と消えて、出したいと思ったら手元に現れたので、考える必要がなくなった。もう、何も言うまい。

			　別に見られてもよかったのだが、誰も俺のほうを見ていなかったので、スマホの存在を説明することもなく終わった。

			　こうして、俺たちは平穏な空気のまま、『バーバドル魔法学園』へと進んでいったのだった。

		

	
		
			　

			バーバドル魔法学園

			　

			「さて、誠一君。ここが【バーバドル魔法学園】じゃ！」

			「おぉ！」

			　とうとう学園に到着した俺は、目の前の建物に感動した。

			　テルベールで王城を見ているから、大きく驚くことはなかったが、それでも目の前の学園と呼ばれる建物は、どうみても宮殿にしか見えなかった。……え？　学園ですよね？　どこかのお城と間違えてません？

			　同じような疑問をサリアたちも抱いているらしく、みんな驚きながらも首を傾げていた。

			　すると、バーナさんは悪戯が成功したような表情を浮かべる。

			「驚いたじゃろう？　ここはウィンブルグ王国領内から少し離れた、どの国にも属さない土地……『バーバドル』。もう分かったと思うが、学園の名前は、この特殊な土地名からとられておる」

			「はあ～……」

			「予想以上の大きさで驚いたと思うが、世界各国から子どもたちが集まるので、必然とこうなったのじゃよ。様々な国が寄付してくれとるから、『みんなの学校』とも呼ばれるのぅ。……ただ、残念なことに、最近では寄付金を多くすることで学園での高待遇を要求して来たり、学園内においては関係ない身分にこだわったり、政治的なものを持ち込む者たちまで出てきてしまい、道中でも少し話したが、今となってはこの中立の学園そのものが危うい状況なのじゃよ」

			　疲れた表情でそう言うバーナさん。

			　中立を貫つらぬくっていうのは、とても大変なことで、やっぱり世界は上手いこと回らないもんだなぁと思った。すごく他人事っぽいが、俺にできることなんてないしね。

			　バーナさんから学園の説明を受けていると、俺の脳内レーダーが一つの存在を感知した。

			　実は、盗とう賊ぞくの襲撃を受けてから、意識的にスキル『世界眼』の効果、『索さく敵てき』を発動させ続けていた。

			『世界眼』は、『心眼』の効果だけ常時発動なのに対し、『索さく敵てき』のみ意識的に発動させなければならないのだが、俺は全然使っていなかった。というより、『索さく敵てき』に意識を割くほど余裕がなかったというほうが正しい。

			　だが、ルイエスとの修業のおかげで、『索さく敵てき』のほうにも意識を割く余裕が出た俺は、盗とう賊ぞくの件をきっかけに、常に発動し続けるよう心がけるようにしたのだった。

			　……今さらかよ、とか言わないの！

			　俺って『進化の実』食ってなきゃただの一般人以下なの！　地道に成長してる俺を見守ってください。

			　それはともかく、そんな『索さく敵てき』の効果で引っかかった反応に視線を向けると、レディース物のスーツに身を包み、メガネをかけた、いかにもデキる女性！　といった風ふう貌ぼうの人が向かってきていた。

			　誰だろう？　と首を捻っていると、さっきまで隣で得意げに学園の説明をしていたはずのバーナさんが、顔を真っ青にした。

			「べ、ベアトリス君……！」

			「さて、学園長。何か弁明はおありですか？」

			「ち、違うんじゃ！　これも学園のため――――」

			「有罪ギルテイ」

			「弁明する時間は!?」

			　必死に何かを言おうとするバーナさんに対し、女性は冷ややかな視線を向けるだけだった。

			「私は呆れて言葉もありません。死んでください」

			「もっと老人を労わってくれんかのぅ!?」

			「仕方ないですね。学園長室に膨ぼう大だいな書類を置いておきました」

			「ベアトリス君。労わるの意味……知っとる？」

			　どこか漫才めいたやり取りに呆気にとられていると、女性は俺たちのほうにも視線を向けた。

			　ただし、バーナさんに向ける視線とは違い、俺たちに向けられた視線には温かみがある。

			「話を進めてしまい、申しわけありません。それで……どちら様でしょうか？」

			「それはワシから説明しよう！」

			「死んでください」

			「なぜじゃ!?　ベアトリス君！」

			　驚きよう愕がくの表情を浮かべたバーナさんは、一つ咳ばらいをすると気を取り直して俺たちを紹介した。

			「ウォッホン！　えー、彼らはワシが学園の講師として招いた冒険者たちじゃよ。みな、将来有望な若者たちで、誠一君に至ってはワシ以上に魔法を使いこなすはずじゃ。アルトリア君は誠一君と同じく教師としてじゃが、サリア君とルルネ君は生徒として、オリガ君は助手としてこの学園に在籍してもらおうと考えておる」

			「なんと……」

			　バーナさんがやたらと俺たちのことを持ち上げて説明するので、女性は目を見開いた。

			　確かに、魔法の種類は俺のほうが多いとは思うけど、巧うまく扱えるか、という点については、未だに自分の力の制御すらできていない俺からすれば、バーナさんのほうが上だと思っている。

			　すると、女性は俺たちに向き直り、綺き麗れいなお辞儀をして自己紹介をした。

			「私は２年Ｆクラスを担当している、ベアトリス・ローグナーです」
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			「あっ、えっと、誠一です。一応、バーナさんに依頼される形で、学園の講師を務めることになりました。よろしくお願いします」

			「アルトリア・グレムです。誠一と同じく、講師の依頼を受けてきました」

			「サリアです！　えっと、学園の生徒として来ました！　よろしくお願いします！」

			「フン。ルルネだ。サリア様と同じく、生徒として学園にいてやろう。そんなことより、学食とやらはどこだ？」

			「……オリガ・カルメリア。……誠一お兄ちゃんの……助手、です」

			「なるほど……学園長の言う通り、誠一さんとアルトリアさんが講師として。サリアさんとルルネさんが生徒として……オリガさんは、誠一さんの助手、ということですね」

			「うむ。サリア君たちも、非常に優秀な若者じゃ。教えがいがあるはずじゃぞ？　あ、そうそう。言い忘れておったが、誠一君はベアトリス君のクラスで担任をしてもらいたいんじゃ。そして、ベアトリス君はその誠一君のサポートとして、副担任をしてもらいたい」

			「私が副担任になるのは構いませんが……大丈夫なのですか？　強さは人にモノを教える上で関係ないですし……実力を疑うというわけではありませんが……」

			「大丈夫じゃと思うぞ」

			　不安げな様子の女性――ベアトリスさんに対し、バーナさんは朗らかに笑うだけだった。

			「まあいいでしょう。どうせ、何かあれば学園長の責任ですし」

			「ベアトリス君。そういうことは心のなかにとどめておいてくれんかのぅ？」

			「善処します。それで……誠一さんとアルトリアさん、そして助手であるオリガさんについては、何も言うことはありません。ですが、サリアさんとルルネさんを無条件で編入させるというわけにもいかないので、簡単な編入試験を行いたいと思うのですが」

			「そうじゃのぅ……二人くらい増えても問題ないと思うのじゃが、最近の学園の風潮から考えると、確かに、何もせずに編入させれば、周りから非難を浴びるかもしれんしのぅ」

			「では、この後すぐに手続きをいたします。その前に、サリアさんとルルネさんに簡単な質問をしてもよろしいでしょうか？」

			「大丈夫です！」

			「まあ、答えてやらんこともないな」

			　元気よく答えるサリアと、傲ごう岸がん不ふ遜そんなルルネ。サリアはいいとして、ルルネは何様なんだろうか？　ロバなのに。

			「では、まずはサリアさんから。サリアさんは、魔法が使えますか？」

			「はい！　火属性だけだけど、使えます！」

			「それでは、魔法以外に戦闘方法はありますか？」

			「ん～……あ！　これ！」

			　少し考える仕草をしたサリアだったが、すぐに元気よく拳を突き出した。……何このデジャブ。

			　拳を見せられたベアトリスさんは、数瞬の間固まると、バーナさんに言い放った。

			「学園長。ふざけているんですか？」

			「なぜワシなのじゃ!?　ワシ関係ないよね!?」

			　思い出した。これ、アルが冒険者になるための試験監督をしてくれていたとき、討とう伐ばつ依頼に向かう途中で、サリアに攻撃手段を訊きいたときとほとんど一緒じゃねぇか。

			　まあ、本当にサリアみたいな美少女が拳突き出して、これで戦うなんて言われたら、たいていは信じないと思う。

			「はぁ。まあ、私が分からないだけで、サリアさんは近接戦闘が得意なのでしょう。……分かりました、ありがとうございます。それで、ルルネさんにも同じ質問をしたいのですが……」

			「私か？　私は魔法など使わん。蹴けりで十分だ」

			「学園長？」

			「じゃからワシ知らないよ!?」

			　再び冷ややかな視線を向けられたバーナさんは、どこか哀れだった。フロリオさん、今の光景を見たらどう思うかな？　【魔聖】なんて呼ばれてるらしいけど。

			　この学園についてから、バーナさんのイメージがことごとく破壊されていくのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「まさか、ここまでだなんて……」

			　俺たちは、サリアとルルネの編入試験が行われる、『闘技場』と呼ばれる学園の施設に連れてこられた。

			　そのまま、特殊な魔法によって生み出されたゴーレムを使って、簡単な模も擬ぎ戦闘を行ったのだが、サリアもルルネも数秒でクリアしてしまった。

			　ルルネに至っては、ただの蹴けり一発で数十体のゴーレムが消し飛んでいた。ロバって怖い。

			　編入試験の結果に、ベアトリスさんは驚いた様子だったが、バーナさんが連れてきたということもあって、早い段階で納得したようだった。当たりはきついけど、実力面ではベアトリスさんもバーナさんのこと信頼してるのね。

			「編入試験、お疲れ様でした。結果は言うまでもなく、合格です。配属されるクラスについてですが……」

			　ベアトリスさんがそこまで言いかけると、サリアは手を挙げた。

			「はい！　私、誠一のクラスがいいです！」

			「私が主様から離れることなどありえん。よって、私も主様も同じクラスに行くことは必然だな」

			「Ｆクラスですか？　Ｆクラスは、この学園では一番ランクの低いクラスですが……」

			　サリアたちの言葉に、ベアトリスさんは困こん惑わくの表情を浮かべたが、バーナさんが助言した。

			「まあまあ。Ｆクラスは確かに周囲から落ちこぼれの扱いを受けておるが、優秀な子どもたちばかりじゃろう？　それこそ、ベアトリス君が一番分かっていると思うがのぅ」

			「それは……」

			　俺は、バーナさんの言葉に首を傾げていた。

			　推測するに、Ｆクラスとはこの学園の落ちこぼれたちが集まるクラスだと思うのだが、今のバーナさんの言葉を信じるのなら、そのＦクラスに優秀な生徒たちがいることになる。

			　訳が分からない。落ちこぼれなのに、優秀？

			　出来の悪い頭を必死に回転させるが、分かるわけがなかった。

			「……いいでしょう。サリアさんとルルネさんは、Ｆクラスに配属することにします」

			「はい！」

			「フン、当然だな」

			　少しの間、考える仕草をしたベアトリスさんだったが、結局サリアたちをＦクラスに入れることにしたらしい。

			「それじゃあ、だいたいのことは決まったし、ワシも学園長室に戻るかのぅ……仕事がたくさんあるようじゃし」

			「自業自得です。本来の仕事を投げ出して、どこに向かわれていたのですか？」

			「えーっと……ウィンブルグ王国まで少し……」

			「バカなのですか？　中立を謳う学園の長が一つの国に肩入れしていると思われたら、言い訳できませんよ？」

			「…………返す言葉もないです」

			「分かればいいのです。あ、それと、のちほど追加で書類を学園長室に持っていきますので」

			「嫌じゃあああああああああ！　もう書類は見たくないんじゃあああああああああ！」

			　ベアトリスさんの死刑宣告に、バーナさんは駄々をこね始めた。……これでも《超越者》で【魔聖】なんて呼ばれてるすごい人なんだぜ？　信じられねぇよな……。

			　魔物の大群を一掃する強さを持ちながら、書類に忙殺されそうになっているバーナさんは、誰から見ても哀れだった。合がつ掌しよう。

			　背中に哀愁を漂わせながら、バーナさんはトボトボと歩いて行く。

			「……ベアトリス君……後は、任せた……」

			「はい。安心して死んで来てください」

			「ワシ、嫌われてる？」

			「そんな……尊敬してますよ。実力だけ」

			「ワシ、泣いちゃうよ？　老人が、みっともなく泣きわめいちゃうよ？」

			「見苦しいので、学園長室でどうぞ」

			　その一言に、バーナさんは目の端に涙をためて、走り去っていった。……今度会ったら、優しくしよう。

			「さて、ここからは私が簡単な説明をさせてもらいます。まずは、サリアさんとルルネさんの制服からですね。ついて来てください」

			　ベアトリスさんはそう言うと、俺たちを連れて歩き出した。

			　闘技場に移動するまでの間にも思ったが、この学園アホみたいに広い。いや、地球で俺が通っていた学園も、一応デカかったのだが、それすら小さく思えるほど、この学園は広い。迷子とか出ないのか？

			「あ、一つ注意事項が……このように、学園は広いので、迷子にならぬよう注意してください。毎年迷子が出ては、生徒が減っているので」

			「生徒が減ってる!?」

			　それ迷子になって、そのあとも見つかってないってこと!?　怖いよ！

			　つか、やっぱり迷子出るのね……。

			　ただ、普通の迷子とは違って、一度迷子になったら最後っぽいけど！

			　とんでもない情報に戦々恐々としていると、ベアトリスさんが、とある部屋の前で立ち止まった。

			「ここが、職員室です。アルトリアさんと誠一さんは、これからはここに出勤していただきます。サリアさんたちも、授業や先生の指示などでこの場所には頻繁に訪れることになると思うので、場所はしっかりと覚えておいてください」

			「はーい！」

			「それでは、少々お待ちください」

			　そう言うと、ベアトリスさんは職員室に入って行った。

			　そしてしばらくすると、手に何かを抱え戻ってきた。

			「サリアさん、ルルネさん。こちらが、学園の制服となります。明日からは、こちらの服に着替え、登校してください。サイズに関しては、自動調節の魔法がかけられているので大丈夫でしょう。誠一さんとアルトリアさんは、特に制服などはございませんので、普段の格好のままでも構いません」

			「うわぁ！　誠一、見て見て！　可愛かわいいよ！」

			　ベアトリスさんの説明を聴いていると、さっそく制服を広げたサリアが、満面の笑みで見せてきた。

			　白を基調とし、アクセントにピンクが使われた、可愛かわいらしい印象を持つ制服だった。
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			　これ、女の子が着たら可愛かわいいんだろうけど、男も同じ色合いのモノを着ているんだろうか？　……現物を見てないから何とも言えないけど、男が同じ色合いのモノを着ても、微妙でしかない気がする。

			「喜んでもらえたようで、何よりです。それでは、みなさんが生活する寮へと案内しましょう」

			　そう、すっかり忘れていたが、俺たちはこの学園で講師をする間、寮生活をすることになっていた。

			　校舎の外に出て、広い校内を歩きながら説明を受ける。

			「寮は、男子寮と女子寮の二種類があり、生徒や先生など関係なく寮で生活しています。分かるとは思いますが、緊急事態でもない限り、異性がそれぞれの寮に入ることは認められておりません」

			「なっ!?」

			　ベアトリスさんの言葉に、ルルネはすごい衝撃を受けていた。

			「どういうことだ！　私は主様の騎士……片時も主様から離れるわけには……！」

			「ちなみにですが、女子寮の食事は大変美お味いしいですよ」

			「仕方ない、妥協しよう」

			「お前は本当にブレないね」

			　いや、このまま男子寮に来られても困るけど、食事で簡単に考えを変えるだなんて。ルルネのなかの騎士ってどんな存在なのか知りたくなってきたよ。

			　思わず引きつった笑みを浮かべていると、女子寮の前に到着した。

			「さて、ここが女子寮です。すでに新しい入寮者が来ることは伝えてありますので、なかにいらっしゃる寮母さんに、名前を告げていただけたら、部屋の鍵を貰えると思います。寮の詳しい説明なども、寮母さんのほうからお聞きください」

			「分かりました」

			「それじゃあ、誠一！　また明日ねー！」

			「……ばいばい」

			　ここで、サリアたちと別れると、ベアトリスさんは俺を男子寮まで案内するため、再び歩き始めた。

			　急に二人だけの状況になったわけだが……気まずい。

			　バーナさんに対する扱いが極端に酷ひどいが、俺たちに対してはいたって普通なので、こちらが素だと思うんだけど……。

			　前を歩くベアトリスさんの姿を眺める。

			　濃紺の髪を……なんていうんだ？　後れ毛？　女性の髪形は全然分からないんだけど、とにかく後ろで一つにまとめていて、見るからに女教師！　とか、キャリアウーマンみたいな、キリッとした印象を受ける。

			　同じ濃紺の瞳ひとみを持つ目も切れ長で、メガネと相まって、本当にデキる女性といった雰囲気が醸し出されている。少し厳しそうだけど、すごい美人だし、男子生徒とかの憧れなんじゃないのかな？　逆に、鬱うつ陶とうしがられていたりするんだろうか？

			　それに、この世界に来て、初めてメガネを見たな……というより、メガネあったんだ。

			　意外なところに気付き、驚いていると、俺の視線に気付いたベアトリスさんが首を傾げた。

			「？　どうかしましたか？」

			「え？　あ、いえ。すみません。ただ、メガネが珍しかったので……」

			「ああ……確かに、あまり見かけることはないかもしれませんね。しかし、異世界から来たという勇者のなかには、メガネをかけている方々も見受けられましたよ？」

			「そ、そうですか」

			　そんな他愛のない話をしていると、俺はふと気になったことを訊きいてみた。

			「そう言えば……なぜ、俺がＦクラスの担任になることに反対しなかったのですか？」

			　そう、俺はそのことが何気に気になっていたのだ。

			　言うなら、ベアトリスさんは降格されたようなものだし、自分の教えていた生徒がどこの誰とも分からないようなヤツに奪われるのだ。普通、反対するだろう。

			　俺の質問に、ベアトリスさんは一瞬驚いた表情を浮かべたが、そのあとに寂さびしそうに笑った。

			「私では……彼らの才能を開花させてあげることができませんから」

			「……」

			「Ｆクラスは、確かに周囲から落ちこぼれの集団と言われていますが、それは違います。みんな、大きな才能を秘めた、かけがえのない子どもたちです。ですが……私は、その才能を開花させてあげることができなかった。まだ、一年しか担任していないとはいえ、これからも同じ教育を続けていれば、結局そのままなのです」

			「……」

			「ですが、貴方は違います。あの学園長に認められ、サリアさんたちの編入試験のときに、少しだけ学園長からお話を伺いましたが、適性のなかった魔法属性を開花させたこともあると。そんな貴方だからこそ、私の生徒たちにとっては、必要な存在なのです。私は、彼らの才能が開花できるのなら、いくらでも今の地位を譲りましょう」

			　俺はベアトリスさんの言葉に感動していた。

			　俺にとって、先生という存在は、信用できないモノだった。

			　地球でイジメが始まってすぐのころは、俺も先生にそれをちゃんと伝えた。

			　でも、先生はイジメを止めてくれることはなかった。むしろ、推奨するようなことさえ言っていたこともある。

			　何度も何度も伝えたが、結局は聴く耳を持ってもらえず、最終的には虐いじめられる俺が悪いとされ、虐いじめはなくなるどころか、過激になった。

			　だから、俺は先生を信用することをやめた。

			　他人が聴けば、そんなことくらいでって思うのかもしれないけど、俺にとってはそれだけ辛つらい出来事だったのだ。

			　だが、ベアトリスさんは違う。

			　俺のように、虐いじめられている生徒に対して手を差し伸べているとかではないが、それでも、周囲から落ちこぼれのレッテルを貼られた生徒たちを、信じて教え続けてきたのだろう。

			　これが、生徒と先生という立場で聞いた話であれば信じられなかったかもしれない。同じ先生という立場で聴けたからこそ、信じることができたんだろう。

			　真っ直ぐに、自分の生徒たちのことを考えているベアトリスさんを見て、俺もできる限りのことをしようと心に決めた。

			「ベアトリスさん……貴女の気持ち、分かりました。どこまでできるか分かりませんが、全力でぶつかっていきたいと思います」

			「……はい。ありがとうございます」

			「――――ただし」

			「え？」

			　不意打ちに近い俺の言葉に、ベアトリスさんは呆気にとられた。

			「ベアトリスさん。貴女の力が、必要不可欠です」

			「……」

			「生徒たちのことを真剣に考えてきた貴女がいなければ、俺はどうすることもできないでしょう」

			「そんなこと……」

			「いいえ、あります。ですから……担任とか副担任とか関係なく、一緒に教えていきましょう」

			「！」

			　俺の言葉に、ベアトリスさんは目を見開く。

			　そんな様子を見て、俺は少し照れながら頬をかいた。

			「えっと……新人のくせに、生意気なこと言ってすみません……」

			「……いいえ、とても……嬉しかったです」

			　そう言うベアトリスさんの目め尻じりには、少しだけ涙が浮かんでいた。

			　そして、涙を指先で拭うと――――。

			「分かりました。これから一緒に頑張りましょう、誠一さん」

			「はい！」

			　先ほどとは違う、力のこもった微ほほ笑えみを浮かべるのだった。

			　どうでもいいけど、バーナさんが涙目のときは可哀想かわいそうだなぁって思った程度だったのに、ベアトリスさんみたいな女性が涙目になると、何とかしてあげなきゃって思うのはなぜだろうね？

			　不思議なこともあるもんだ。

		

	
		
			　

			二年Ｆクラス

			　

			　翌日、俺はベアトリスさんに言われた通り、職員室に向かった。

			　地球の高校と同じ感覚でノックしてから入室すると、そこにはベアトリスさんと、サリアたちの姿があった。

			　しかし、そのほかの職員の方々の姿はない。

			「おはよー！　誠一！」

			「っ……お、おはよう、サリア。みんなも、おはよう」

			　入室してすぐ、サリアは笑顔を浮かべながら挨あい拶さつをしてくれたので、返しながら他の皆にも挨あい拶さつをした。

			　サリアは、昨日渡された制服に身を包んでおり、正直……何の心構えもしていなかっただけに、その可愛かわいさに一瞬どもってしまった。……いつまで経っても美少女耐性が付かない。いつかは慣れるのか？　俺……。

			「見て見て！　この制服、やっぱり可愛かわいいよねー！」

			　そう言うと、サリアはその場でくるりと一回転した。あの……制服も可愛かわいいんですが、サリア自身が可愛かわいすぎると言いたい。……いやいやいや、バカップルじゃねぇんだから、惚気のろけるのも大概にしろよ、俺。

			　ルルネも、サリアと同じ制服に身を包んでいるが、こちらは軽く着崩しており、また違った印象を受けた。美人にも美少女にも見えるルルネも、サリアと同じくらい制服が似合っている。

			　オリガちゃんとアルに関しては、二人とも動きやすい服装ということで、いつも通りだった。

			　それぞれの服装を確認していると、ベアトリスさんがキリッとした表情で挨あい拶さつをする。

			「おはようございます、誠一さん。今日から一緒に頑張りましょう」

			「あ、おはようございます。至らぬ点もあるとは思いますが、よろしくお願いします」

			　……こんな感じでいいのか？　バイトとかしたことないから、俺の敬語や言葉やらが正しいモノなのか、少し自信がないんだが……。

			「さて、誠一さんもいらしたことですし、早速教室のほうへ向かいましょうか」

			「あ、あの……オレ……じゃねぇ、私はどうしたらいいですか？」

			　俺とサリアたちを連れて、出発しようとしたベアトリスさんに、アルが訊たずねる。

			「そうでした……アルトリアさんは、いわゆる専門科目を教える先生……という立場ですので、特定の教室に出向き、挨あい拶さつをするということはありません。ですが、これから授業を行っていくにあたり、新しいクラスを教えるたびに自己紹介をする必要があるかと思われます。そういえば、昨日お渡しした授業日程は確認されましたか？」

			「あ、はい」

			　授業日程？　あれ？　俺、そんなモノ貰っていないんですが……。

			　まあ、俺は担任らしいし、別に要らない……わけないよね!?

			「あのー……ベアトリスさん？　俺はその授業日程というモノをいただいていないのですが……」

			「すみません……説明不足でしたね。誠一さんは、アルトリアさんとは違い、担任教師です。なので、専門的な知識を教えることはないのですが、その代わり、担任は一つだけ、ある授業をそれぞれのクラスで行っているのです」

			「ある授業……ですか」

			「ええ。それは【総合実技】というモノで、それぞれのクラスの生徒たちが、【冒険科】、【魔法実技】、【戦闘実技】を学んだうえで、それらが実戦でどこまで使えるのかを確認するという授業です。この授業は、毎日の最終時間割に組み込まれており、その日の成長をそこで確認してもらいます」

			「なるほど……」

			「なので、他に授業を教えることはないですが、毎日絶対にこの授業がありますので、授業日程をお渡しする必要がなかったのです」

			「そう言うことですか。分かり――――」

			「ただし、Ｆクラスは違います」

			「へ？」

			　てっきり、俺が教えるのはベアトリスさんの言う【総合実技】だけだと思っていたのだが、どうやら違うらしい。

			「Ｆクラスは、残念ながら、落ちこぼれというレッテルを貼られてしまっています。なので、学園の先生方のなかには、Ｆクラスで授業を行うのは嫌だ、とおっしゃられる方々もいるわけです。教師だけでなく、各国の貴族の方々などからも、落ちこぼれに時間を割くのではなく、優秀な生徒に時間を割け……といった声も上がっているのです」

			「えっと……つまり……？」

			「大変申し訳ないのですが、Ｆクラスのみ、担任の教師が全科目を請け負っているのです」

			　どうなってんの、この学校。

			　いや、学校が、というより、一部の教師や、各国の貴族とやらがうるさいんだろうけどさ。

			　そりゃあ我が子をしっかり教育してほしい気持ちは分かるけど、だからと言って他人をないがしろにしていいわけでもない。

			　何より、先生が授業をすることを拒絶するというのがおかしい。

			　もちろん、教師にも人権があるわけだから、生徒からの虐いじめがあって、授業を行いたくないって言うなら、それは仕方ないのかな、とも思う。

			　でも、落ちこぼれだからって理由だけで職務を放棄する精神が、ちょっと理解できない。

			　教育の結果で給料が変化するとかっていうんなら、先生も生活があるだろうし、落ちこぼれの生徒を受け持ちたくないって気持ちも分かるけど、授業を拒絶さえしなければ、担任でもない限り結局は等しくＦクラスの生徒を受け持つわけで、皆平等になるはずだ。

			　つか、教員免許どころか高校すら卒業していない俺が全科目教えるとか無理でしょ!?

			　英語とか特にダメだよ!?　……あ、異世界だから英語はないのか。それはそれで羨うらやましいな！

			「何をするかは分かったのですが……俺が全科目教えるだなんて、とてもじゃないですが無理だと思うんですけど……」

			「その点につきましては、私がサポートいたします。なので誠一さんには、アルトリアさんの代わりに【冒険科】、【魔法実技】、【戦闘実技】、そして【総合実技】を請け負っていただけたらと考えております」

			「なるほど……そういうことでしたら、大丈夫だと思います」

			　数学とか歴史とか教えろって言われたら、俺にはどうしようもないからな。

			　微分積分？　ＨＡＨＡＨＡ！

			　結局、俺は毎日学園に行く必要があるわけで、ベアトリスさんからいちいち日程表を貰う必要はないってことだな。……やっぱり不安だから、あとで俺も貰っておこう。

			　俺がそう言うと、ベアトリスさんは申し訳なさそうな表情を浮かべた。

			「本当に申し訳ございません……それで、アルトリアさんですが、本日の日程は確認されましたか？」

			「はい。確か、今日は一つも授業がなかったはずです」

			「分かりました……でしたら、アルトリアさんは、本日は特にすることもないかと。アルトリアさんは、学園長が招かれた教師ですので、書類仕事などはございません」

			「あの……それなら、私は何をすればいいんでしょうか？」

			「そうですね……何もすることがない教師は、家に帰ったり、学園内の出店などを見て回ってますね。なかには、思いっきり羽目を外して遊びに行く人もいますよ？」

			　昨日は気付かなかったけど、学園内に出店があるってスゲーよな。ベアトリスさんの口調から察するに、学園内、または付近に遊べる場所もあるっぽいし。

			　てか、遊ぶ暇ひまがあるならＦクラスでも授業しろよ！

			　思わず内心でそうツッコんでいると、アルは少し考える仕草をした。

			「あの……それなら、誠一たちのクラスにお邪魔するのはダメですか？」

			「え？　二年Ｆクラスにですか？　それは構いませんが……」

			「なら、今日はそちらにお邪魔させていただきます」

			　そう言うと、アルは俺の方に向いて、どこか面白そうに笑った。

			「どんな授業をするのか、楽しみにしてるぜ？　誠一先生？」

			　一気にハードルが上がってしまった。ナンテコッタイ。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「では、サリアさんとルルネさんは、私のあとに続いて入室してください。誠一さんとオリガちゃんは、そのあとに私が呼びますので、そのときに入っていただければ大丈夫です」

			　そう言うと、ベアトリスさんはサリアたちを連れて、Ｆクラスの教室へと入って行った。アルは、後ろから入室している。

			　あのあと、すぐに俺たちは二年Ｆクラスに移動した。

			　だが、道中驚いたのが、このＦクラスが本校舎に存在しないということだった。

			　どういうことかというと、職員室や他のクラスはすべて、あの宮殿のような本校舎に存在しているのだが、Ｆクラスのみ、少し離れたボロボロの旧校舎に存在するのだ。

			　バーナさんや、ベアトリスさんは、この旧校舎を壊して、Ｆクラスの生徒も本校舎で授業を受けられるようにしたいそうなのだが、各国のお偉いさんたちから、落ちこぼれと同じ空間で授業を受けさせると、それだけで落ちこぼれになるとか訳の分からない理屈の苦情が殺到して、難しいらしい。本当に意味分からねぇよ。落ちこぼれって病気なのかよ。

			　ともかく、こういった場面などが、中立という立場が危うくなっているという現状のサインなんだろう。大人の世界って大変で、面倒くさいなぁ。

			　そんなことを思っていると、不意に教室から歓声のようなモノが上がった。恐らく、サリアたちを見て、生徒たちが騒いでいるんだろう。

			　サリアたちは文句なしの美少女なので、男子たちはそれだけでもテンションが上がるだろうし、サリアの性格なら、女子たちともすぐに打ち解けられるだろう。

			「――――それでは最後に、私の代わりに、貴方たちに指導してくださる新しい担任の先生をご紹介いたします」

			　ベアトリスさんの声が聞こえた瞬間、今度はさっきとは違ったざわめきが起こった。

			　そりゃあ、今まで教えてくれていた先生が、急に替わるってなればみんな驚くだろうし、疑問にも思うだろうからなぁ。

			「誠一さん、どうぞ」

			　おっと、とうとう俺が教室に入るわけか。いざ入ろうと思うと、すごく緊張するなぁ……。

			　オリガちゃんも俺のあとに続いて入るわけだが、大丈夫かな？

			　とりあえず、心を落ち着かせるため、何度か深呼吸を繰り返す。

			「ふぅ……よし。オリガちゃんは大丈夫か？」

			「……ん。だいじょうぶ」

			　オリガちゃんは、サムズアップした。

			　その様子に心が静まった俺は、教室の扉を開けた。

		

	
		
			[image: 066.jpg]
		

	
		
			　ガラガラガラ。

			「[image: a1G.png]ん？」

			　ピシャン。

			　俺はすぐに扉を閉めた。

			　オカシイ……扉を開けた瞬間、立派なリーゼントの男子生徒が、眼前でガンを飛ばしている姿が見えた気が……。

			　そんなわけないよな。俺の気のせい気のせい！

			　気を取り直して、俺は再び扉を開けた。

			　ガラガラガラ。

			「やんのかゴルァ[image: a2G.png]!?」

			　ピシャン。

			　…………。

			　気のせいじゃなかったな。

			　何で扉開けた瞬間にガン飛ばされてんの？　俺。

			　そもそも初対面なはずなのに、なぜあそこまで敵意むき出しで出迎えられるんだよ。

			　思わずその場で考え込んでいると、今度は扉のほうが勝手に開いた。

			「テメェ！　俺のことを無視してんじゃ――――」

			「…………アグノス君？」

			「――――仲良くやろうぜ、マイブラザー！」

			　先ほど、俺にとんでもないガンを飛ばしてきた男子生徒は、背後にベアトリスさんが立った瞬間、冷や汗を流しまくりながら、俺の肩に手を回してきた。……ベアトリスさんって、そんなに怖い人なんだろうか？

			　そう思った瞬間――――。

			　ゴスッ。

			「ノオオオオオオオオオオオオオオオオン!?　べ、ベアトリスの姐さん!?　か、角は勘かん弁べんしてくれっ！」

			「アグノス君。彼は君の兄弟ではありません。新しい担任の先生です」

			「はあ!?　こんな不審者が先公だと――――」

			「先公？」

			「大先生です！」

			　謎の威圧を放つベアトリスさんは、目の前の男子生徒に、容赦なく名簿の角を振り下ろした。……怖い人だった。

			　頭を抱えてうずくまる男子生徒を放置して、ベアトリスさんは申し訳なさそうにする。

			「すみません……彼は、少々やんちゃなところがありまして」

			「い、いえ。大丈夫ですけど……」

			「ありがとうございます。さあ、なかへどうぞ」

			　なかに入るとき、未だにうずくまる男子生徒はどうするのだろうと思ったが、なんだかスルーするほうがいい気がしたので、そのまま放置してなかに入った。

			　すると、教室内はいろんな意味でカオスだった。

			　どこか卑屈そうな笑みを浮かべ、縮こまる男子生徒。どこか自信満々な雰囲気を纏まとい、優雅に座る男子生徒。がっしりとした体格の、なぜか頭に可愛かわいらしい熊の被り物をした男子生徒。

			　窓の外を眺め、どこか他人を寄せ付けない雰囲気を醸し出す女子生徒。ぽわんとした柔らかい雰囲気を持つ女子生徒。なぜか鏡を見て、自分に酔いしれている女子生徒。そして、なぜかルルネに踏みつけられながらも、必死にサリアに近づこうと躍起になっている女子生徒。

			　……………………。

			　そんなことだろうとは思ってたよ！

			　もうね、この世界には変人しかいないのかな！

			　え？　そうじゃない人もいるって？

			　なら連れて来いよおおおおおおおおおおおおおおおおお！

			　内心盛大にツッコむ俺をよそに、ベアトリスさんは話を進める。

			「こちらが、今回私の代わりに担任になられた誠一さんと、助手のオリガちゃんです」

			「あ、えっと……みんなとほとんど同い年だけど、できる限りのことを教えられたらと思います。よろしく」

			「……よろしく」

			　そう、今さらだが、俺は本来、この教室の生徒と同じで、授業を受けているはずの年齢なのだ。

			　だからこそ、先ほどの男子生徒じゃないが、あんなふうに快く思わない者がいても不思議じゃないと思う。

			「はい、ありがとうございます。それでは、アグノス君から、自己紹介をしていってください」

			　続いて、生徒に自己紹介を促すと、大きなたんこぶができた頭のまま、先ほどの男子生徒が元気よく飛びあがり、サムズアップしてきた。

			「応っ！　俺はアグノス・パシオン！　何で急にベアトリスの姐さんから担任が替わったのか知らねぇが、夜露死苦！」

			　そんな個性的な自己紹介をしてくれた男子――――アグノスは、立派な紺色のリーゼントに、黒の長ランに腰パンという姿。なぜか日本の古めかしい不良の姿だった。

			　目つきが悪いことも、アグノスが不良に見える理由だろう。ただ、大きなたんこぶのせいで、ギャグにしか見えない。

			　アグノスが自分の席に座ると、次は優雅に座っている男子生徒が口を開いた。

			「俺の名前はブルード・レフ・カイゼル。先ほどの低能とは格が違う。覚えておけ」

			「んだとゴルァ[image: a2G.png]!?」

			　傲岸不遜な態度で自己紹介を終えた男子生徒――――ブルードは白髪に綺き麗れいな青い瞳ひとみを持ったイケメンだった。足を組んで優雅に座る姿は、気品を感じさせる。

			　というか――――。

			「今、カイゼルって言ったか？」

			「フン。そこに気付くとはな。お前が察する通り、俺はカイゼル帝国の第二王子。まあ、この学園では身分など関係ないがな」

			　なんと、ブルードはカイゼル帝国の王子さまらしい。世間って狭いね！

			　まあ、カイゼル帝国には、いろいろと訊ききたいこともあるんだけどね……。

			　ブルードが自己紹介を終えると、続いて可愛かわいらしい熊の被り物をした男子生徒が自己紹介する番になった。

			　さっきからとんでもない存在感を放つその男子生徒は、いったいどんなことを言うのだろうと構えていると……なぜか、スケッチブックのようなモノを取り出し、俺に見せてきた。

			『ベアード・ルトラ。よろしく頼む』

			　しゃべらんのかいっ！

			　それに顔に似合わず口数の少ない漢らしいキャラですね!?

			　そんな男子生徒――――ベアードは、マスコットのような可愛かわいらしい熊の被り物はもちろんだが、アグノスと違い、短ランに腰パンというこれまた少し古めの不良スタイルだった。

			　しかも、ガタイがよく、腕まくりした場所からは筋肉質な腕が見える。ミスマッチすぎるぜ。

			　そして、最後の男子生徒の自己紹介になったのだが、なぜか卑屈な笑みを浮かべるだけで、なかなかしゃべろうとしない。

			　すると、とうとうベアトリスさんが男子生徒に促した。

			「レオン君。いい加減、自己紹介を始めなさい」

			「ぼ、僕なんかの紹介だなんて……そ、そんな滅相もない！　そそそ、そんな恥知らずな真似……ぼぼ僕にはできません！　すみません、すみません。口答えして、すみません！」

			　重症ですね。

			　名前はレオン・ハーディーというのだが、結局ベアトリスさんから名前を教えてもらい、とんでもなく卑屈で暗い生徒だということが分かった。

			　なぜか、言葉をかけただけで謝られるし、レオンが口を開いても最後には謝罪の言葉が出る。もうね、どうすりゃいいの？

			　そんなレオンの容姿は、少し暗い印象を受けるモノの、パーマがかかったクリーム色の髪と茶色の瞳ひとみを持つ、小柄な美少年だった。卑屈になる理由が分からない。

			　ここまでが男子生徒の自己紹介だが、もうすでにお腹がいっぱいである。

			　というより、アグノスとベアードだけ、なぜか改造された学ランで、ブルードとレオンはサリアたち女子の制服とは色違いのブレザータイプの制服を着ていた。よかった、サリアたち女子の制服と色違いだったぜ。

			　考えるまでもないが、ブルードたちが正しい制服姿で、アグノスたちが間違っているのだろう。怒られないのかな？

			　そんなどうでもいいことを考えているうちに、女子生徒の自己紹介となった。

			　最初に自己紹介をしたのは、窓際で人を寄せ付けない雰囲気を放つ女の子だった。

			「ヘレン・ローザ」

			　…………終わり!?

			　チラッとこっちを一瞥しただけですけど!?

			　本当に近寄りがたい雰囲気の女子生徒――――ヘレンは、茶髪の……ツーサイドアップ？　とかいう髪型に、少しツリ目な髪と同じ茶色い瞳ひとみを持った美少女だった。

			　サリアたちと同じ制服を着ているし、皆同い年なのだろうが、ヘレンはどこか大人びて見える。

			　ヘレンの自己紹介が終わると、今度はぽわんとした雰囲気の女子生徒が自己紹介を始めた。

			「私は～、レイチェル・マダンです～。新しい先生さん～、よろしくお願いしますね～」

			　間延びした口調と、ぽわぽわした雰囲気の女子生徒――――レイチェルは、ウェーブのかかった長い銀髪に、少しタレ目な紫色の瞳ひとみを持つ美少女だった。

			　どこがとは言わないが、発育がいい……とだけ言っておこう。

			　レイチェルの自己紹介が終わり、続いて立ち上がったのは、鏡を見て、自分に酔いしれていた女子生徒だった。

			「私はイレーネ・プライムです。よろしくお願いしますね、誠一先生」

			　一番まともな自己紹介を終えた女子生徒――――イレーネは、ハッキリ言って、とんでもない美人だった。

			　パールピンクの長い髪に、同じくパールピンクの瞳ひとみ。

			　鏡を見ていた姿だけを見れば、自分大好き人間にしか見えなかったのだが、こうして普通に自己紹介をしている姿は、所作も言葉遣いも含めて、とても綺き麗れいだった。

			　なんだ、結構まともじゃ――――。

			「はぁ……私は何でこんなに美しいのでしょう」

			　まともじゃねぇな。悩まし気なため息とか妙に色っぽいのだが、そんなことよりも自分にそこまでの絶対的自信を持てるほうがすごいと思った。俺には無理だわ。

			　そして、最後の一人となったわけだが――――。

			「ぜ、ぜひボクと友達に……！」

			「サリア様に近づくな！」

			「おほっ！　ルルネさんのパンツが見える……！」

			「やっぱり貴様は近づくな！」

			　なぜか、その一人はルルネに踏まれていた。

			　そんな様子を見て、頭を痛そうにしながらベアトリスさんが口を開く。

			「はぁ……フローラさん？　何をやっているのですか……」

			　ベアトリスさんの問いに対し、なぜかルルネに踏まれたままの女子生徒――――フローラは、キリッとした表情で言い放った。

			「可愛かわいい女の子がいるんですよ？　声をかけないだなんて失礼じゃないですか。ということで……嬢ちゃん、ちょっとだけでいいんよ？　減るもんじゃないしさ、ボクにちょこぉっとだけ触らせてくれたら……グヘヘヘヘ！」

			「フローラさん、その笑い声は自重してください。女の子でしょう……」

			　どこぞのエロ親父みたいなセリフを吐くフローラに代わり、ベアトリスさんが紹介してくれた。

			「彼女はフローラ・レドラント。見ての通り……ちょっと変わった子です」

			「ハハハ！　新しい先生さん！　ボクは見ての通り、可愛かわいい女の子とか好きだけど、別に本気で女性が好きってわけじゃないので、そこのところよろしく！　だから、ちょっとだけ触らせて――――」

			「ええい、いい加減しつこいぞ!?」

			　足あし蹴げにされてもめげないフローラは、前髪の左側が、襟足にかけて流れる感じで少しだけ右目が隠れるワインレッドのショートヘアーで、同じくワインレッドの瞳ひとみを持っている。

			　普通にしていれば【剣聖の戦乙女ワルキユーレ】に所属しているクラウディアさんに似た、宝塚の男性役のようなカッコよさがあるのだが、残念ながらその印象はまったく受けず、どスケベなエロ親父の顔になっていた。

			　珍しくルルネが疲ひ弊へいしており、その後ろではサリアがよく分かっていないのか、不思議そうな表情でフローラのことを見ていた。

			　それに対してフローラは、本格的に変態親父のような表情で両手をワキワキさせているのだが、ルルネが足で踏みつけているため、サリアに被害はないようだった。……ルルネが疲ひ弊へいしているのも珍しいけど、それ以上に騎士っぽい行動をしていることに驚きを感じる俺は、末期かもしれない。

			「以上が、この二年Ｆクラスの生徒です」

			　そう締めくくったベアトリスさん。

			　なるほど。

			　ギルド本部から出て、やっと変態から解放されたと思ったら、またここでも似たような連中を相手にしなきゃいけないわけですか。

			　俺は腕を組んで、何度か頷いた。

			「誰か助けてください」

		

	
		
			　

			自己紹介

			　

			「さて、自己紹介も終わったところですが、前回の薬草学のテストを返却したいと思います。名前を呼びますので、一人ずつ取りに来てください」

			　全員の自己紹介を終えた後、ベアトリスさんはそう口にした。

			　当たり前だが、俺がこのクラスの担任になる前は普通にベアトリスさんが担任として授業をしていたので、俺からテストを返却するというのもおかしい。

			「アグノス君」

			「応！　ま、俺にかかればテストなんて――――」

			「０点」

			「ウソオオオオオオオオオオオオオオオン!?　って、点数暴露するのは酷ひどいぜ、ベアトリスの姐さん！」

			　ベアトリスさんにテストを渡され、悲痛な声を上げるアグノス。

			　確かに点数を暴露されたのは可哀想かわいそうだけど、０点のテストに何の自信を抱いていたのだろう。

			　眉み間けんを軽く揉みながら、ベアトリスさんは言った。

			「この解答でなぜ高得点をとれると思っていたのですか……」

			「いや、だってよぉ……」

			「中級回復薬の作り方は？」

			「気合！」

			「バカですか？」

			　マジかよ。

			　俺は、アグノスのテストをチラッと見てみると、全解答が『気合』の二文字だけで終わっていた。

			　いや、本当に何でこの解答で高得点取れると思ったの!?　脳のう筋きん思考にもほどがある！

			「俺は間違ってねぇ！　気合だ、気合が足りねぇんだ！　この世のなか、すべては気合で何とかなるんだよぉぉぉぉおおおお！」

			「なるほど。では、アグノス君。女性になってください」

			「ナマ言ってすんませんでした」

			　折れるの早いよ！　もっと自分の言葉に責任を持って！　気合が足りてないよ!?

			　トボトボと哀愁を漂わせながら、アグノスは席に戻った。……切ないな。

			「はぁ……次、ブルード君」

			「フン」

			　次に呼ばれたブルードは、優雅に歩きながら、テストを受け取った。

			「とてもいい点数ですね。この調子で頑張りましょう」

			「当然の結果だな。言われるまでもない」

			「何でそいつの点数がよくて、俺の点数が悪ぃんだよぉ！　納得いかねぇ！」

			「貴様はバカか。貴様の答えが答えでないから、点数が悪いのだろう」

			「違う！　気合が足りねぇだけだろ!?」

			「では、アグノス君。全裸でどこかの国の王城に突撃してください」

			「ごめんなさい」

			　アグノスはブルードに噛みついたはいいものの、結局はベアトリスさんの一言で撃沈した。

			　それよりも……黙っておこう。ギルド本部に、堂々と全裸で王城に突撃しそうな変態がいることを。

			　続いて呼ばれたベアードは、無言のままテストを受け取ると、そのまま席に戻った。

			　またも覗のぞき見たのだが、ベアードのテストは90点という高得点だった。……謎が深まるばかりだ。

			　だが、次に呼ばれたレオンのテストに、俺は目を見開いた。

			「こ、これ……」

			「はぁ……またですか。大丈夫です。毎回のことですから」

			「毎回!?」

			　ベアトリスさんの言葉に、大きく驚くともう一度レオンのテストを見た。

			　だって、これはいくら何でも……。

			「レオン君。いい加減、ちゃんと解答してください」

			「ごめんなさいごめんなさい！　ででででも、僕如きが生意気にも答えを書くだなんて！　ああ、それに、僕の字なんかを見て、気分を悪くされると思うと……！　だから謝らなきゃいけないと思って！　でもそのせいで先生の目を汚してしまうことを許してください！　はっ!?　口答えしてすみませんすみません！　もう黙ります！」

			　何と、レオンのテストには、『僕如きが意見を述べるだなんて畏れ多いです！　それに、僕の字を見せるだなんて……ごめんなさい。ああ！　でも、これも文字だから……ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい――――』とびっしり【ごめんなさい】の文字が書かれていたのだ。

			　怖ぇよ！　とんでもない狂気を感じるんだけど!?

			　もうネガティブとかそんな域を軽く飛び越えてるよね!?　こうして無事に学園に登校してくれていることが奇跡に思えるよ！

			　よく今までこの性格で生きてこれたな……自殺とか普通に考えてそうで怖いんだけど……。

			　自殺とか冗談じゃないからな。

			　地球じゃいじめられっ子の俺だが、それでも自殺はしたくなかった。

			　虐いじめられての自殺だなんて、ありえない。

			　なぜ、虐いじめてくるヤツらのために死ななきゃいかんのだ。バカバカしい。

			　どんなに辛つらかろうが、死ぬことなんて考えない。

			　俺より辛つらい人間なんて、たくさんいるんだから……と。

			　そう考えて、俺は今まで生きてきたのだ。

			　まあ俺のことなんざどうでもいい。

			　レオンが自殺とか考えていないかとても気になるが、それと同時に怖いとも思うのだった。……強く生きてくれ。

			　そのあと、ヘレンとレイチェルが続いてテストを受け取るが、二人とも点数は90点台で、特に問題なさそうだった。ヘレンは話しかけにくい雰囲気があるモノの、レイチェルと合わせてこのクラスではとてもいい子そうである。……いやいやいや！　俺毒されすぎてね!?　二人が特別優等生ってわけじゃなくて、周りがおかしいだけだよね!?　あっぶねー！　俺の常識が徐々に変態ども基準になりつつあるぞ……！　あっ、それに気付いた途端、ギルド本部で変態どもが高笑いしてる幻影が見えてきた！

			　必死に目の前に浮かんだ幻影を追い払うと、続いてイレーネの番になった。

			　彼女は、優雅で綺き麗れいな歩き姿のまま、ベアトリスさんのもとへ向かう。

			「はい、イレーネさん。文句なしの１００点です」

			「ええ、ありがとうございます。ですが、私が完かん璧ぺきなのは当然ですから」

			　誇ほこることなく、淡々と事実を述べているだけと言った様子で、悠然と微ほほ笑えんだ。

			　俺も見てみたが、本当にイレーネの点数は１００点であり、ベアトリスさんも満足そうだった。

			　地球でもなかなかお目にかかれない１００点だが、こうしてイレーネの様子を見ると、普段から１００点しかとっていないのだろう。……いや、なんでこんなクラスにいるの？

			　落ちこぼれと呼ばれる要素のなさそうな彼女に、俺は首を傾げずにはいられなかった。いや、イレーネだけじゃなく、ブルードやベアードもそうだな……。

			「それでは、最後に……フローラさん」

			「はい！」

			「普通です」

			「それはそれでなんか傷つきますね!?」

			　少し前までルルネに踏まれていたフローラは、ベアトリスさんの言葉にツッコんだ。なるほど、彼女にとって、変人は褒ほめ言葉なのか。……手遅れですね。

			　全員分のテストを渡し終えたベアトリスさんは、俺に声をかけた。

			「さて、誠一さん。本日の日程ですが……今日は全時間割を利用して、みなさんの実力を見てみてはどうでしょうか？」

			「みんなというと……このＦクラスのメンバーですよね？」

			「はい。先ほどテストを返却した薬草学などを含む座学は、ちょうど区切りのいいところまで進めてあります。ですが、実技の授業は、すぐに誠一さんに教えていただくことになりますので、そのためにも彼らの特徴を見極める時間に今日という日を使うのはどうかと思ったのです」

			「なるほど……ベアトリスさんが、座学が大丈夫だというのでしたら、それで構いません」

			　座学の進捗状況は俺には分からないからな。

			　そして俺の言葉を受け、ベアトリスさんが再度皆に向きなおった。

			「それではみなさん。今の会話を聴いていたとは思いますが、今日は新担任である誠一さんとの親睦も兼ねて、丸一日闘技場での実技授業に充てたいと思います」

			「よっしゃああああああああ！　勉強しないで済むぜ！」

			　ベアトリスさんの言葉に、アグノスは喜びの声を上げた。まあ勉強が嫌だっていうのは分からなくもないけどね。それでも世界には勉強をしたくてもできない人がいるって考えると、大っぴらにそう宣言できないけどさ。

			　って言うか、親睦を兼ねてって言うけど、その会場が闘技場な件について。物騒すぎる。

			「では、一限目が始まるまでに、闘技場に移動してください。他のクラスが使用しているかもしれないので、決して迷惑をかけないように」

			『はい』

			　全員返事をすると、サリアたちを含めたＦクラスの人間は闘技場へと向かっていった。

			　アルも、サリアたちに続いて出ていく。

			「あ、ベアトリスさん。ちょっといいですか？」

			「はい、何でしょう？」

			「やっぱり、日程表をいただけたら嬉しいのですが……」

			「そうですね……私もうっかりしていましたが、毎日来ていただくことが分かっても、誠一さんがどの時間に授業をするか分からないですしね。すみません……」

			「いえ、大丈夫です！　気にしないでください」

			「ありがとうございます。では、私たちは職員室に移動してから向かいましょう」

			「はい！　……オリガちゃんはどうする？　先に闘技場に行く？」

			「……や。一緒」

			「そ、そうか」

			「……それに……」

			「？」

			「……迷う」

			　ですよねー。

			　この学園広すぎるんだよ。絶対使ってない教室とかあるよね!?　俺すでに男子寮に帰れる自信がないんだけど？

			【完全記憶】のスキルがあるはずなのに、機能してる気配がない。息、してる？

			　そんなくだらないことを考えながらも、俺たちはベアトリスさんのあとについて行くのだった。

		

	
		
			　

			不穏

			　

			　誠一たちの前に教室を出たＦクラスのメンバーは、闘技場に続く廊下を歩いていた。

			「それにしてもよぉ……あの誠一って野郎は何者だ？　俺のガンに怖がりもしねぇ」

			「フン。単純に貴様が怖くないだけだろう」

			「んだとゴラ[image: a3G.png]!?」

			「吠えるな。見苦しい」

			「煽ってるよな？　完全に煽ってるよな!?」

			「あ、あの……喧けん嘩かはよくないと……す、すみませんすみません。生意気にも意見なんて口にしてしまい、すみません！」

			　ブルードの言葉に、過剰に反応するアグノスを、レオン以外は特に気にした様子もなく歩いている。

			　そして、レオンの言葉を受けた二人は、同時に呆れた表情を浮かべた。

			「またかよ……」

			「はぁ……お前の性格はどうにかならんのか？　卑屈すぎる……。誰も意見を口にしただけで怒るわけがなかろう」

			「すみませんすみません！　気を使わせてしまって、すみません！」

			「……はぁ……」

			　そう簡単に性格が変えられれば苦労しないな……と、ブルードは思い、またもため息をついた。

			「ただ、先ほどの話ではないが、俺も新しい担任の素性がよく分からん。顔もフードで見えないうえに、実力に至っては未知数だ」

			「だけどよぉ、それは今から分かることだろ？　ベアトリスの姐さんが今日の授業を全部実技にするって言ったことだしよ」

			「そうだな。……ベアード、お前は新たな担任をどう見る？」

			　不意にブルードがベアードに話を振ると、ベアードはいつものようにスケッチブックを取り出し、見せた。

			『いい人だと思うぞ』

			「いい人……か……。お前も相変わらずだな」

			　いつも通りの反応に、ブルードは苦笑いを浮かべた。

			　そんなやり取りをしている傍らでは、フローラが興奮気味にサリアたちに声をかけていた。

			「ねねね！　サリアさんとルルネさんって、知り合い!?　どんな関係か、ボク知りたいなぁ」

			「そうだよー。ルルネちゃんだけじゃなくて、アルとオリガちゃん……そして、誠一も！」

			「え？」

			　サリアの言葉に、フローラは呆気にとられた表情を浮かべた。

			　それはフローラだけでなく、たまたま言葉が聞こえていた全員が同じ表情を浮かべた……ベアードのみ、表情が読めないが。

			「あー……えっと……先生とどういった関係……？」

			　いち早く正気に返ったフローラは、恐る恐ると言った様子で訊きく。

			　すると、サリアは笑顔で言い放った。

			「私は誠一のお嫁さん！」

			「えええええええええええええええええ!?」

			「ちなみに私は主様の下僕だな」

			「下僕ぅぅぅぅぅうううううううううう!?」

			「アルも誠一の恋人だよー」

			「はああああああああああああああああ!?」

			　それはフローラにとって、驚きの連続だった。

			　サリアが笑顔でお嫁さんと言い切ったことにもだが、そのあとにルルネが真顔で下僕と発言し、アルトリアはサリアの言葉に頬を赤くして、顔をそむけたのだ。

			　つまり、誰も否定していない。

			　すべての言葉が本当だと分かったフローラは、ふと気付くと、再びおずおずと尋ねた。

			「じゃ、じゃあ……あの小さい……オリガちゃんだっけ？　あの子と先生の関係は……？」

			「オリガちゃん？　オリガちゃんは誠一の妹だよ！」

			「あ、妹……そ、そうだよねー！　さすがにあの子に手を出したら犯罪だもんねー！」

			　もしこの場に誠一がいれば、そのセリフはギルド本部のロリコンに言ってほしいと思うだろう。少し遅れて正気に返ったブルードは、小さく呟つぶやく。

			「……ますます謎が深まるばかりだな……」

			「…………キだ」

			「は？」

			　突然、ブルードの隣を歩いていたアグノスが、顔を俯うつむかせながら何かを呟つぶやいた。

			　思わず聞き返すような声を出すと、ガバッと顔を上げ、目をキラキラさせながら叫ぶ。

			「あ、兄貴だ！　あの人は兄貴と呼ぶにふさわしい！　まさに男のなかの男だぜ！」

			「……………………そうか」

			　アグノスの様子に、ブルードは新担任も苦労しそうだな……と内心で思うのだった。

			「ほえぇ。新しい先生はすごい人なんですねぇ」

			「まあ、女性を侍はべらせるだけの実力がある、ということでしょうから。それも、私クラスの美び貌ぼうを誇ほこる三人ともなると、とんでもないですね」

			　この世界では、より優秀な子孫を残すため、権力者や実力者が女性や男性を侍らせるのもおかしくはなかった。

			　だからこそ、一夫多妻制や一妻多夫制といった重婚も認められている。

			　つまり、この瞬間Ｆクラスのなかで、サリアたちと恋仲にある誠一という存在は、よほどの権力者か実力者か、そのどちらかということになった。

			　レイチェルとイレーネがそのような会話をしていると、普段誰とも会話をしないはずのヘレンが、サリアのもとに向かった。

			　その様子に、他のメンバーは再び驚く。サリアは近づいてきたヘレンに首を傾げる。

			「どうしたの？」

			「……アナタ、新しい担任の恋人なのよね？」

			「うん、そうだよー！」

			「……なら、アイツは強いの？」

			　何の脈絡もない質問に、キョトンとした表情を浮かべたサリアだったが、再び笑顔で言い切った。

			「すっごく強いよー！」

			「……そう」

			　それだけ聞くと、ヘレンは最初と同じように皆と少し離れた位置を一人で歩き始めた。

			　結局、ヘレンの意図が分からなかったサリアだったが、闘技場に着くまでの間、クラスのメンバーと親交を深めながら向かうのだった。

			　一同が闘技場に到着すると、そこにはすでに数十人ほどの生徒がいた。どうやら他クラスが闘技場を使用しているらしい。

			「チッ……他の連中がいやがったか……残念だぜ。ま、闘技場は基本的に自由に使えるしな。我慢すっかぁ」

			　アグノスがやや残念そうに口を開くと、先客の生徒がＦクラスの存在に気付いた。

			　そして、Ｆクラスがやって来たことで、すぐに他クラスはざわつく。

			「？　皆どうしたのかな？」

			　突然のざわめきに、サリアが首を傾げると、イレーネが髪をかき上げながら教えた。

			「それはもちろん、私の美び貌ぼうにざわめいているのですよ」

			「へぇ！　そうなんだ！」

			「いやいやいや！　本気にしちゃダメだよ!?」

			　思わず訂正するフローラだが、その直後に自じ嘲ちよう気味の笑みを浮かべた。

			「まあ……ボクらが落ちこぼれだから、みんな見てくるんだよ」

			「落ちこぼれ？　何で？　そんな人いないよ？　みんなそれぞれ違うのに、優劣なんてないと思うけどなぁ」

			　本当にそう思っているらしく、サリアはますます首を傾げた。そんな会話をしているときだった。

			「おいおい、なぜ落ちこぼれがこんな場所にいる？　この俺に落ちこぼれと同じ空気を吸えと？」

			　厭いやらしい笑みを浮かべた金髪の男が、数人の取り巻きを連れてやって来た。

			　Ｆクラスのメンバーは普段から周囲にバカにされているため、このように絡んでくる輩も当然いる。

			　そのため、さして驚く要素はないのだが、今回は違った。

			「あ、兄上!?　兄上はカイゼル帝国のレイール学園に通っていたはず……！　なぜこの学園に!?」

			　ブルードが、普段見せない取り乱した様子で声を上げた。

			　その様子に、ますます金髪の男は笑みを深めた。

			　――――テオボルト・テラ・カイゼル。

			　カイゼル帝国の第一王子であり、ブルードの異母兄弟である。

			「ブルードか。貴様にはお似合いのクラスだな」

			「っ……！」

			　ブルードが悔し気に唇を噛むと、今まで黙って見ていたアグノスが噛みついた。

			「おうおうおうおう！　好き勝手言いやがって……覚悟はできてんだろうなぁ!?　[image: a1G.png][image: a1G.png]!?」

			「やめろ、アグノス！」

			「こんだけバカにされて、黙ってられっか！　止めんじゃねぇ！」

			「ふっ。落ちこぼれなうえに野蛮とはな……とことん救いようのないクズ集団らしい」

			「んだと？　もう一度言ってみろ、テメェ……！」

			　今にも殴りかかりそうな雰囲気のアグノスを、ブルードが必死に押さえつける。

			　ベアードも、このままではダメだと思い、急いでアグノスを押さえる側に加勢した。

			　そんな様子を、テオボルトは嘲笑う。

			「醜みにくいな。このような野蛮な場所に来るなど、俺も嫌だったのだがなぁ……まあ父上とヘリオに言われ、俺も勇者どもと一緒にこの学園にやって来たってわけだ。今となっては感謝してるさ。俺の有能さを世界中に知らしめるには絶好の場所だからなぁ！」

			「まったくです、テオボルト様！」

			「テオボルト様の才能は素晴らしいですからね！」

			　取り巻きたちが、いっせいにテオボルトを褒ほめたたえる。

			　その言葉に満足したように頷くと、ふと視線がサリアのほうへ向いた。

			「ほぅ？　とんでもない上玉がいるじゃないか」

			「え？」

			　テオボルトは、厭いやらしい笑みを深めながら、サリアを舐めまわすように眺める。

			　その視線に気付いたルルネは、サリアを護るようにテオボルトの間に割って入った。

			「近づくな、下郎が」

			「なんだ、これはまたえらい美人だな……実にいい。名前は何という？」

			「私？　私はサリア！」

			「そうか……喜べ、貴様ら。今からこの俺の女にしてやろう。どうだ、嬉しいだろう？」

			　まるで断られるなどありえないといった様子で、テオボルトは自信満々にそう告げた。

			　だが、サリアは――――。

			「ごめんなさい！　私、誠一が好きだから！」

			　満面の笑みで、そう言い切った。

			　断られると思っていなかったテオボルトは、一瞬何を言われたのか理解できず、呆けた表情を浮かべた。

			「……おかしいな。俺の耳が悪くなったか？　まさかこの俺の誘いを断るだなんて――――」

			「無理！　私は誠一が好きなの！」

			　無邪気な追撃だった。

			　テオボルトは、思わず笑みを引きつらせる。

			「俺の誘いだぞ？　眉び目もく秀しゆう麗れい、文武両道、そしてカイゼル帝国次期帝王のこの俺だぞ!?　そんな俺に、敵うわけが――――」

			「え？　誠一は貴方なんかより全然カッコイイよ！　それにとっても強いし！」

			「サリア様……許してあげましょう。アレは、主様を知りませんから……。無知というのは怖いものですね……哀れだ」

			　テオボルトのプライドは完膚なきまでに叩き潰された。

			　今の言葉を嫉しつ妬とや擁護のために口にしたのなら、テオボルトのプライドは何ら傷つくことはなかっただろう。

			　だが、サリアの無邪気な笑みと、憐れみと侮ぶ蔑べつが入り混じったルルネの視線に、テオボルトのプライドは粉々にされた。

			　そして、一連の流れを見ていたアグノスが爆笑する。

			「ぎゃはははははははははははは！　あ、アイツ……！　あんなに自信満々に言い放って、フラれてやがるぜ!?　『今からこの俺の女にしてやろう』……ってよ!?　それなのに、相手にすらされてねぇとか……あはははははははは！　は、腹が痛ぇ……！」

			「ぷっ……あ、アグノス。あ、兄上を……ふふ……笑うんじゃ……ない……くふっ」

			『気にすることはない。そんな日もある』

			　ブルードも笑いをこらえるのに必死であり、ベアードに至っては慰めの言葉である。

			　砕け散ったテオボルトのプライドを、これ以上どうするつもりだろうか。

			　怒りと羞恥で、赤を通り越して赤紫色に顔を染めるテオボルト。

			　そして、今まで黙ってみていたアルトリアが、とうとう口を開いた。

			「昨日ベアトリスさんから、基本的に教師は生徒同士のいざこざに介入するなって聞いたんだがよぉ……サリアたちにちょっかいをかけられちゃあ、オレも黙ってられねぇよな？」

			「…………誰だ、貴様……！」

			　テオボルトのドスのきいた声を聞いてなお、アルトリアの態度は変わらなかった。

			「オレか？　オレは冒険科を教える新しい教師だよ。ま、そのうちお前らのクラスにも授業しに行くとは思うが、よろしくな」

			「……冒険者風情が……調子に乗るなよ……！」

			「あ？」

			　一度鋭い視線をアルトリアに向けると、テオボルトはＦクラスの全員を見渡しながら吐き捨てる。

			「この絶対的エリートの俺をここまでバカにして、ただで済むと思うなよ……落ちこぼれども！　魔法の使えない貴様らは、一生落ちこぼれのままなんだよ！」

			「……」

			「図星か？　図星だよなぁ!?　貴様ら自身、永遠に落ちこぼれのレッテルを貼られ続けることを自覚してるのだから、傑作だよなぁ!?」

			「…………」

			　ここぞとばかりに言いたい放題のテオボルトだったが、不意に声をかけられたことで口を閉じた。

			「カイゼル帝国の次期帝王様はずいぶんとお暇ひまらしいな」

			「ロベルト・イロアス・ウィンブルグ……！」

			　突然、Ｆクラスとテオボルトたちの間に割って入ったのは、金髪碧眼の男――――ロベルトだった。

			「貴様には関係のない話だ。口出しをするな！」

			「何を言っている？　お前は授業を受けないつもりか？　それはそれで俺は別に構わんがな。お前の成績など、俺には何ら関係ないからな」

			「バカか。Ｓクラスの教師は我がカイゼル帝国の貴族……この程度いくらでももみ消してくれる」

			「バカはお前だ、テオボルト。ただの学生の身で権力をかざすなど、恥を知れ」

			「ハッ！　使える権力すらない弱小国家が。嫉しつ妬とか？　醜みにくいなぁ」

			「……はぁ。お前の相手はいちいち面倒だ。相手のためとはいえ、声をかけるのも嫌になる……」

			「なに？」

			「もういい。俺は授業に向かうが……テオボルト。そういう態度も大概にしておけよ」

			「なんだと……！」

			　ロベルトに食って掛かろうとしたテオボルトだったが、相手がすぐに踵を返してしまったため、それは叶かなわなかった。

			　ロベルトの背中を忌いま々いまし気に睨にらみつけると、そのままＦクラスへと視線を戻した。

			「まぁいい……サリアと言ったな？　この借りは必ず返すぞ。……行くぞ」

			「あ、テオボルト様！」

			　テオボルトは、言いたいことだけ言うと、そのまま取り巻きを連れて、去っていった。

			　すると、取り巻きの一人が、鋭い視線をレオンに向ける。

			「っ！」

			「……フン」

			　レオンはその視線に身をすくませ、酷ひどく怯えた様子を見せるが、その様子を見て、取り巻きの一人は鼻で笑ってテオボルトのあとを追いかけた。

			　テオボルトたちが去っていくと、不意にブルードはＦクラスのメンバーに向けて、頭を下げた。

			「身内が迷惑をかけた。本当にすまない」

			　ブルードのその行動に、全員が目を見開く。

			「サリアとルルネにも、不快な思いをさせた。許してほしい」

			「私は全然大丈夫だよ？　気にしないで！」

			「私も最初から気にしてなどいない」

			「…………ありがとう。兄上から何かされれば、必ず力になろう」

			　サリアたちの言葉を受け顔を上げると、不機嫌そうにアグノスも口を開く。

			「ケッ。テメェが気にすることじゃねぇよ。全部あのクソ野郎が悪ぃんだからよ」

			『そうだな。俺たちは大丈夫だ』

			「あ、あの！　ぼ、僕も大丈夫です！」

			　アグノスだけでなく、ベアードたちも許す。

			　すると、フローラとレイチェルは苦笑いしながら会話に加わる。

			「いやぁ、結構バカにされたけど、事実だしねぇ。それに、ブルードが悪いわけじゃないから、本当に気にする必要はないよ」

			「そうですよ～。確かに嫌な人でしたけど、特に何もされませんでしたから～」

			　二人の言葉に微かに微ほほ笑えんだブルードだったが、イレーネとヘレンの二人にももう一度頭を下げた。

			「お前たちにも見苦しいモノを見せたな。すまない」

			「私は気にしていませんよ？　一つの欠点を突かれたところで、私のほうが優秀なのですから！　私ってすごい！」

			「私も気にしてないわ。アンタも大変ね」

			「…………本当にありがとう」

			　全員、ブルードを責めることはなかった。

			　だが、テオボルトの言葉が深く心に残る。

			　最初の雰囲気がウソのように、今はどこかぎこちなく、皆が皆、暗い雰囲気になっていた。

			　しかし、そんななか、誠一たちが闘技場にやって来たのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			　俺――――柊誠一が闘技場に着くと、なぜかそこはお通夜状態だった。

			　この短い間に何があった!?　いや、何人かは自己紹介のときと変わってないけど！

			　Ｆクラスの雰囲気に首を傾げていると、ベアトリスさんも気付いたようで、訝いぶかし気な表情を浮かべた。

			「何かあったのでしょうか？」

			「分かりませんけど……とりあえず、みんなのもとに行きましょう」

			　Ｆクラスのメンバーに近づくと、最初にサリアが気付き、俺に向かって満面の笑みを浮かべた。

			「あ、誠一！」

			　サリアとルルネはいつも通りなので、少し安心する。

			　すると、他のみんなも俺たちに気付いたようで、それぞれ視線を向けてきた。

			　だが、一つだけ謎の視線を感じる。

			　その視線のもとに顔を向けると、なぜかキラキラした目で見てくるアグノスの姿があった。

			「あー……アグノス君？　どうしてそんな視線を向けてくるのかな？」

			「兄貴！　『アグノス君』なんて他人行儀な呼び方じゃなく、『アグノス』と呼び捨てにしてくだせぇ！」

			「何があったの!?」

			　何で俺はアグノスに兄貴呼びされてるワケ!?

			　周囲を見渡すと、フローラが苦笑い気味に教えてくれた。

			「あはははは……あー、ボクたち、先生とサリアさんたちの関係を聞いちゃってさぁ……それでかな？」

			「え？」

			　フローラにそう言われた俺は、一つ嫌な予感がした。俺は、恐る恐るルルネに訊きく。

			「あの……ルルネさん？　貴女はなんて答えたのでしょうか……？」

			「私ですか？　私は主様の下僕だと――――」

			「だと思ったよ！」

			　何でルルネは誤解を招きそうな言い回ししかできないの!?　俺の世間からの視線を考慮してほしいものだね！　騎士なら俺の身じゃなくて、名誉を守って！

			　思わず頭を抱えると、ポンと誰かに肩を叩かれた。

			　その方向に視線を向けると、可愛かわいらしい熊の顔が。

			『気にすることはない。そんな日もある』

			　その慰めが一番辛つらいよ！　全力で泣きたくなった。

			「あの……ベアトリスさん」

			「はい？　どうかしましたか？」

			　そんなやり取りをしていると、アルがベアトリスさんに声をかけていた。

			「冒険科の成績ってオレが自由につけていいんですよね？」

			「ええ。また詳しい説明は放課後にと思っていたのですが、せっかくなので、軽く説明しておきますね。簡単に言いますと、テストの結果と、平常点……つまり、出席率や授業態度などで決める点数で成績が決定します」

			「なるほど……分かりました」

			　アルは納得した表情で一つ頷くと、真顔で言い放った。

			「テオボルト……アイツの平常点は０だな」

			「本当に何があったの!?」

			　誰かは分からないが、今この瞬間、アルの手により、テオボルト君の平常点は消え去ったようだ。

			　先生、コワイ。

		

	
		
			　

			実技授業～前篇～

			　

			「さて、それじゃあ……早速みんなの実力を見せてもらおうかな？」

			　Ｆクラスのメンバーを見渡しながら、俺は口を開く。

			　どこか上から目線な発言だが、ベアトリスさんが提案したように、みんなの実力を見るために今日一日を実技授業にしたのだ。

			「一番最初にやりたい人は――――」

			「はいはいはい！　兄貴！　ぜひ、俺に――――」

			「私がやるわ」

			「――――っておい!?　割り込み!?」

			　アグノスが元気よく手を上げ、一番にやろうとしたところを、どこか妙な威圧感を放ちながら、ヘレンが言葉を遮さえぎった。

			「おい、ヘレン！　俺が一番最初に――――」

			「アンタは黙ってて」

			「…………兄貴。みんなの俺に対する扱いが酷ひどい…………」

			　気合で頑張れ。テストの解答のようにな。

			　心のなかで無責任なエールを送っていると、ベアードがアグノスの肩を叩き、あのスケッチブックを見せた。

			『気にすることはない。そんな日もある』

			「お前さっきからその文面使いまわしすぎじゃねぇか!?　って露骨に顔を逸らしてんじゃねぇ！」

			　確かに、俺のときも同じ言葉だったなぁ……とか思っていると、いつの間にかヘレンは俺に対たい峙じする形で立っていた。

			「えっと……まあとりあえず、ルールを決めようか。武器は、普段から使っているもので大丈夫だ」

			　当たっても、俺の防御力なら大丈夫！　……なはず。

			「それと、実力を確認したいから、魔法も使用ありだ。ただし――――俺は魔法を使わない」

			「！」

			　俺がそう言った瞬間、ヘレンの表情が変わった。

			　先ほどまでは、どこかピリピリとした雰囲気を発していたのだが、今はそれ以上の威圧を向けられている。

			「……アンタ、舐めてるの？」

			「いや、そういうわけじゃないんだけど……」

			　別に舐めているワケじゃなく、単純に俺が魔法を使うとまだ危ういだけなのだが。うっかりで大惨事とか笑えない。それに、俺が魔法を使う意味がない。だって、みんなの実力を見るわけだからね。……いや、俺も魔法を使って、それに対してどう対処するかも見たほうがいいのかな？　うーん……まあ、今回はパスでいいか。どうせ、今日一日で実技授業が終わるわけじゃないし。

			「……後悔しても知らないから」

			「あ、はい」

			　すごい形相で睨にらまれてるんですけど……俺の魔法を使わない発言がそんなに気に入らなかったのだろうか？　許してほしいです。

			「でも残念ね……私は魔法が使えないわ」

			「へ？」

			　唐とう突とつに告げられた内容に、俺は思わず間抜けな声を上げた。

			　魔法が……使えない？

			　俺は急いでスキル『世界眼』を発動させた。

			　サリアたちに魔法を教えたときも、このスキルで皆がどんな属性の潜在能力を秘めているかを調べた。

			　すると、ヘレンは魔法が使えないと言ったが、潜在能力としては火属性と土属性の二つの潜在能力があることが分かった。

			　確認した対象が魔法を使える場合は、そのままスキルで属性が俺の視界に表示されるのだが、未だに発現していない場合――――つまり、魔法の才能はあるが、今は使えないという状態の場合は、その属性の横にカッコ書きで『未発現』と表記されるのだ。

			　まあ、どうせいつかは教えることになるわけで、今そのことについて話していたら実力を見るどころじゃなくなってしまうので、今回は黙っておくことにした。

			　それにしても……落ちこぼれって呼ばれる理由は、魔法が使えないからなのか？

			　そんなことを考えていると、恐らくアイテムボックスからだろうが、ヘレンは二振りの短剣を取り出し、両手で構えた。あれが、彼女の武器なのだろう。

			　ヘレンが武器を構えたところを見て、俺も腰に差してある『慈愛溢れる細剣ホワイト』を抜き放った。

			　……とんでもなく久々に触った気もするが、最近は剣を使っての戦闘をルイエスとの訓練でしか行っていなかったため、ちょうどよかった。訓練も木剣で、魔物の大群のときは、魔法で一掃だったし。

			　ちなみに、刃引きした訓練用の武器を使わない理由は、普段から使っているモノでこそ実力が発揮できると思ったからで、俺もステータスが低ければ、普段使っている武器を使えだなんて言わなかっただろう。地球の俺なら、瞬殺される自信がある。スゲーだろ。

			　それと、俺がホワイトを使うワケは、ホワイトの能力である、『触れた仲間に魔力や体力を譲渡する』という効果があるからだ。

			　この『触れる』という部分は、俺が触れるのではなく、剣身で触れることを指している。

			　いくら回復させるためとはいえ、普通剣身で触れれば、誤ってケガをさせてしまうかもしれない。

			　だが、このホワイトの場合、俺が『仲間』と認識してさえいれば、どんなに攻撃しても、ダメージを与えたり、ケガをさせたりすることはないのだ。

			　だからこそ、俺はホワイトを選択した。

			　ホワイトを自然体で構えていると、不安そうな表情でベアトリスさんが口を開く。

			「あの……誠一さん。本当に魔法を使わなくても大丈夫ですか？　彼女……ヘレンさんは、魔法が使えずとも、この学園でもかなりの実力者ですが……」

			「大丈夫ですよ。あ、それと、審判をお願いしてもいいですか？　勝負の判定基準は相手を降参させるか、気絶させるかのどちらかでお願いします」

			　俺が気負った様子を見せないでいると、ベアトリスさんは未だに不安そうながらも、これ以上言うことをやめたようだった。

			「本当に後悔しても知らないから」

			「大丈夫だよ。でもちゃんと本気で来ること。……あ、開始はヘレンの好きなときで大丈夫だから」

			「……泣かせてあげる」

			　そう言うやいなや、ヘレンは一気に俺との距離を詰め、右手で持った短剣を顔めがけて突き刺してきた。

			　だが、俺には、その一連の動作が酷ひどくゆっくりに見えた。

			　うーん、やっぱりルイエスと比べちゃうとなぁ。

			　ただ、刃引きしていない武器を使っているにもかかわらず、完全に致命傷になるだろう攻撃を繰り出すあたりは、合格だと思う。

			　ルイエスが言うには、模も擬ぎ戦や訓練ばかりでは、初めての実戦のときに躊ちゆう躇ちよしてしまい、本当の実力を出せず、危険なんだとか。

			　その点、ヘレンは躊ちゆう躇ちよしている気配はなく、確実に俺を殺す気で来ているため、高く評価できる。

			　そんなことを考えながら、俺は体を半歩ずらすだけで、その攻撃を避けた。

			「っ!?　なら……！」

			　俺が避けたことに驚きの表情を浮かべるも、すぐにそのままの勢いで回し蹴げりを放ってきた。

			　今度は、しゃがんで躱かわす。

			　その後も、次々と攻撃を繰り出されるが、どれもかすりもせず、それどころか俺を最初の位置からほとんど動かすことさえできずにいた。

			　うん、こうして実際に体を動かしてみると、ルイエスとの訓練の成果が出ていると実感する。

			　俺とルイエスの訓練の内容は、主に体捌きだったりするのだが、それだけでも戦闘系のスキルを使う上で、使い方が自然と分かるようになったのだ。

			　他には、地球のころの俺では不可能だろうが、ルイエスが今まで見て習得してきたという様々な剣術を、俺も見るだけで身に付けた。

			　ステータスにそれらが表記されない理由は、すべてルイエスが習得したうえで最適化され、もはや別物の剣術となっただけでなく、その剣術をルイエスが剣術と認識していないため、教えてもらった俺のステータスにも表記されなかったのだと思う。

			　そんな修業の成果をどんどん発揮して、俺はヘレンの攻撃を避け続ける。

			　しばらくの間、怒ど涛とうの連続攻撃が繰り出されたが、ヘレンはいくら攻撃しても俺に当たる様子がないため、一度大きく距離をとると、息を切らしながら睨にらみつけてきた。

			「ハァッ、ハァッ……アンタ、いったい、いくつの剣術を習得してるわけ!?　私が分かる範囲じゃ独特の足捌きを持つ【ヘルザード流風ふう柳りゆう剣】と、あの《剣けん神しん》の創始した【ガルディア流神剣術】しか分からなかったけど……他にも見たことのない動きがいくつもあったわ！　それを師範レベル……いえ、創始者レベルで使いこなすアンタは、本当に何なのよ!?」

			「え……知らない……」

			「何でよ!?」

			　いや、そう言われましても……俺の動きは、全部ルイエスから見て学んだわけで……。

			　それに、何だかんだかと訊きかれれば、答えてあげるが世の情け……って有名な三人組が言うけどさ？　難しいよね。俺って何者なんだろう？　勇者のなりそこない？　冒険者？　うーむ、哲学。

			　思わず俺が何者なのか考えていると、ヘレンは頬を引きつらせた。

			「……正直、アンタを見くびってたみたいね」

			「え？」

			「いいわ。私の本気――――見せてあげる」

			　そう言うと、ヘレンは両手の二つの短剣の切っ先を合わせ、俺に向ける。

			　そして、腰を深く落とし、切っ先は俺に向けたまま、自身の顔の横まで引いた。

			　何というか、一本の刀で同じ構えをしてたら、剣道とかにありそうな構えなんだけど。あるのかな？　こんな構え。

			　どこか見当違いなことを考えていると、ヘレンは目を細めた。

			「――――死ぬんじゃないわよ？」

			「え!?　死ぬの!?」

			　そんな危ない攻撃を俺に放つわけ!?　って、俺が訓練用の武器も使わず、全力で戦えるようにしたんだけどね！

			　驚く俺をよそに、ヘレンは一気に加速し、引いていた両腕を勢いよく突き刺してきた。

			「奥義……【双そう穿せん突とつ】！」

			　先端の合わさった短剣は、鋭く俺の顔面を穿うがち抜こうと加速しながら迫る。

			　――――だが、俺のなかでは、『最初より少しだけ速く……なった？　あれ？　違いが分からん！』というだけで終わっていた。

			　戦闘のプロではないため、そんな微妙な違いなど分かるはずもなく、俺は体を半身にしてその突きを避けながら、伸びたヘレンの両腕を掴み、そのまま勢いに任せて軽く……本当にかる～く投げた。

			「きゃああああああああああっ！」

			「あ、やべぇ」

			　しかし、そこは化物な俺。

			　本当に軽く投げたつもりなのに、結構な高さまでヘレンは打ち上げられてしまった。

			　具体的な高さで言うと……うん、50メートルくらいかな？　……じゃねぇよ!?

			　スキル『世界眼』や『鑑かん定てい』でステータスを確認していた俺は、ヘレンが今の高さから落ちて助かる術を持っていないことを知っていた。

			　つまり、このまま落ちれば――――考えたくねぇぇぇぇぇぇぇえええええええええ！

			　俺は急いでヘレンの落ちてくる位置まで移動し、その場で軽くジャンプした。

			　すると、一気にヘレンの位置までたどり着く。

			　突然目の前に現れた俺を見て、ヘレンは目を見開いた。

			「あ、アンタ！　どうして……」

			「ゴメン！　まさかここまでだとは思わなかった！　今助けるから我慢してくれ！」

			　すぐに謝罪の言葉を伝えると、高所から落ちるという恐怖で顔を青くするヘレンを、いわゆるお姫様抱っこのかたちで抱き留めた。

			「へ!?」

			「スマン！　少しの間、我慢しててくれ！」

			　自分のせいでヘレンを命の危険にさらしてしまったため、俺は気が動転していた。

			　なので、魔法を使ってゆっくり降りるだとか、装備の『空王のブーツ』を使って、歩くように降りるだとか、そんなまともな思考をすることができなかった。

			　落下の際に生じる風の力で、俺のフードも簡単に外れる。それでも、今の俺にそんなことを気にする余裕はない。

			　ヘレンは、迫りくる地面に恐怖し、目を思いっきり瞑つむっていた。

			「ちょっと衝撃があるかもしれないが、許してくれ！」

			「え……」

			　結局、そのまま俺とヘレンは、地面に落下した。

			　だが、ここでも俺のステータスが力を発揮する。

			　地面に俺の足が触れる瞬間、完かん璧ぺきなタイミングで膝を曲げ、衝撃を完全に殺したのだ。しかも、クレーターができるなどの地面への影響はない。もうね、俺の体はオカシイ。

			　普通、膝を曲げただけで衝撃を殺しきれるわけがないし、確実に死んでいるのだ。

			　でも、前回り受け身をするわけでもなく、ただ膝のクッションだけであの高さから無傷で生還できる俺は、人間を辞めているのだろう。誰にも言うつもりはないが、あの高さから落ちたくせに余裕というか……限界を感じない俺はどうしたらいいのでしょう？　種族『人間』とか信用できねぇ！

			　お姫様抱っこの状態で、片膝をついたまま、ヘレンの様子を見る。

			　すると、思いっきり目を瞑つむっていたが、いつまでも衝撃が来ないことを不思議に思ったのだろう。恐る恐る目を開け、今度は思いっきり目を見開いた。

			「わ、私……生きて……る……？」

			「本当にごめんな？」

			「へ？」

			　ヘレンが目を開いたことを確認すると、俺は謝罪の言葉を口にした。

			　ヘレンは、ゆっくりと俺の顔を見上げた。……うん、ヘレンもすごい美少女なため、間近で見られると照れるが、今はそんな場面じゃないよなぁ。

			　ボーっと俺の顔を見ていたヘレンだったが、徐々に意識が戻ってきたのか、顔を赤く染め、俺の腕のなかで暴れ出した。

			「なあああっ!?　は、離しなさいよ！」

			「え？　あ、ああ。ゴメン」

			　俺はゆっくりとヘレンを地面におろしたが、彼女は立ち上がれなかった。

			　ヘレンはさらに顔を赤くする。

			「えっと……？」

			「…………よ」

			「はい？」

			　よく聞こえなかったので思わず聞き返すと、顔を真っ赤にしながら、すごい形相で俺を見てきた。

			「だ、だから！　こ……腰が抜けて動けないから、手を貸しなさいって言ってるのよ！」

			「ご、ごめんなさい!?」

			　あまりの迫力に、俺は身を引きながらも素直に謝った。

			　そして、腰が抜けて立てないヘレンをもう一度抱きかかえ、Ｆクラスのもとに戻った。

			　だが――――。

			「「「…………………………」」」

			「誠一、やっぱりすごいね！」

			「……あ、主様のお姫様抱っこ……」

			　サリアとルルネはいつも通りだが、アルとオリガちゃんを含めた残りの全員が、俺のことをポカーンとした表情で見ていた。

			　アルは何気に魔法以外で俺がこうして化物じみた動きをしているところを初めてみるわけで、Ｆクラスのメンバーと一緒に驚いているのは理解できた。オリガちゃんは、実際に俺と戦っていたため、そこまで驚きはなかったようだ。

			　幸い、遠くで授業している他のクラスには見られていなかったようなので、安心した。

			「えっと……こんなことになっちゃったけど……どうする？」

			　模も擬ぎ戦を続けるかどうかを確認すると、ヘレンは少し頬を赤く染め、顔を逸らしながら小さく呟つぶやいた。

			「……で、できるわけないでしょ。こんな状態じゃ……」

			「そっか」

			　そんなやり取りをしていると、真っ先に正気に返ったベアトリスさんが、慌てて告げた。

			「あ、へ、ヘレンさんの戦闘不能を確認しました。……まさか、本当に大丈夫だったなんて……」

			「ははは……すみません。ヘレンをお願いしてもいいですか？」

			「はい、分かりました」

			　ベアトリスさんにヘレンのことを任せると、俺はさりげなくフードを被りなおしながら、再び残りのメンバーに向き直った。……自然にフードを被れたよね？　ここは勇者のいる場所だし、あまり顔を大っぴらにしたくないんだけど……。

			　それでも、翔太たちには会って、話をしたいと思っている。ただ、俺を虐いじめていた連中に遭いたくないだけだ。……トラウマってほどじゃないが、それでもね。変なことに巻き込まれたくないし、サリアたちを巻き込みたくもない。

			「さて、それじゃあ……次は誰がやる？」

			　俺がそう呼びかけるも、未だに先ほどの衝撃から抜け出せておらず、皆唖あ然ぜんとしている。

			　だが、次にブルードが正気に返ると、少し考える仕草をしたのち、口を開いた。

			「フム……誠一先生……と呼べばいいか？」

			「え？　あ、うん」

			「ならば、誠一先生。次の相手は俺にやらせてくれ」

			「もちろん」

			「――――ただ、俺だけではなく、アグノスたちも一緒ではダメだろうか？」

			「は!?」

			　ブルードの言葉に、真っ先に反応したのはアグノスだった。

			「ちょっ……テメェ、どういうつもりだ!?」

			「どういうつもりも何も、それが一番俺の実力を発揮できるからだ」

			「お前のためかよ!?」

			「それ以外に何がある？　これは俺たちの実力を知ってもらうための模も擬ぎ戦だ。俺が実力を発揮するには、お前たちの力が必要なのだから仕方のないことだろう？」

			「威張って情けねぇこと言ってんじゃねぇよ!?」

			「情けない？　バカめ。一人で何でもできると思いこむことこそが愚かなのだ」

			　またも漫才のようなやり取りを始めた二人。……お前ら仲良しだろ。

			　それはともかく、ブルードが一人じゃなくて、多数で挑むほうが実力を発揮できるというのなら、俺は別に構わない。ルイエスとの訓練で、多人数戦闘もやったしな……一応。

			「ブルードがチームを組んで戦うのが一番実力を発揮できるなら、それでもいいよ」

			「迷惑をかけるな。……それで？　どうする？」

			　問いかけられたアグノスは、後ろ頭をガシガシとかくと、投げやり気味に叫んだ。

			「あーあーあーあー！　やってやるよ！　一人じゃなんもできねぇテメェの手伝いしてやるよ！」

			「フン。最初からそう言え」

			「お前本当に腹立つな!?」

			『ブルード。俺も手伝おう』

			「ベアード……助かる」

			「俺との扱いの差！　そのうち泣くぞ!?」

			「勝手に泣け」

			「うわああああああああああああああん！」

			　ベアードも、ブルードとチームを組むことを了承した。……アグノス、本当に泣くなよ……。

			　泣き始めたアグノスを綺き麗れいにスルーしたブルードは、残った最後の男子……レオンに顔を向けた。

			「レオン。お前の力も貸してくれないか？」

			　だが、レオンは酷ひどく怯えた様子を見せ、首を横に振り続けた。

			「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい！　ぼ、僕は……！」

			「…………いや、すまない。無理を言ったな」

			　よく分からないが、レオンの様子がどこかおかしい。

			　いや、まだ出会ったばかりなので、詳しい事情とか知らないが、それでも教室で自己紹介をしたときとは違う、本当の『怯え』を感じた。

			「レオン？　大丈夫か？」

			　あまりにも怯えているので、声をかけると、レオンは体をビクッとさせる。

			「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい！　僕は……た、戦え……ません……」

			　蚊の鳴くような、か細い声で、レオンは顔を俯うつむかせながらそう言った。

			　………………これは、無理させられないな。

			　先生によっては、無理やりにでも実力を見るために戦わせたりするのかもしれないが、俺にはとてもじゃないが無理だった。

			　他のＦクラスのメンバーを見てみると、やはりレオンの様子がおかしいと思っているらしく、首を傾げたり、レオンを訝いぶかし気に見ていた。

			「それじゃあ、レオンはベアトリスさんのところで見学しててくれ」

			「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい……」

			　ずっと『ごめんなさい』と呟つぶやきながら、レオンはベアトリスさんのもとまで移動した。

			　レオンの様子を見て、ベアトリスさんも何かを察したらしく、俺のほうに顔を向け、一つ頷いた。……ベアトリスさんに任せれば、大丈夫だろう。

			「さて、それじゃあ用意をして、さっそく始めようか？」

			　俺は、再びヘレンと戦った位置まで移動し、ホワイトを構える。

			　すると、ブルードは普通のロングソード。ベアードはナックルダスター……いわゆる『メリケン』と呼ばれる、指に嵌はめる武器。そしてアグノスは…………釘バットを構えた。

			「あー……アグノス？　アグノスの武器は……それ？」

			「はいッス！　俺の愛用の武器――【不フ流ル朱ス陰イン愚グ】ッス！」

			　武器の名前！　自己紹介の『夜露死苦』みたいになっちゃってるよ!?　でもスゲー不良っぽい！

			　ベアードも、武器としてどうなのかは分からないが、メリケンがとても似合っている。

			　それぞれが武器を構えたので、始めようとすると、ブルードが手を上げた。

			「誠一先生。少し、時間を貰えないだろうか？　作戦を練る時間が欲しい」

			「え？　あ、うん。大丈夫だよ」

			　作戦を練るのも大事だからなぁ。俺は、そんなことができるほど頭はよくないわけですが。

			　ただ、作戦が練り終わるまで暇ひまな俺は、レオンとブルードたちを、スキル『世界眼』で見た。

			　すると案の定、ブルードたちも、魔法を使う才能があるモノの、未発現の状態となっていた。

			　だが、レオンだけは違っていた。

			　スキルで見ると、レオンは魔法を使えると示されている。それも――――五属性。

			　テルベールの図書館や、王城内の図書室で調べたからこそ分かるが、この世界では、二属性魔法が使えるだけでもすごいらしい。

			　つまり、レオンは才能の塊と言えるのだ。

			　だからこそ、分からない。

			　なぜ、レオンがこのＦクラスにいるのか。何をそんなに怯えて、卑屈になっているのか、まったく分からなかった。

			　思わず首を捻っていると、どうやらブルードたちの話がまとまったようで、それぞれの武器を構えた。

			「待たせた。すまない」

			「いや、大丈夫。それじゃあ、好きなときに始めていいからね」

			　そう言って、俺もホワイトを構える。

			　そして――――。

			「そんじゃあ、俺から行かせてもらいますぜ、兄貴！」

			　アグノスが、俺に向けて突っ込んできた。

			　大きく振りかぶった釘バットを、俺の頭めがけて振り下ろす。……アグノスも、ヘレンと同じで、躊ちゆう躇ちよとかはなさそうだな。

			　余裕を持って、その攻撃を避けると、アグノスは叩き付けたバットを軸にして、体を支えながら回し蹴げりを放ってきた。

			「オラァァァァァァアアアアアアアッ！」

			「！」

			　そんなアクロバティックな動きで来るとは思わなかったので、一瞬虚を突かれる。いや、ルイエスとかは、地面に武器が触れた時点で、なるべく距離をとるような動きをしてたから……。

			　そこまで考えて、俺は対人戦において、妙なクセが付いてしまっていることに気付いた。

			　マズいよなぁ……動きなんて人それぞれなのに……このクセも、なおさないとなぁ。

			　そんな感想を抱きながらも、次々と繰り出される、予測不能の攻撃を避け続ける。

			　何というか、アグノスの攻撃は、さっき戦ったヘレンのような洗練された動きではないものの、とても自由な攻撃だった。

			　それはつまり、とても攻撃が読みにくいわけで、読みにくい攻撃だからこそ、俺の体が思わず反応してしまった。

			「あっ！」

			　戦闘経験がとても浅い俺は、不意を突かれたりすると、せっかく訓練して身に付き始めたスキルを制御できなくなり、ほぼ無意識のスキルによって、体を動かしてしまうのだ。

			　今回もそれが出て、思わず防御に徹するつもりが、ホワイトをすごい手加減しながら突き出してしまった。

			　普通なら、ここでアグノスは終わっている。

			　だが――――。

			「ッ！」

			　何と、ベアードが、アグノスの前に出て、俺の突き出したホワイトを、上下からメリケンで挟み、攻撃を受け流したのだ。

			　確かにすごい手加減しているので、避けたり反撃したりできるレベルの速さだが、あまりにもそんな経験がなさすぎたので、またも俺は隙を作ってしまう。

			　その隙をアグノスが見逃すはずもなく、再び予測不能な攻撃を、怒ど涛とうの勢いで繰り出してきた。

			「らあああああああああああああああ！」

			「おっと」

			　しかし、そこは化物な俺。

			　すぐに化物級の身体能力を駆使し、それらすべてを避ける。

			　……アグノスとベアードは、息のピッタリ合ったコンビネーションを繰り出してくるが、それに比べて俺は、ダメダメだった。

			　確かに、俺のステータスなら、戦闘の素人しろうとだろうが、負けることはありえないかもしれない。

			　でも、こうして戦っていると、その素人しろうとの部分がよく目立ち、何か大きなミスをするんじゃないか？　って気持ちになってしまう。

			　それは、俺が負けるというより、周りへの被害がどうこうって心配なのだが。

			　とにかく、頭を冷やしながら、冷静にアグノスとベアードの攻撃を捌き続けた。

			　――――だが、俺は気付かなかった。

			「俺から意識を外したな？」

			　不意に、背後から声がかかる。

			　考えるまでもなく、ブルードの声だった。

			　そう、俺は目の前のアグノスとベアードに気を取られ、ブルードの存在を完全に忘れていたのだ。

			　後ろを振り向くと、眼前に迫る剣の切っ先。

			　とてもゆっくりと俺に迫ってきてはいるものの、接触まであと数ミリという距離。あ、こりゃ避けようがねぇわ……と、思わず諦あきらめてしまった。

			　……それすらも、俺の体が覆くつがえすとは思わなかったが。

			　未だに制御できていない、『反射防衛』のスキルが発動したのだ。

			　俺の体は、その場ですごい勢いでしゃがみ、三人の足元をすくいあげるように蹴けりを放った。

			　防ぎようのない俺の攻撃力を前に、簡単に三人は足を取られる。

			　ゆっくりと動く俺の視界のなかで、それぞれが地面に転がるのを確認すると、俺の体はさらに動き、三人の顔の真横に小さな斬ざん撃げきを放ち、本当に小さな斬ざん痕こんを地面に残した。

			　そして、俺はホワイトをブルードに突きつけていた。

			　………………。

			　やっちまったあああああああああああああああああああああ！

			　もうどんなに頑張っても制御できねぇよ！　俺の体なのに！

			　俺の身に何かしらの害意が迫ると、勝手に体が動いてしまうのだ。

			　やっぱり俺は未熟すぎる。

			　簡単に不意を突かれるし、翻弄されるし……。

			　とんでもないスキルを持ってても、使いこなせなければ意味がないってのを体で表しているようなもんだな、俺って。

			　もちろん、ちゃんとこの戦いで、それぞれの戦い方の特徴を知ることはできた。

			　でも、それ以上に俺の今後の課題が目についてしまった。

			　おかしな話だが、それはつまり、まだまだ俺に強くなる余地があるということだ。

			　……いい加減、俺の体なんだから、振り回されないようにしないとなぁ……。

			　そんなことを思っていると、アグノスはキラキラした目を向け、ベアードはスケッチブックを取り出し、ブルードは苦笑いを浮かべながら、口を開いた。

			「さ、さすが兄貴！　参りました！」

			『降参だ』

			「フッ……フードの下の顔といい、化物じみた強さといい……新しい担任は、よほど俺たちを驚かせるのが好きなようだな。参ったよ」

			　どうやら、全員降参のようだった。

			　顔のことはよく分からんが、強さについては……うん、強さについてもよく分からなかった。

			　ただ、ひとこと言いたい。

			　一番驚いてるの、俺ですから！

		

	
		
			　

			実技授業～後篇～

			　

			「そう言えば、ブルードの作戦って何だったんだ？」

			　三人が立ち上がる姿を眺めながら、疑問を口にすると、ブルードが教えてくれた。

			「難しいことではない。ただ、誠一先生の意識が、アグノスとベアードに向くように、誠一先生に考える暇ひまを与えず二人に攻撃をさせる。そこで、完全に俺から意識を外した瞬間、背後から攻撃するといった内容だっただけだ」

			「なるほど……なら、ブルードが俺に声をかけたのは間違いだったんじゃないか？」

			　そう、あのとき、ブルードが声を出さなければ、不意打ちが決まっていたかもしれないのだ。……『世界眼』と『反射防衛』のスキルがある時点で、それは難しいかもしれないが、『世界眼』に意識が向いていなければ、結局『反射防衛』も発動しないわけだし。

			　そもそも、俺が体を制御さえできていれば、『反射防衛』に頼らなくても普通に攻撃は避けられるわけだから、振り回されてることを強く実感する。

			　すると、ブルードは首を横に振った。

			「いや、俺が声をかけたことによって、強制的に意識を再び俺のほうへ向けることが狙いだったのだ。そうすることで、アグノスたちに割かれていた意識が、急に現れた俺によって大きく揺らぐわけだからな。それに、俺は剣を扱うことはできるが、決定力に欠けることを自覚している。そこで、アグノスたちを囮と見せかけ、急に現れた本当の囮である俺を警戒させることで、本命のアグノスたちに攻撃させようと考えていたわけだ」

			「……」

			　俺は思わずポカーンとしてしまった。

			　つまり、ブルードが本命と見せかけて実は囮であり、逆にアグノスたちが囮と思ってみれば、本命だったということだ。難しいことではないって……ウソだッ！

			　ここまで考えて戦うなんて、俺には無理です。同い年とは思えません。……いや、俺ができないだけで、案外誰でもできることかもしれないけどさ。

			　ただ、残念なことに……俺、戦っている最中に、どちらが囮だとか本命だとか、まったく考えてなかった！

			　いや、結局全員倒さなきゃダメなわけだから、そんなことどうでもいいというか……。

			　言い訳ですね！　はい、気付きませんでしたよ！　これで満足か!?

			　内心荒れていると、ブルードは苦笑いを浮かべた。

			「まあ、誠一先生には関係なかったようだがな」

			　見透かされてるぅぅぅぅぅううううううう！

			　俺は、乾いた笑みを浮かべることしかできなかった。

			　ブルードたちは、そのままベアトリスさんの場所まで移動し、今からは観戦モードに入るようだ。

			　それを確認すると、俺は残りのメンバーに訊きく。

			「さて……それじゃあ今度はどうする？」

			　すると、フローラとレイチェル、そしてイレーネが手を挙げた。

			「はいはいはい！　今度はボクたち三人にやらせてよ！」

			「お願いします～」

			　どうやら、フローラは、レイチェルとイレーネとチームを組んで、挑んでくるらしい。

			　もちろん、ブルードたちを許したのだから、フローラたちがダメということはない。

			　それに、さっきの戦いの反省点を意識しながら戦えるのは、俺にとっても有り難かった。

			「よっしゃー！　頑張っちゃうよ～！」

			「お手柔らかにお願いしますね～」

			　フローラは気合十分と言った様子で、レイチェルはどこか気弱な感じだった。

			　ふと、イレーネの様子がおかしいことに気付く。

			「どうした？　イレーネ」

			「……」

			　顔を俯うつむかせるイレーネ。

			　俺が訝いぶかしげに見ていると、やがて凛りんとした表情で言い放った。

			「もったいないです！」

			「へ？」

			　イレーネの言葉に、俺は間抜けな声を上げた。

			　そんな俺をよそに、イレーネは言いたいことを次々と言ってくる。

			「貴方は自身の美しさを理解していますか？　それをフードで隠す……それが人類にとって、どれほどの損失であるか！　美しいということは、それだけで義務が生まれるのです。そう、万人にその美しさを見せるという義務が！　『美』は偉大であり、だからこそ、『美』を持つ存在は常に一番であり続けなければならないのです！　誠一先生……貴方は、その義務を放棄しているのです！」

			「ご、ごめんなさい!?」

			「いいえ、許しません！　先生が自身の価値を真に理解するまで、私は何度でも訴え続けますよ！　この完かん璧ぺきな私が！」

			「いえ、結構です」

			　ガンガン言いたいことを言ってくるイレーネに、引きつった笑みを浮かべることしかできなかった。

			　それにしても、俺の顔ってどうなってるの？　この世界に来て、鏡とか見てないし……というより、鏡自体を見ていない気もする。それ以前の問題で、あまり気にもしていなかったってのが一番の理由だろうけど。だって、知らなくても特に不便じゃないし……。

			　まあ、『進化の実』の効果で、明らかに骨格が変わったというか……いや、整形とは違って、体が遺伝子レベルで創りかえられたといったほうが正しいか？　とにかく、身長や体型を含めて、地球のころと比べて、劇的に変わったことは分かる。

			　本当にメイの描いた絵みたいな見た目だったりして。……いや、本当にそうなら嬉しいけどね。あの絵の俺は、スゲーイケメンに描かれてたし。

			　ちょっと自分の容姿に関して考えていると、イレーネは鼻息を荒くしながら、いつの間にか武器を構え、フローラたちのもとに移動していた。

			「誠一先生！　何をしているのですか？　早く始めましょう！　そう、『美』の追求戦を……！」

			「いや、ただの模も擬ぎ戦だから」

			　そうツッコみつつ、イレーネたちと対たい峙じする。

			　ブルードたちと同じように、皆の魔法の適性を確認すれば、やはりまだ発現段階にはないことが分かった。

			　これはもう確定していいんじゃないだろうか？

			　明らかに、ブルードたちの戦闘力は落ちこぼれクラスって呼ばれるようなものじゃない。

			　だから、落ちこぼれと呼ばれる理由は、魔法が使えるかどうかにあるって言うことだ。

			　まあ、バーバドル魔法学園って言うくらいだから、魔法がメインなのかもしれないけど、それにしたって極端な成績のつけ方だよな。

			　ただ、この学園がブルードたち以上の実力者で溢れてるって言うのなら、落ちこぼれになるのかもしれないけど、ベアトリスさんはヘレンを実力者って言ったし、それはないだろう。

			　他にも、レオンは魔法が使えるっぽいのに、落ちこぼれクラスにいることもよく分からないんだけどさ。

			　あっ、ちなみに、魔法の部分以外はみんなの情報は見てないからな！　ちゃんとプライバシーは守ってますからね！　スリーサイズとか女性が見られたくない部分は特に注意してますから！　マジで『世界眼』は怖いからっ！

			　そのせいで、ヘレンが何の武術を学んでいるのかとかはまったく分からないんですけどね。

			　ふとそんなことを考えながら、俺は対たい峙じしている三人に目を向けた。

			　フローラは自身の背丈に迫る大剣を構え、レイチェルは槍やりを。そして、イレーネは大鎌を構えた。

			「ああっ！　何を持っても似合ってしまう罪な私……そう、私は美しき死神。自身の『美』を理解していない愚かな先生に死を与える、美しすぎる死神なのです！」

			「よろしくお願いします～」

			「本気で行くからね！　覚悟しておいてよっ！」

			　性格がよく分かる場面ですね。

			　三人を眺めながら、そんな感想を抱きつつ、俺も戦闘へと意識を切り替えた。

			　そして、次の瞬間――――まずはフローラが大剣を軽々と振り回しながら迫ってきた。

			「いっくよぉ～！　そりゃああああああああああああああっ！」

			　鋭い一撃が、俺の横腹めがけて振り抜かれる。

			　だが、俺はそれを軽く受け止めながら、その勢いのまま、三人から大きく距離をとった。

			　すると、追撃する形で、イレーネが俺の首を刈り取るように、大鎌を振って来た。

			「その首、頂戴いたします！　そして、民衆の前に晒さらすのです！」

			「俺、何も悪いことしてないのに、晒さらし首くびにされるの!?」

			「いえ、体も完かん璧ぺきな肉体バランスならば、死体のまま晒さらすことも考えましょう！」

			「どのみち死んでる！」

			　狂気を孕んだイレーネの言葉に返しながら、イレーネの追撃を避け続ける。

			　……よし、いい感じに動けてるな。

			　足運びなんかは、しっかりルイエスから学んでいるので、あとは俺が実践のなかで、使えるようにすればいいだけなのだ。

			　俺は、冷静にイレーネとフローラの攻撃を最小限の動きで躱かわした。

			「あ～もうっ！　全然当たらないじゃん！」

			「クッ……やりますね、誠一先生！　ですが、私はまだ諦あきらめませんよ！　その首を民衆の前に晒さらすまで……！」

			「いや、それは諦あきらめてほしい！」

			　イレーネは、多少の疲れを見せながら攻撃を続けているのに対し、フローラは、まったく疲れた様子を見せず、未だに勢いを衰えさせることなく、大剣を振り回し続けている。……体力スゲェな。

			　そんな感想を抱きながら、二人の猛攻を凌しのいでいると、突然、背筋がぞっとした。

			　俺は、イレーネとフローラの二人にも意識を向けながら、背後を『世界眼』で確認する。

			　すると、いつの間にかレイチェルが俺の真後ろに回っていたことが分かった。

			　レイチェルの存在を確認すると、俺はすぐにその場で大きくしゃがみ込む。

			　その瞬間、先ほどまで俺の頭があった位置に、鋭いが、どこか躊躇ためらいの感じられる槍やりが出現した。

			　……なるほど。今までは全員躊ちゆう躇ちよなく攻撃してきたが、どうやらレイチェルはそれができないらしい。

			　しゃがんだまま視線をレイチェルに向けると、そこには避けられたことに対する驚きと安心、二つの感情が混ざった表情を浮かべるレイチェルが、槍やりを突き出した状態で立っていた。

			　しゃがんだ状態の俺は、そのまま三人が一度に見渡せる位置まで、大きく飛び退く。

			　しかし、今度はレイチェルもしっかり参戦してきて、三人の追撃が始まった。

			「やああああああああっ！」

			　ズドォォォォォオオオオオオン！

			　地面を陥かん没ぼつさせる、強力な振り下ろしを浴びせてくるフローラ。

			「ハアッ！」

			　ブォン！

			　確実に、俺の首を刈り取りに来るイレーネ。

			　そして――――。

			「とりゃあ～っ！」

			　ヒュンッ！

			　躊躇ためらいながらも、一つ一つが洗練された動きを見せるレイチェル。

			　フローラは、ごり押しでがむしゃらに大剣を振っているだけのようだが、イレーネとレイチェルの動きは、ヘレンと同じように、何かしらの武術を学んでいる動きだった。

			　特に、レイチェルはとんでもない。

			　躊躇ためらいが目立ちはするものの、足運びや、攻撃のタイミング、何よりスキルを発動させていないにもかかわらず、すべての攻撃が『技』となって、俺に襲い掛かるのだ。

			　……ちなみに、俺の『業盗り』のスキルだが、これは相手の使ったスキルを自分も使えるようになるスキルであって、ヘレンの放った奥義や、魔法などは使えるようにはならない。

			　もちろん、教えてもらえれば、俺の体的に、一発で覚えられそうな気もするけど……。

			　だから、レイチェルの動きを見ても、『業盗り』のスキルは発動しないのだ。

			　レイチェルは、技術はあるのに、戦闘に慣れてないって感じだな。

			　すべての攻撃を受けたり、避けたりした俺は、そろそろ反撃に出ようと思った。

			「おりゃああああああああああああああっ！」

			　大きく振りかぶった大剣を俺の頭めがけて振り下ろしてきた瞬間、俺はその大剣の側面に【慈愛溢れる細剣ホワイト】を添えるように触れさせ、そのまま滑るようにして一気にフローラへと近づいた。

			「へ!?　ウソ!?」

			「させません！」

			　すると、俺の攻撃を阻そ止ししようと、イレーネが首ではなく、胴体をめがけて大鎌を振るってきた。

			　だが、俺はその大鎌を足で踏みつけ、さらに加速してフローラに接近する。

			「とりあえず、一人」

			「きゃっ！」

			　だいたいどんな戦闘スタイルで、どの程度戦えるのか見極めた俺は、大剣から滑らせたホワイトを首に突きつけることで倒したということを示したあと、そのまま軽く小突いて吹っ飛ばした。

			「フローラっ！」

			「二人目」

			　続いて、大鎌の切っ先が地面に刺さったままの状態で叫ぶイレーネの背後に回り、両腕に手を添え、大鎌を地面から引き抜いてやると同時に、そのまま後ろに軽く放り投げた。

			　放り投げる瞬間、首にホワイトを添えることも忘れない。

			「きゃあああああああっ！」

			「さて、最後は――――」

			「やあ～！」

			　残るレイチェルのほうへ向こうとした瞬間、槍やりによる鋭い一撃が放たれた。

			　焦らず、その攻撃を躱かわし、ホワイトで斬りかかる。

			「ッ！！！！」

			「！」

			「やああっ！」

			　だが、驚いたことに、レイチェルは俺のホワイトを受け止めた。

			　それどころか、俺に対して、反撃まで行ってきた。

			　未だ躊躇ためらいを感じるモノの、レイチェルは俺と打ち合ってくる。

			　……すごいな。ヘレンやイレーネも何かしらの武術を修めてるっぽかったが、レイチェルはその上をいく。

			　しかし――――。

			「とりあえず、今日はこれで終わりかな？」

			「え？」

			　俺はレイチェルの槍やりの柄の部分を掴むと、そのまま、こちらへ引き寄せた。

			「わわっ！」

			　レイチェルは踏ん張ろうとするも、手加減しているとはいえ、化物じみたステータスを誇ほこる俺の筋力を上回るはずもなく、いとも簡単に俺に引き寄せられた。

			　その勢いを利用したまま、俺はレイチェルを軽く振り回して投げる。

			　このときもまた、二人と同じように一瞬でホワイトを首に当てる。

			「あれれ～！」

			　今度はヘレンのときみたいな失敗はせず、うまく放り投げることができた。うむ、俺も成長している。

			　ただ、本当に今の戦いは、俺にしてはよく頑張れたと思う。スキルに振り回されることもせず、自分の意思でスキルを発動させながら戦えたからだ。

			　ルイエスとの戦闘訓練の確認もできたし、俺にとっても実りのある模も擬ぎ戦闘だったな。

			　そんなことを思っていると、たった今、俺にやられた三人が起き上がった。

			「痛たたた……もぉ、先生酷ひどいじゃないかぁ！　ボクの頭がバカになったら、どうしてくれるんだい!?　責任とってよねっ！」

			「……負けた……この完かん璧ぺきな私が……『美』を争う戦いにおいて、負けるだなんて……！」

			「はう～……誠一先生～強すぎですよぉ～」

			　フローラとイレーネの反応はともかくとして、三人とも意外と元気そうなことに驚いた。まあ、全力で手加減しているので、ケガをされても困るんだけどさ……。

			「……ハッ!?　しょ、勝者、誠一先生！」

			　三人の反応に苦笑いしていると、呆然としていたベアトリスさんが宣言した。

			　とりあえず、サリアたち以外の全員と模も擬ぎ戦を終え、一息ついた瞬間、学園の鐘かねが鳴った。

			「あ……どうやら、お昼休憩になったようですね」

			「へ？　もうそんな時間ですか？」

			　ベアトリスさんの言葉に、俺は驚く。

			　模も擬ぎ戦に集中しすぎて気付かなかったけど、そんなに時間が経っていたのか……。

			「よっしゃあああああああっ！　動き回ったから、腹が空きすぎて死にそうだぜぇ！」

			「そうか。短い付き合いだったな」

			「まだ死んでないからね!?」

			「……誠一先生、か。あの強さでここまで何も情報がない相手とは……謎が多い男だな」

			「そうね……でも、レイチェルがあんなに動けることにも驚いたわ」

			「フン。人は見かけによらんということだな」

			「……おーい、聴いてる？　俺、死んでねぇからなー？」

			　アグノスたちも、お昼休憩のモードに入っている。

			　よく見れば、最初にいた他のクラスの人間たちも、バラバラに移動を始めていた。

			「ベアトリスさん。このままお昼休憩に入りたいのですが、大丈夫でしょうか？」

			「はい、大丈夫です。昼休憩のあとはどうしますか？　サリアさんたちは、誠一さんの知り合いということですし、お互いの実力も知っているかと思いますが……」

			「そうですね……そこは二人に訊きいてみないと分かりません」

			「なるほど。では、とりあえずお昼休憩にしましょう」

			　そう言うと、ベアトリスさんはテキパキと指示を出し、アグノスたちも空腹を満たそうと、すぐに行動を開始した。

			　だが、俺たちはまだこの学園のことを詳しく知らないため、お昼をどこで食べればいいのかも分からない。

			　すると、ベアトリスさんが俺たちを誘ってくれた。

			「そう言えば、みなさんにはまだ食堂などについて説明していませんでしたね。せっかくですので、一緒にお昼を食べませんか？」

			「すみません、いいでしょうか？」

			「はい！　生徒もいますが、先生同士で食事をするということに憧れてまして……」

			　照れくさそうに笑うベアトリスさんだったが、俺はベアトリスさんの言葉に疑問を覚えた。

			　……なぜ、先生同士で食事することに憧れが？　え？　もしかして、今まで他の先生と食事をしたことがない……とか？

			　生徒だけでなく、先生もそんな扱い受けるの？　もう嫌だー。社会が陰湿すぎるー。もうちょっと楽しい社会になりませんかねぇ？

			　知りたくなかった社会の一面に、げんなりとしながらも、俺たちはベアトリスさんのあとに続き、学食へと向かった。

			　その道中、サリアたちに模も擬ぎ戦をするかどうか訊きいてみたところ……。

			「戦ってみる！　森から出て、誠一がどれだけ強くなったのか、肌で体感してみたいから！」

			「主様！　食堂にはどんな美お味いしいものがあるのでしょうね！　今から楽しみで仕方がありません！」

			　サリアは俺と戦う意思を示したものの、ルルネは完全に食事へと意識が向いていた。

			　まあ、サリアが戦うんだし、ルルネにも戦ってもらうとしよう。話を聴かないルルネが悪い。うん、そういうことにしよう。

			　軽い雑談をしながらも、俺たちは食堂へとたどり着いた。

			　そこには、地球の高校では考えられないような、立派な食堂が存在していた。

			　テーブル席だけでなく、カウンター席やテラス席まであり、多くの学生たちがひしめいていた。

			　高校の食堂よりは、どちらかと言えば大学の食堂に近いだろう。

			　予想以上に綺き麗れいで豪華な食堂に、俺はただひたすら圧倒されていた。

			「すげぇ……」

			「あ、主様！　あれを見てください！」

			　ルルネの指示した方向に視線を向けると、食堂の受け取りカウンターらしき場所の上部分に、大量のメニューが書かれた看板が掛けられてあった。

			「スゲェな……学園の学食ってこんなに種類があるもんなのかよ……」

			　アルも、そのメニューの多さに驚いていると、ベアトリスさんが誇ほこらしげに答えた。

			「ここは各国の郷土料理など、あらゆる食事を食べることができるんですよ。国によっては、食べてはいけない食材などもありますし、そういった生徒や先生方のために、こうして多くのメニューが用意されているのです。これもすべて、この学園が各国の出資によって成り立っているからこそ、できることなのです」

			「せ、世界中の料理……だと……!?」

			「……食いしん坊。涎よだれ垂れてる」

			　戦せん慄りつするルルネの口元を、オリガちゃんはよじ登って拭いてあげていた。……どっちが年上か分からんぞ、ルルネよ。

			　俺たちは、ただひたすら学園の食堂に圧倒されっぱなしだった。

			　すると、目をキラキラさせたサリアが腕を引っ張った。

			「誠一！　早く見に行こうよ！」

			「ちょっ！　引っ張らなくても行くから！」

			　そんなやり取りをしているときだった。

			「…………せい…………いち…………？」

			「え？」

			　懐かしい、聞き慣れた声が、俺の耳に届いた。

			　反射的に後ろを振り向くと、そこには――――。

			「――――」

			　目を見開いて立ち尽くす、俺の先輩にして幼おさな馴な染じみの――――神無月華蓮が立っていたのだった。

		

	
		
			　

			修しゆ羅ら場ば

			　

			　腰まで伸びた綺き麗れいな黒髪と、切れ長の黒色の瞳ひとみ。

			【果てなき悲愛の森】でダメにした、俺の通っていた高校の女子用の制服。

			　すらりと長い脚は、黒色のタイツに包まれている。

			　地球では、意図的に避けていたとはいえ、集会などのたびに目にしていたころの姿と何も変わっていない。

			　俺の目の前に現れたのは、俺のよく知る神無月先輩だった。

			「…………誠一君…………なのか…………？」

			　呆然と呟つぶやく神無月先輩。

			　――――って言うか、俺も呆然としているんですが。

			　もちろん、この学園に勇者がいるってことは、いずれ会うことだってあると理解していたつもりだったし、何より俺も、神無月先輩たちの安否を確認したかった。

			　だが、こうしていきなり現れたことによって、完全に思考が停止してしまった。

			「え、あ、その、えっと……え～……あー……」

			　その結果、口から出てくるのは意味不明な言葉だけ。いや、言葉にすらなってねぇな！

			　まさかこのタイミングで会うだなんて思ってもみなかったわけで！　ヤベェ、どうしよう！　なんて声掛ければいいんだ!?

			　ここは無難に、『お久しぶりです！』か？　それとも『お元気でしたか？』だろうか？

			　ちょっと攻めて、『へい、彼女！　お茶しな～い？』とかどうよ!?　……おーけー、落ち着け俺。

			　神無月先輩と向き合う形のまま、心のなかであれこれ考えていると、再び神無月先輩が口を開いた。

			「――――ふむ、その言葉のつまり方、そして不意に起こる出来事に対する慌て方。また、その際、普段より二回ほど呼吸数が多くなり、０・２秒ほど早口になるところ……間違いない、君は誠一君だな」

			「何その判断基準!?」

			　何でそんなことが分かるわけ!?　自分自身でさえ、まったく分からないことなんですが!?

			　あれ!?　俺の知っている神無月先輩って、こんな人だったっけ!?

			　いつも凛りんとしてて、誰からも好かれるような、とてもすごい人で……決して、どこぞの変態たちのような存在じゃないはずなんですが!?

			　思わず呆気にとられていると、神無月先輩は、目を潤ませながら、不意に俺に抱き着いた。

			「なぁ!?」

			　俺の後ろで、アルが驚きの声を上げたのが聞こえたが、それよりも俺自身が神無月先輩の行動に固まってしまった。

			「よかった……本当によかった……！　君が無事であると信じていても、どうしても心の不安がなくなることはなかった……！　だから、こうして君が無事にいてくれて……私はっ……！」

			「……」

			　……神無月先輩は、こんな俺をずっと心配してくれていたのか……。

			　本当は思いっきり痩やせたし、背の高さも声の感じも変わったから、気付いてもらえないんじゃないかって不安だった。顔もフードで覆おおったままだしな。

			　俺に抱き着く神無月先輩は、震えていた。

			　やっぱり俺は、幸せだな。虐いじめられていたとはいえ、こうして俺のことを心配してくれる人がいたんだから。

			　ただ、それを拒絶していた俺は、どうしようもないバカ野郎なんだろう。

			　戸惑いながらも、神無月先輩の肩に触れようとした、瞬間だった。

			「――――女の匂いがする」

			「………………………………へ？」

			　とても低い、神無月先輩の声が聞こえた。

			　なぜか、俺の体から流れる冷や汗が止まらない。どうした？　俺の体よ。何をそんなに怯えているんだ？

			　大量の冷や汗と、寒くもないのに震え始める体に首を捻っていると、神無月先輩はなぜか無表情で顔を上げた。

			「女の匂いがする」

			「なぜ繰り返す!?」

			　理由は分からないが、俺の本能が、盛大に警けい鐘しようを鳴らしていた。

			　すると、神無月先輩は、サリアたちの存在に今になって気付いたようだった。

			「む？　彼女らは……？」

			「あ、えっと――――」

			　話題を変えられると思った俺は、すぐにサリアたちを紹介しようとした。

			「彼女は――――」

			「――――なぜだろうな。誠一君から、君の匂いがするのだが？　不思議なこともあるな」

			「神無月先輩の鼻のほうが不思議なんですけど!?」

			　どうなってんの!?　先輩の鼻！　鼻まで優秀なのだろうか？

			　神無月先輩はサリアたちに向き直ると、自己紹介をした。

			「私は神無月華蓮だ。誠一君とは『昔から』、『一緒に』過ごしてきた、『幼馴染』だ。それで？　君たちは？」

			　なぜ、そんなに特定の単語を強調して言うんだろうか。それに、心なしか、勝ち誇ほこったようにも見えるのはなぜ？

			「えっと、私サリアです！　誠一の『お嫁さん』です！」

			「――――ぐふっ」

			　神無月先輩は、静かに吐血した。

			「わ、私の耳も悪くなったものだな。よりによって、『誠一のお嫁さん』だなんて――――」

			「えっと……こうして口にするとなると恥ずかしいですが、サリアの言っていることは間違いじゃないですよ」

			「――――カハッ」

			　再び、神無月先輩は吐血した。

			　そして再び無表情になり、有無を言わせぬ口調で訊きいてきた。

			「誠一君。つまり、君は……彼女と恋仲以上の関係にあると言いたいのか？」

			「そうですよ」

			「接せつ吻ぷんはしたのか？」

			「接吻て……」

			　やたらと古い言い回しをする神無月先輩だが、そんなことよりも質問の内容に気恥ずかしさを感じ、思わず視線を逸らしてしまった。

			　サリアも改めて他人から言われると恥ずかしいらしく、可愛かわいらしく頬を染めていた。

			「――――したんだな」

			「え？　あ、はい。しました……」

			　無表情のまま訊きいてくる神無月先輩に、軽く恐怖していると、突然神無月先輩の瞳ひとみに涙が溜まっていった。
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			「わ、私が奪うはずだった唇は、もう奪われてしまったのだな……」

			「か、神無月先輩……？」

			　本当によく分からないが、神無月先輩はどこか絶望したような表情を浮かべていた。

			「接吻を済ませてしまったということは、君の貞操はもう……」

			「なぜそんなに生々しい話を振って来るんですか!?　してませんよ、そんなこと！」

			「――――本当か？」

			　俺の言葉を受け、神無月先輩は生気を取り戻し俺のほうに顔を向けた。

			「ウソは言ってないだろうな？　本当の本当に君と彼女との間には何もなかったのだな？」

			「だから何もありません！」

			　どうして俺はこんな恥ずかしいことを大声で訴えているのだろうか？

			　すると、神無月先輩は安あん堵どした表情を浮かべた。

			「そうか……なら、よかった……」

			「いや、なぜ神無月先輩がそこまで気にするのか俺には分からないんですけど……」

			「フフフ。誠一君は気にしなくても大丈夫だ。ただ、私と君の『初めて』を交換できると知って、嬉しくなっただけだからな。唇のほうは交換できなかったが……まあ、私の『初めて』をあげることに、変わりはないからな」

			「アウトォォォォォオオオオオオオオオオオオ！」

			　やっぱりおかしい！　この人、本当に俺の知っている神無月先輩か!?　やたらと会話が生々しすぎて嫌になるんだけど!?　男子より女子のほうが下ネタはエグいって本当だったのね!?

			　というより、さっきの言葉を言ったとき、神無月先輩の目に輝きがなかったのは何で!?

			　得体の知れない恐怖に身をすくませていると、今度は俺の後ろにいるアルたちに視線を向けた。

			「それで？　彼女たちも誠一君の知り合いかな？」

			「えっと……オレはアルトリア・グレム。それで？　……お前はいったい誠一の何なんだ？」

			　アルは、どこか警戒しながら自己紹介をする。

			　アルの質問に、再び勝ち誇ほこった様子で言い放った。

			「先ほども言ったが、私は誠一君の『幼馴染』だ！　君たちとは、過ごしてきた年月が違うんだよ」

			「そうか……」

			　アルは、顔を俯うつむかせると、やがて何か決意した様子で、顔を赤くしながら言い放った。

			「オレはッ……！　せ、誠一の…………か、『彼女』だっ！」

			「――――がはっ」

			　神無月先輩は、盛大に吐血した。大丈夫かな？　神無月先輩って、そんな重たい持病あったっけ？

			　どこか現実逃避気味に、どうでもいいことを考えていると、追い打ちをかけるように、ルルネたちも自己紹介を始めた。

			「フン。私はルルネ。主様の『下僕』にして『騎士』だ」

			「…………オリガ・カルメリア。誠一お兄ちゃん……の……妹。だから…………『家族』」

			「私はベアトリス・ローグナーです。私はただ、誠一さんの受け持ったクラスの副担任なのですが……。と言うより、なぜ誠一さんが勇者の彼女と知り合いなのですか？」

			　ベアトリスさん、巻き込んでごめんなさい。そして常識人がここにいて、とても嬉しいです。

			　普通、俺と神無月先輩がなぜ知り合いなのか聞くところなのに、どうして誰もそのことを気にしないのか不思議でならなかったのだ。

			　やっぱり俺がおかしいんじゃないよね!?　主に神無月先輩がおかしいんだよね!?

			　俺の知ってる凛り々りしい神無月先輩……カムバアアアアアアアアアアアアアアック！

			　そう思いながら、神無月先輩に目を向けると……。

			「……」

			　神無月先輩は、真っ白に燃え尽きていた。

			　か、神無月せんぱあああああああああああああい！

			　こうして、予想外の神無月先輩との再会は、非常にうるさく、感動もクソもない、グダグダなモノとなった。

			　そして、未だに俺たちは昼食を食べることができておらず、食堂の入り口を占せん拠きよして、勝手に騒いでいるということに気付いたときには、周りから非常に不思議なものを見るような目を向けられていたのだった。

		

	
		
			　

			真実

			　

			　燃え尽きたはずの神無月先輩は、何とか復活を果たすも、壊れたように笑い始めた。

			「ふ、ふふふ…………ふふふふふふふふふふふふふ」

			「怖い怖い怖い怖い！　神無月先輩、スゲー怖いんですけど!?」

			　思わず身を引いてしまうが、目の前で目から感情が消えた笑みを浮かべられてみろ。誰だって怖いから！

			「私がバカだったんだ。誠一君が魅力的だってことは、私が一番知っていたはずなのに……こういう状況になる可能性は、十分にあったはずじゃないか」

			「せ、先輩……？」

			　顔を俯うつむかせ、ブツブツと何かを呟つぶやく神無月先輩。

			　そして、ゆっくりと顔を上げ、笑顔を見せた。

			「こうなったら、手足を縛しばって、監禁して、誰の目にも触れさせないようにしないとな」

			「兵隊さあああああああああああああああああああああああああああああああん！」

			　監禁とかヤバいって！　誰でもいいから、俺のもとにテルベールの優秀な兵隊さんたちを連れてきて！

			「ふふふ……誰も兵隊なんて連れてこれないさ。それに、誰にも私の邪魔はさせないよ？　私の身も心も、誠一君のモノだ。そして、君の身も心も……ね……」

			「俺の心が読まれてるぅぅぅぅうううううう!!　ヘルプ！　ヘェェェェエエエエエルプッ！」

			「ふふふふふ。これも、君を想うからこそできる芸当だな。私の目には、君しか映っていない。この狂おしい想いを受け取ってほしい……」

			　想いが重い！　いや、親父ギャグ言うほど俺って余裕ないんだけどね!?　思わずボケちゃう俺の体が恨うらめしいっ！

			　なぜか神無月先輩は、そんな怖いセリフを照れ笑いを浮かべながら言う。……眼の光が消えてるけど。

			　自分の体を抱きしめ震えていると、アルが俺と神無月先輩の間に割って入った。

			「よく分からねぇことだらけだが……とりあえず、お、オレの誠一から離れてもらおうか？」

			　あ、アルさん……カッコイイ！　抱いて！　そして俺、情けねぇ！

			　アルと神無月先輩がにらみ合っていると、おずおずとベアトリスさんが口を開いた。

			「あの……お昼ごはん食べませんか？」

			　ベアトリスさん。アナタは数少ない良識のある人です。

			　

			◆　◇　◆

			　

			　一時的に、神無月先輩とアルが休戦すると、俺たちは食堂で食事を頼み、空いている席に座った。

			　サリアは、特に神無月先輩を気にした様子はなく、俺の隣で美お味いしそうにハンバーグを頬張っている。

			　その様子を眺め、ほっこりしていると、サリアは首を傾げて俺を見上げた。

			「？　どうしたの？」

			「いや……サリアを見てると、癒いやされるなぁと思って」

			「え？　本当に～？　えへへ～、恥ずかしいけど……嬉しい！」

			　満面の笑みを浮かべ、再びサリアは食事を始めた。

			　他にも、オリガちゃんも神無月先輩にあまり興味がないらしく、俺と同じオムライスを食べている。

			　言う必要もないと思うが、ルルネは一人で三つの定食……『ハンバーグ定食』『オムライス定食』『焼き魚定食』を頼んでおり、目を輝かせながら食べていた。……これでも我慢して、食欲を抑えているらしい。コイツは本当にブレねぇなぁ!?

			　ルルネを羨うらやましく思っていると、アルは真剣な表情で神無月先輩に訊きいた。

			「んで？　テメェはいったい何者だ？　誠一の幼おさな馴な染じみみって言ってたが……」

			　いきなり核心を突く質問に、神無月先輩は何も隠すことなく答えた。

			「貴女の言う通り、私と誠一君は幼おさな馴な染じみで、いわゆる、異世界からやって来た『勇者』という存在だ」

			「何？　『勇者』だと？　……ん？　待てよ？　ってことは……まさか、誠一……」

			　アルは、驚いた表情で俺のほうに視線を向ける。

			　巻き込まれる形となったベアトリスさんも、俺に驚きの表情を向けていた。

			　……別に隠してたわけじゃないし、何となく言うタイミングが掴めなかった――――って、どれも言い訳だよなぁ。

			　俺はため息を吐くと、サリアたち全員に聞こえるように言った。

			「そうだよ。俺は、この神無月先輩と同じ、異世界からやって来たんだ。――――ただ、『勇者』なんて大層な存在じゃないけどな」

			　そう、俺は決して『勇者』なんて存在じゃないのだ。だって、勇者召しよう喚かんされたわけじゃないもん。

			「は？　それって、どういうことだ？　オレの知る限りじゃ、カイゼル帝国は大人数の『勇者』を召しよう喚かんしたって聞いたんだが……」

			「ははは……まあ、俺は異世界じゃ虐いじめられててね。こっちの世界に転移するとき、『勇者』として召しよう喚かんする魔法に入れてもらえなかったんだ」

			「なっ!?」

			　アルは、俺の言葉に衝撃を受けていた。

			「今でこそ、なぜか痩やせたうえに身長まで伸びたけど……地球での俺は、それはそれは酷ひどい容姿の持ち主でね。みんなから、嫌われてたんだ」

			　イジメは辛つらいけど、それでも俺のことを友達として見てくれる人がいたから、俺は頑張れたのだ。

			　衝撃のあまり言葉を失うアルに、俺は不安を抱きながらも、訊きかずにはいられなかったことを訊きいた。

			「アルは……そんな俺に対して失望した？」

			「は？」

			「全然違う見た目なんだぜ？　それこそ、生理的に嫌悪するほどの容姿だったんだ。今じゃスキルのおかげで、臭いとか抑えられてるけど、結局今の俺は、仮初の姿なんだよ」

			　俺が勇者たちと同じ異世界出身だということを伝えることは、前から思っていた通り、何の不安も感じない。

			　だが、俺の本当の姿を知ることによって、アルたちがどう思うのかが……とても怖かった。

			　でも、アルたちは俺のことを好きだと伝えてくれた。だからこそ、俺も真実を伝えたい。

			　今さらだという自覚はあるが、それでも目を逸らし続けていた昔の俺の姿を見せることで、少しでもサリアたちに釣り合えたらと思ったのだ。

			　だから、こうして神無月先輩と出会ったことは、俺が俺自身の話をするうえで、心に覚悟を持つことができたいいキッカケだった。

			　俺は、昔の自分を見せるべく、記憶にある自分を思い出し、アルたちに見せるように手のひらサイズの俺が出現するような魔法を創り出した。

			「【フィギュア】」

			　新たに創造した魔法名を唱えると、掌に昔の俺の姿が出現した。その際、再び脳内に『誠一魔法』という分類で魔法が創造されたことが伝えられたが無視した。

			　背の小さい太った体。ニキビだらけの不細工な顔。体臭までは再現できなかったが、それでもこれだけで生理的嫌悪を抱くには十分だろう。

			「これが昔の俺。虐いじめられていたころの、無力だった俺だよ」

			「誠一君……」

			　神無月先輩が、悲しげな表情で俺の掌を見つめる。

			　……やっぱりダメだよな。サリアもアルも、こんな俺なんかじゃなくて、もっと二人に釣り合う、相応しい人間がいるはずなんだ。

			　だから――――。

			「誠一は誠一でしょ？」

			　当たり前のことのように、不思議そうに首を傾げながら、サリアはそう言い切った。

			「え？」

			「だから、誠一は誠一でしょ？　昔の誠一も、今の誠一も、何も変わらないよ？」

			「そ、そんなはずないだろ？　よく見てみろよ。気持ち悪いだろ？」

			「何で？　どうして誠一が気持ち悪いの？」

			「何でって……そりゃあ見た目が……」

			「見た目が変わっても、性格は変わってないでしょ？」

			「へ？　ま、まあ、性格は変わってないはず……」

			「うん、性格は何も変わってないな」

			　なぜか俺をよく観察している神無月先輩からもお墨付きをもらった。

			「だからだよ！」

			「え？」

			「私が好きなのは、ちょっとしたことで驚いたり、ツッコんだり、ボケたり……いつも騒がしくて、楽しそうに笑う誠一だよ！」

			「サリア……」

			「私は、誠一だから好きなの！　昔も今も、これから先も……ずーっと！　誠一だから……誠一だけが、好き！」

			「！」

			　サリアは、にっこりと笑って、俺にそう言った。呆然とする俺に、アルも呆れた様子で口を開く。

			「何を言い出すかと思えば……だからどうした？」

			「アルまで……」

			「誠一。お前はテルベールで何を見てきたんだ？　たかが容姿一つで、お前のことを嫌いになるわけねぇだろ？　――――見損なうなよ」

			　少し怒った様子で、アルはそう言った。

			「……」

			「オレだけじゃねぇ。テルベールの連中だってそうだ。《災さい厄やく》と呼ばれたオレを受け入れたアイツらが、どうしてその程度のことでお前を嫌いになるんだ？　オレの《災さい厄やく》がアイツらにとっちゃ、ただの一特徴でしかないのと同じで、お前の容姿も、『誠一』という個人の一つの特徴でしかねぇんだよ。アイツらの前じゃ、オレらのコンプレックスなんざ個性にすらなりゃしねぇ」

			　俺の脳裏に、自分の欲望に忠実に生きるギルド本部の連中の姿が浮かんだ。

			　ふと、俺が昔の姿のまま、ギルド本部を訪れたらどうなっていたのだろう？　と、考えてみた。

			『ム！　誠一君！　お腹がたるんでいるではないか！　さあ、私と一緒に、輝かしい筋肉を手に入れよう！　まずは軽く腹筋一万回からだな！』

			『おやおや、貴方のその体……ぜひとも街中の皆さまに見てもらいたいと思わないかね？　思うだろう？　さあ脱ごうではないか！　解放の先に、本当の自由が待っている……！』

			『やらないか？』

			　簡単に受け入れられる姿しか想像できなかった。それどころか、自分の欲望に引きずり込もうとさえしてくる始末。

			　逆にその事実に戦せん慄りつしていると、アルは穏やかな笑みを浮かべ、オレに言った。

			「それに……サリアの言った通り、オレもお前だから好きなんだ。オレの《災さい厄やく》の部分を含めて、全部を受け止めてくれたお前が……」

			「……」

			「こんな言い方はアレかもしれねぇが……今だからこそ、ハッキリと言えることがある」

			　そう前置きをすると、頬を赤く染め、恥ずかしそうにしながらも、アルはハッキリとした口調で断言した。

			「オレが、誠一以外を好きになることはありえない。……乙女チックすぎて、似合わねぇって理解してるが……オレの運命の相手は誠一だったんだって言える」

			「！」

			「後にも先にも、オレの相手は――――誠一。お前ただ一人だよ」

			　はにかみながら、アルはそう俺に言ってくれた。

			　…………どうして、そこまで――――。

			「……誠一お兄ちゃん」

			「オリガちゃん？」

			「……私は忌子。でも……誠一お兄ちゃん、気にしなかった。……すごく、嬉しかった」

			「……」

			「……昔も今も、誠一お兄ちゃんは変わらない。それは、まだ短い時間しか、一緒にいない私でも……分かる」

			「……」

			「……辛つらかったら、抱きしめてくれた。……撫なでてくれた。……だから、今度は……私の番」

			　そう言うと、オリガちゃんは俺に近づき、小さい体で俺に抱き着いて、頭を優しく撫なでた。

			「……よしよし」

			　サリアとアル、そしてオリガちゃんの言葉で……気付けば、俺は涙を流していた。

			　サリアたちのことを信じていたとしても、それでも昔の自分を見せるのが怖かった。

			　そんなわけないって頭では分かっていても、どうしても心が怖がっていたのだ。

			　だから……本当に、嬉しかった。

			　過去の俺を、受け入れてもらえたことが――――。
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			「っ！」

			　その瞬間、俺の体に異変が起こった。

			　いや、異変というのは語弊がある。

			　たった今、俺の『体』が……俺の『意識』と合わせて、完全に馴染んだように感じたのだ。

			　もちろん、今までも思うように動かせていたのだが、それとは違う。

			　過去の俺をサリアたちに受け入れてもらったことで、俺自身が……過去と今の、両方の自分を受け入れることができたのだ。

			　その結果、俺――――『柊誠一』という個人として、完全に体が自分のモノになった。

			　突然の変化に戸惑いながらも、決していやではない感覚に身を委ねていると、黙って成り行きを見守っていたベアトリスさんが、優しい口調で言った。

			「誠一さん。短い付き合いの私でも分かります。サリアさんたちが言った通り、貴方は貴方のままですよ。みなさん、貴方だから、好きなんです。それを忘れないでください」

			「……はい」

			　涙を拭きながら返事をすると、ふとじっと掌の俺を見つめるルルネの姿が目に入った。

			「ルルネ？　どうした？」

			「……主様。こちらの姿が、主様の昔の姿なのですよね？」

			「え？　あ、ああ。そうだけど……」

			「…………じゅる」

			「今涎よだれをすすらなかった!?」

			「ハッ!?　つ、つい……今もこれ以上ないほど素敵なのですが、昔の主様の姿も、脂がのっていそうで、あまりにも魅力的だったので……」

			「俺を食べる気!?」

			　ルルネも、昔の俺の姿に嫌悪感を抱きはしなかったものの……なぜか、目を輝かせ、涎よだれを垂らしながら眺めていた。……これはこれで、ヤバいよね？

			　決してブレないルルネの姿に、思わず笑みを浮かべると、サリアは笑顔で言った。

			「それに、誠一は『進化の実』を食べたでしょ？　だから、今の誠一の姿は、紛れもなく誠一のモノだよ！」

			「え？」

			「い、今……『進化の実』と言いましたか!?」

			　予想外のサリアの一言に、俺は呆けた声をあげ、ベアトリスさんは驚きよう愕がくの表情を浮かべた。

			「うん！　『進化の実』！　私と誠一……そして、ルルネちゃんが食べたモノだよ！」

			「ああ、あのすごく不味まずかった木の実ですね！　いや、今思い返しても想像を絶する不味まずさでしたね！」

			「そ、そんな……本当に実在するだなんて……」

			　そう言えば『進化の実』は、鑑かん定ていしても効果が分からなかった唯一のモノなんだよな。

			　だが、サリアは【果てなき悲愛の森】にいたころから、詳しいことを知っているようだった。とはいえ、純粋にすごい木の実程度の認識だったようだが。

			　そして今、サリア以外に、『進化の実』を詳しく知っていそうな、ベアトリスさんという存在が現れた。

			　……そのベアトリスさんの驚き方から察するに、思っていた以上にとんでもない木の実なのかも。

			　今まで、知ろうとはしなかったが、この機会に詳しい話を聴いてみるのもいいかもしれない。

			「あの……ベアトリスさんは『進化の実』を知っているんですか？」

			「そういや、ルルネが人間になったときも、その『進化の実』とやらが会話に出ていたような……」

			　アルが、ルルネのときを思い返していると、ベアトリスさんは少し落ち着きを取り戻し、話し始めた。

			「いいですか？　『進化の実』というのは――――架空の木の実です」

			「へ？　か、架空？」

			　ベアトリスさんの言葉に、俺は思わず間抜けな声を出した。

			「はい、架空です。自生地がまったく分からず、書物のなかでしか存在を確認できていないため、架空のものだと言われています」

			「え？　そうなんですか？」

			「はい、しかも『進化の実』に関する記述が残っている書物は一冊だけ。曰いわく、『生物としての格を引き上げる奇跡の実であり、神々が予測できなかった、唯一絶対の植物である』……と」

			「えっと……どういう意味なんでしょうか？」

			「つまり、『進化の実』は……もともと存在しなかったのです」

			「は？」

			　ますます、俺の頭は混乱した。いや、存在したからこそ、俺はそれを食べてこうして生き延びられたわけで……。

			「こう言えば分かりやすいでしょうか。この世界のありとあらゆる現象は、神にとっては予定された出来事……つまり、運命であり、それらすべてを神々は知っています」

			　ま、まあ、全知全能の神とか地球でも言うくらいだからな。俺たちの人生も、神様は全部把は握あくできるんだろう。

			　ただ、この世界に転移させた神様の話が本当なら、この世界に神様の影響はないはずなんだけど……。

			「そして、『進化の実』は、そんな神々が予測できなかった……完全に運命から外れた、予想外の存在なのです」

			「つまり……神様にとって、『進化の実』はまったく知らない、未知の存在ってことですか？」

			「そういうことになります」

			　おっと？　予想以上に話が大きくなってきたぞぉ？　ただの一般人である俺が、受け止められるレベルの話なのか？　コレ。ビッグな男になりたいものだね！

			「で、でも、そんなことどうやって確認したんですか？　神様に直接訊きいたんですか？」

			「はい」

			「予想外だよ！」

			　神様に直接訊きいたの!?　いや、俺もある意味で会話してるわけだから、話せないわけじゃないんだろうけども！

			「どうやって訊きいたんですか？」

			「そうですね……誠一さんは、こうして異世界から来た存在だと分かりましたし、知らないのも当たり前かもしれませんね。実は、この世界は……すでに神から見放されているのです」

			　すみません、知ってます。

			「この世界には、ダンジョンなどに『神』と名の付く存在もいると聞きますが、それとは別の……いえ、もっと高い次元に存在する神々から、見捨てられたというのが正しいでしょう」

			　確かに、俺が倒した『黒龍神』も人間から神様として崇められてたらしいけど、俺たちをこの世界に転移させた『神様』とは、大きく次元が違うというのも、何となく分かる。

			「しかし遥か昔は、まだ神々による恩恵を受けていました。ですが、あるとき……神々の間で、争いが起こったのです」

			「へ？」

			「一柱の神が、他の神を含むすべての王となるべく、他の神々に襲い掛かり、残りの神々はそれに対抗するべく、激しく争いました。そのとき、この世界の住人が、その一柱の支援をしたため、結果的にこの世界は神々から見放されたのです。もちろん、その神々の戦争は、大勢の神々の勝利で終わりました」

			「えっと……どうしてこの世界の人々は、その神様を助けたんですか？」

			「諸説ありますが、その神が……我々人間を甘やかしたからというのが、一番有力ですね」

			「……」

			　進化の実の謎だけでいっぱいいっぱいなのに、ここにきてさらに謎を呼ぶ？　どこかに見た目は子ども、頭脳は大人な名探偵がいるんじゃないの？

			　俺がさらに混乱していることが伝わったのか、ベアトリスさんは苦笑いするも、丁てい寧ねいに教えてくれた。

			「誠一さん。アナタは、ただただ甘やかされることが正しいと思いますか？」

			「それは……」

			「……ある程度予想できると思います。神に甘やかされ、何もする必要性がなくなった人類は……退化の一途をたどるだけです」

			「……」

			「考えてみてもください。災害がなくなり、魔物が消え、争いが失われた世界。それは、とても素敵なことだと思います。ですが、人と競い合う『競争』も失われ、生きていくうえで最高の環境を与えられた人類は、よりよい生活にしようとする思考もなくなり、人としての……『進化』が、止まってしまったのです」

			「……」

			　ベアトリスさんの言いたいことは、分かる。

			　もちろん、戦争がなくなるなんて、すごくいいことなんだろうし、平和な世界なんて、誰が望んでも手に入らない、理想郷みたいなものだ。

			　でも、その結果、『人間』という存在の価値が、なくなってしまうことにもつながる。

			　ベアトリスさんの言うことが事実なら、戦争だけでなく、他の面でも人類が楽に生きられる環境が整えられたのだろう。

			　それこそ、動く必要がないレベルで。

			　ただ、生きているだけ。それだけでいい世界。

			　そこに、生物としての進化は存在しない。

			「別に、『人間』が争うためだけに『進化』してきたと言いたいわけではないのです。しかし、戦争だけでないにしろ、神に甘やかされた人類は、どんな農作物でも植えれば豊作、必要最低限度の行動だけで効率よく生きていくことができる……そのような環境になったため、自ら考えること、動くことを放棄したのです」

			「……」

			「……前置きが長くなってしまいましたが、かつて、そのような時代がありました。そして、神々の戦争に敗れたその一柱は、この地に封印されたのです」

			「ここに!?　それじゃあ……死んでないってことですか!?」

			「やはり、いくら倒せたとはいえ、相手は神です。そう簡単に滅ぼすことはできません。ましてや、我々人類が、手を出すことさえできない、高次元の存在なのですから。そして、神々が、反逆の神を封印したとき、偶然生まれたモノ――――それが、『進化の実』なのです」

			「……」

			　冗談抜きで、話が壮大すぎてついて行けません。

			「その『進化の実』を見つけることができた人間……それが、『進化の実』の記述が残された唯一の書物の著者であり、かつて勇者の剣術指南役でもあった――――ゼアノス・ゼフォード公爵です」

			「!?」

			　ここにきて、【果てなき悲愛の森】で戦った、暗黒貴族ゼアノスが出てくるの!?

			「一柱の神が封印され、再び世界に災害や魔物、そして戦争が蔓延った時代で、ゼフォード卿は、悲劇の人物として、現在までも語り継がれています。愛する国に裏切られ、愛する人を失った彼は、姿を消しました。その姿を消す前……つまり、まだ国に裏切られる前のころ。彼は『進化の実』を見つけました。そして神から『進化の実』が神々にとっても、予想外の存在であることが告げられました。その結果、自身の手には負えないと判断した公爵は、神々に『進化の実』を渡しました」

			「……」

			「ですが、『進化の実』は……神の力をもってしても、消すことができなかったのです。これは研究者たちによる憶測ですが、『進化の実』の出現は、神々が膨ぼう大だいな力を使い、この地に一柱の神を封印したことによって、突とつ如じよ生まれたいわゆる『力の結晶』ではないか？　と言われています。……今までの研究者たちは、『進化の実』を一つの架空の創造物としてとらえ、あまり真面目な研究はせず、その説が有力なものとして歴史の研究がすすめられています」

			　だからか……ゼアノスが、『進化の実』を知っている口ぶりだったのは……。

			　ゼアノスは、あの洞窟から出てないわけだから、森で生えているのを見て知ったという可能性は低いよな。……もしかしたら、普通に洞窟から出られたのかもしれないけどさ。ダンジョン名も『森』って付くわけだし。

			　それに、『進化の実』があれば、ゼアノスに仕えていたメイドのマリーも死ななかったんじゃ？　とも思ったけど、それを見つける前に死んでしまったわけだから、どうしようもなかったのだろう。

			　でも……【果てなき悲愛の森】で、『進化の実』が存在したってことは……神様たち、手におえなくてあの森に捨てたとかじゃないよな？　そうだよね？

			「ちなみに、ゼフォード公から『進化の実』を受け取った神々は、処分に困り、我々の知らない場所に一柱の神と同じように封印したと伝えられています」

			「そうだと思ったよ！」

			　そんな気はしてたよ！　絶対捨てただけだろうってなっ！

			　だって、クレバーモンキーとアクロウルフが、普通に奪い合ってたんだぞ!?　封印するならもっと厳重にしてっ！

			　そう言えば、『暗黒貴族ゼアノス物語』を読んだとき、ゼアノスはとある森にマリーの亡骸を抱えて、隠れ住んだって書いてあったけど……今にして思えば、人間を復活させることができる霊薬のもととなる【反魂草】とかが生えていたのも、【果てなき悲愛の森】が『進化の実』や『神様』の影響を大きく受けていたからで、ゼアノスは、あの森が他とは違うって分かっていたから、あそこに移り住んだのかな？

			　妙なところで話がつながったことに、俺は驚きを隠せない。

			「分かっていただけましたか？　もし、誠一さんが食べたというモノが本当に『進化の実』であるのなら……それは、世界に大きな衝撃を与えるでしょう」

			「…………信じてもらえないかもしれませんが、『進化の実』を食べた結果、こうして俺の見た目が変わったわけで……」

			「そうですね……『進化の実』は、残された記述が正しいのであれば、誠一さんの見た目が変わったのも、生物としての格が引き上げられた結果と考えられるので……文字通り、『生まれ変わった』というのが正しいでしょう。ですから、今の誠一さんの姿は、紛れもなく誠一さん自身のモノですよ」

			「…………」

			　唖あ然ぜんとするしかない俺。

			　すると、サリアが笑顔で言った。

			「だから言ったでしょ？　誠一は誠一だって！」

			　その言葉に、俺は涙ではなく、今度は笑顔を浮かべたのだった。

		

	
		
			　

			化物は気付いた

			　

			『進化の実』の予想外の話に驚いた俺だったが、ふと神無月先輩に視線を向けた瞬間、その瞳ひとみが死んでいることに気付いた。

			「ふふふ……こうして、私が知らない誠一君の秘密を聞くと……嫉しつ妬とでどうにかなりそうだ」

			　神無月先輩を完全に放置して話を進めてしまった……！

			　そうだよ、『進化の実』のことを神無月先輩が知るわけないじゃないか！　もっと違うタイミングでベアトリスさんに訊きけばよかった！

			　何とかして、神無月先輩に話を振ろうと考えていると、ふとあることに気付いた。

			「そう言えば、翔太たちはどうしたんですか？」

			　俺がそう言いながら周囲を見渡してみると、翔太たちどころか、他の勇者たちの姿を食堂で見つけることができなかった。

			　すると、神無月先輩は死んだ表情から一転して、少し険しい表情になった。

			「誠一君。それを説明するには、今の私たちの状況から説明する必要があるのだ」

			「え？」

			「ハッキリと言おう。私たち勇者組は……この学園で、敵視されている」

			「なっ!?」

			　突然告げられた衝撃の事実に俺は驚きの声を上げた。

			　さらに、ベアトリスさんもその言葉を肯定する。

			「……たいへん言いづらいのですが……神無月さんの言葉は事実です」

			「そんな……どうしてそんな状況に!?　って、それなら神無月先輩はどうしてここに!?　神無月先輩はここにいて大丈夫なんですか!?」

			「ふっ……私の勘が、食堂に行かないと後悔すると囁いたのだ。それに、微かにだが……誠一君の匂いを感じたからな。おかげで、こうして誠一君に会うことができた。私の鼻も捨てたものじゃないな」

			「おーけー、まったく分からん！」

			　どうやら、俺の理解できる領域を超えているらしい。

			「私に関しては、何とかうまい具合に立ち回ったおかげで、完全ではないにしろ、他の者たちに比べて敵意は少ない。先生方も目を光らせているから、急に襲われるなんて事態にはならないさ。それに、仮に襲われたとしても、返り討ちにできる程度の実力はあるつもりだ。これでも、勇者たちのなかでは上位の実力者だからな。だから、安心してほしい」

			「そ、そうですか……」

			　とりあえず、誰かに襲われる心配がないと分かり安あん堵どすると、神無月先輩は濁った瞳ひとみで俺を見つめた。

			「本当に、安心してくれていい。君以外に、私の貞操はあげないからな」

			「違う意味で安心できねぇ！」

			「心配せずとも、私の純潔は守り通している。遠慮せず、消えない傷を残して、私を汚してほしい」

			「話が生々しすぎる……！」

			　俺、こんな神無月先輩知らないよ！　てか知りたくなかった！

			　ソッチ方面の耐性が低い俺は、思わず両手で顔を覆おおった。

			　そもそも、どうして俺なんかにこんなこと言ってくるの!?　地球にいたころ、神無月先輩って誰か好きな人がいるって聞いた気がするんだけど!?

			　脳みそがショート寸前でいると、アルが少し不機嫌そうに先輩に訊たずねる。

			「んで？　お前は誠一をどうしたいんだ？」

			「監禁したい」

			「願望駄々漏れじゃねぇかッ！」

			　即答したうえに、内容が酷ひどすぎる！　もうどうすりゃいいの!?

			　すると、神無月先輩はショックを受けた表情で口を開く。

			「そ、そんな……私は、こんなにも誠一君を想っているというのに……私には、誠一君しかいないんだ。誠一君が望むことなら、何でもしてあげられる……いや、何でもする」

			「なるほど。ならまともになってください」

			「私はまともだが？」

			「手遅れだった……！」

			　ねえねえ、俺の知ってる『まとも』からほど遠いんだけどさぁ、大丈夫？　俺の知らぬ間に、『まとも』の定義が変わってない？　変わってるよね？

			「それはいいとして……」

			「よくないから！」

			「こうして君に会えた今、私は君に伝えたいことがある」

			「伝えたいこと？」

			　俺が首を傾げると、神無月先輩は俺のローブを指さした。

			「誠一君は、名前こそ隠してはいないようだけれど、今の格好のおかげで、顔は分からない」

			「そう……ですね。一応、隠すつもりでフードも被っているので……あ、神無月先輩には見せますよ。もし、俺がフードを脱いでいる状態のときに会ったら、分からないかもしれないですから」

			「その心配はいらない。どんな君でも、すぐに分かるからな」

			「おっと、違う心配が生まれたぞ!?」

			　確かに、臭いとか勘とかで俺の存在を察知しちゃうような人だからね！　全然不思議じゃねぇや！

			「私が君に伝えたいことは、私たちに関わらないでほしいということだ」

			「なっ!?　どうして!?」

			「君を巻き込みたくないからな」

			　神無月先輩はそう言うと、サリアたちに視線を移した。

			「誠一君は今、地球にいたころ……それも、ご両親がご存命だったころと同じくらい、幸せそうに見えるよ」

			「それは……」

			　確かに、虐いじめられてはいたけど、親が生きていたころは、そんなこと気にならないくらい、俺にとっては幸せだったからな……。

			「そんな君の幸せを、私は壊したくない。私にとって、誠一君が幸せであることが何よりも嬉しいことだからな」

			「……」

			「だから、君には私たち勇者に……いや、カイゼル帝国の関係者に近づいてほしくないんだ。そのために、君は今のまま、素顔を隠していてほしい。名前だけなら、この世界には東の国という似たような名前を持つ者たちの国があるともいうし、君が私たちと同じ地球からやってきたとは思わないだろう。私たち勇者組から見てもそうだ。翔太たちも、気付かないのではないか？　会話をすれば、気付かれるかもしれないが、見た目だけは、フードを被っているとはいえ、大きく変わったと思う」

			　真剣な表情で神無月先輩がそう言うと、彼女は寂さびし気な表情を浮かべた。

			「先にも言ったが、この学園における私たち勇者組の立ち位置は、非常に危ういのだ。主な原因は、勇者としての優秀なスペックと、潜在能力のせいで、周囲を見下す苛烈な差別が始まったことなわけだが……フッ、どれも自業自得だな」

			「……」

			「まあでも、君の素顔が見たいというのは……ある。かなり……いや、大いに…………勇者どもが…………！」

			　神無月先輩？　貴女も勇者ですよね？　それに生徒会長でしたよね!?　私情が駄々漏れだぜ！

			「コホン。まあ、私としては、こうして再び出会えたわけだから、片時も離れず、生涯を共にしたかったわけだが……君の幸せのためだ。我慢しよう」

			　すみません、ちょっと安心してる俺がいます。

			「あれ？　でも……それなら今こうして話している姿を見られるのはまずいんじゃないですか？」

			「その心配はない。一応、周囲に人が少ない席を選んだわけだし、何より、ベアトリス先生がいるからな。ベアトリス先生は私たち勇者のクラスは見ていないから、接点こそないが、先生に質問しに来たとでも言っておけば、追及はされないだろう。それに、この場には私と誠一君以外にもいるからな。誠一君だけに話しかけにきたとは考えにくいわけだから、それだけでも十分だ」

			　一応考えてくれていたみたいだな……。

			　でも、神無月先輩が関わるなって言っても、俺はそう簡単に頷くことはできない。

			「……俺のためとはいえ、そんなこと納得できませんよ」

			「今回ばかりは、君の願いとはいえ、受け入れることはできない。もし、仮に君から私たちに接触を図ったとしても、私たちは他人の振りをするだろう。もうこの話は翔太たちにも通してある。わざわざ君を虐いじめていたヤツらに接触する意味もないし、酷こくな言い方をするが、意味のある接触相手など、数少ない友人くらいだろう？」

			「うっ」

			　まったく言い返せない。俺、友達少ないからね！　でも、決していないわけじゃないよ！　そう信じてる！　つか、確実に俺がこの学園にいるかどうかも分からない状態で、翔太たちにも話を通してあるってどういうこと!?

			　それはともかく、確かに俺が勇者組と接触するなら、神無月先輩たち以外、ありえない。今となっては何の問題もないのだろうが、やはりこの世界に来る前まで長年いじめられ続けてきた身としては、虐いじめてきたヤツらと会うのはいろいろと辛つらい。

			　もちろん、実際出会えば、恐怖心など感じることもなく、返り討ちにできるんだろうけど。

			　そんなわけで、神無月先輩たちに他人の振りをされてしまえば、結局そこで終わりなのだ。

			　……いや、他人の振りをするなら、俺がもう一度友人関係に持っていけば、何の問題もないんじゃね？

			　せっかくの神無月先輩の好意だとは分かっていても、それでも俺が神無月先輩たちを見捨てるのはありえなかった。

			「とにかく、君は安心して過ごしてほしい。私も、勇者としての役割を終え、もう一度君の前に戻って来るから」

			「……」

			　ここで何を言っても、神無月先輩は考えを変えないだろう。伊達に幼おさな馴な染じみをやってないからな。神無月先輩は一度決めたら絶対に実行する。

			　だからこそ、こういう場合は返事をするんじゃなく、適当に流れを変えて、話を有う耶や無む耶やにするのが正しいのだ。

			「あ、そう言えば、神無月先輩はこうしてこの食堂にやってきても大丈夫って言いましたけど、翔太たちの昼飯はどうなってるんですか？」

			　かなり無理やりな話題転換だが、何かを決意したときの神無月先輩は集中しているから、こういう不自然な話の流れにも気付かなくなるのだ。

			「他の勇者たちの食事か？　それなら心配いらない。彼らの食事は、学園側が用意して、教室まで運んでくれるからな」

			　どこのセレブですか。ただの学生の待遇じゃねぇよな？　……あ、勇者じゃん。

			「いくらなんでも大げさすぎる気もするんですが……先輩がそう言うってことは、本当にそれだけ危ない状況なんでしょうね」

			　神無月先輩は、【神無月グループ】の令嬢だったこともあり、人を見る目や、周囲の空気を察する能力が長けている。

			　だからと言って、過信するのは危ないかもしれないが、神無月先輩の言葉は忘れずに心に留めておくのがいいだろう。

			　そんなことを考えていると、神無月先輩がまた濁った瞳ひとみを向けてきた。

			「さて、誠一君。しばらくの間、再び接触できないわけだから、先ほど君が作った、昔の君のフィギュアを私に寄越せ」

			「お願いですらない!?」

			「あと、等身大のモノも用意してくれ」

			「追加注文まで来たよッ！」

			　頭を抱えて思わずそうツッコむと、神無月先輩は笑いながら席を立った。

			「さて、そろそろ私は行こう。昼休みも終わることだしな」

			「あの……」

			「さっきも言ったが、私と君は、この昼休みが終わった瞬間、ただの他人だよ」

			「……」

			「…………とにかく、君が無事で……いや、幸せそうで、本当によかった」

			　神無月先輩は、そう寂さびしげに笑った。

			「それじゃあ、また会おう。今度は、『勇者』の神無月華蓮ではなく、『幼おさな馴な染じみ』の神無月華蓮としてな」

			　それだけ言うと、神無月先輩は踵を返した。

			　俺はその背中を見つめる。

			　そのとき、ふと神無月先輩の手首に、無骨な腕輪が着いていることに気付いた。

			　あんな腕輪……着けてたか？

			　過去の神無月先輩の姿を思い返してみても、あんな腕輪を着けていた記憶がなかった。

			　さらに言えば、神無月先輩の腕輪は、オリガちゃんに装着されていた【隷れい属ぞくの首輪】を想起させていた。

			　得体の知れない不安に駆られた俺は、急いで神無月先輩の腕輪に『鑑かん定てい』のスキルを使用した。

			　すると――――。

			【隷れい属ぞくの腕輪】

			　俺の嫌な予感は的中した。

			　これが示すことは、カイゼル帝国は勇者たちを隷れい属ぞくさせているということだ。

			『勇者』として召しよう喚かんされたからこそ、神無月先輩たちは大丈夫だと思っていた。いや、思いたかった。

			　だが、現実は非情だった。

			　俺の、大切な存在である、神無月先輩たちがくだらない国家の陰いん謀ぼうに巻き込まれているのだ。

			　――――フザケルナ。

			　突きつけられた現実に、熱くなるどころか逆に頭が冷えていき、ついに――――。

			　俺のなかの、何かが切れた。

		

	
		
			　

			化物の怒り

			　

			　――――その日、世界中の魔物や動物が、いっせいに逃げ惑った。

			　弱いゆえに警戒心や危険察知能力の高い魔物から、国によっては災害指定されるような魔物に至るまで。

			　そのすべてが、何かから逃げるように全力で移動を始めたのだ。

			　人間を襲うはずの魔物が、道中の村や町を襲うそぶりも見せずにである。

			　ただ、一心不乱に逃げ続けた。

			　しかし、誰もその理由を知る者はいない。

			　――――バーバドル魔法学園から、少しでも遠くに逃れようとしていることにも。

			　

			◆　◇　◆

			　

			　異変が起こったのは、魔物たちだけではなかった。

			　バーバドル魔法学園に存在するすべての存在が、いっせいに動きを止めた。

			　彼らは揃って、体中から大量の汗を流し、指先一つ動かすことさえできなかった。

			　なぜなら、彼らは幻視していた。

			　自身の肩に、【死】が手を置いていることを。

			『死神』のような、死を司るだけの存在などではない。

			　ただ、【死】という存在そのものが、自身の肩に手を置き、酷こく薄はくな笑みを浮かべながら、冷たく見下ろす光景を脳裏に浮かべていたのだ。

			　振り返れば、ただ死ぬ。

			　しかし、誰にもその理由が分からない。

			　なぜ、こんな状況になっているのか……そんな思考さえ、働かせる暇ひまもなく、ただひたすらに自身の背後に突然現れた【死】に怯えるしかなかった。

			　いっせいに動きを止め、静まり返ったバーバドル魔法学園のなか――――【柊誠一バケモノ】は、ゆっくりと歩き始めた。

			　

			◆　◇　◆

			　

			　俺は、どうすればいい？

			　この底の見えない気持ちを…………どこにぶつければいい？

			　過去の自分と今の自分を受け入れたことで、完全に馴染んだ体は、固有スキル『喜怒哀楽』によって、ステータスが恐ろしい勢いで上昇し続けていることを実感していた。

			　ああ……簡単じゃねぇか。

			　俺の大切な人たちに手を出した――――カイゼル帝国にぶつければいいんだ。

			　どこまでも残ざん酷こくな方法で、滅ぼしてやろう。

			　そうはいっても、残念ながらどうすれば相手が絶望するのかまるで分からない。

			　こんなことなら、ギルド本部のエリスさんがやっていた、『ＳＭ講座上級編』を受ければよかったかもしれない。

			　まあいい。どちらにせよ……遅い。

			　仕方がないから、跡形もなく――――存在しなかったことにして、許してやろう。

			　俺は、新たな魔法を創造する。

			　残ざん酷こくかつ無慈悲に、容赦なく記憶からも完全に消滅させる魔法。

			　イメージする光景は、何もない。

			　なぜなら、すべて消滅するのだから。

			　俺が立ち上がる直前に、なぜか急に立ち止まった神無月先輩に近づきながら、俺は未知の土地であるカイゼル帝国を強く思いながら、魔法名を口に出そうとした。

			「ぜ――――」

			『誠一っ！』

			　その瞬間、誰かが、俺の体を強く抱き留めた。

			　スッと冷めた思考のなかで、俺を抱き留めた人たちに目を向けると――――。

			「誠一！　大丈夫だから！」

			「落ち着け、誠一！」

			「主様！　落ち着いてください！　とりあえず、美お味いしい食べ物食べましょう！　そうすれば気分も落ち着くはずです！」

			「……誠一お兄ちゃん。それ以上、ダメ」

			　アルとルルネが俺の腕を抱き留め、サリアは腰にしがみつき、オリガちゃんは足を抱き留めていた。
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			　みんなの姿を見て、俺のなかに存在していた底の見えない気持ちが、一気に沈静化していくのを感じた。

			「み、みんな……どうして……？」

			　呆然とそう呟つぶやくと、アルが答えた。

			「よく分からねぇけどよ……ここで誠一を止めなきゃ、あとで誠一が絶対に後悔することになるって思ってよ……」

			「後悔……」

			　アルの言葉を聞いて、俺はとんでもないことをしようとしていたことに気付いた。

			　俺は、カイゼル帝国そのものを、世界中の人たちの記憶から抹まつ消しようしようとしたのだ。

			　抹まつ消しようする対象は、カイゼル帝国の偉い人たちだけでなく、国民も含めて全員だ。

			　そのことに気付いた瞬間、俺は完全に正気に返った。

			「誠一の力は、怒って使っても意味がないよ？　いつも通りの誠一が使うから、面白おかしく、周りのみんなが幸せになれるんだよ！」

			　俺の正面に立ったサリアは、笑顔でそう言った。

			　サリアの言葉に続いて、ルルネも頷く。

			「そうですよ、主様。主様の力を、外道に向けるなどもったいない。否、怒りを向けられることすらおこがましい。そのうち、主様に屈した世界が気を利かせて排除しますよ。ところで主様……怒ったらお腹が空きませんか？　一緒にもう一度食べましょう！」

			「少し抑えて三食にしたんじゃなかったの!?　そんでもって俺の扱いがヤバイ！」

			　ルルネの言葉に、俺は思わずそうツッコんだ。てか、ルルネはなんで俺が世界を屈服させたって知ってるの!?　誰にも言ってないよね!?

			　すると、サリアたちは全員笑顔を浮かべた。

			「やっといつもの誠一に戻ったね！」

			「たく……理由は分からねぇが、いきなり誠一の雰囲気が変わって驚いたぜ……」

			「私は理由が分かりますが……」

			「分かるのかよ!?」

			「……私も、分かる」

			「オリガちゃんも!?」

			　アルが驚きの声を上げた。

			　すると、ルルネとオリガちゃんは揃って神無月先輩の腕輪を指さした。

			「恐らく、あれが原因でしょう」

			「……ん。アレ……とても悪い」

			「あ？　……何だ？　どこかで見たことあるようなデザインなんだが……」

			「……【隷れい属ぞくの腕輪】。私が着けられた【隷れい属ぞくの首輪】の劣化版。……私も、さっき、気付いた」

			「なっ!?　そ、そうなのか!?」

			「……ああ」

			　再び暗い気持ちになるものの、今度は怒りに身を任せるような状況にはならなかった。

			　俺は、ゆっくりと神無月先輩に近づく。

			「神無月先輩……」

			「ハッ!?　わ、私はいったい……？」

			　なぜか、神無月先輩は汗を浮かべ、首を傾げていた。

			　ふと、周囲が静かなことに気付いた俺は、辺りを見渡す。皆が皆、床に倒れてたり、机に突っ伏していたりと、そこには不思議な光景が広がっていた。

			「は!?　何この怪奇現象!?」

			「いや、誠一のせいだよ」

			　アルが、ジト目で俺にそう言ったが、俺には身に覚えがなく、首を捻るしかない。

			　すると、サリアが教えてくれた。

			「誠一の怒った気持ちに当てられて、動けなかったのが解放されて、安心と同時に気絶しちゃったんだよ」

			「え？　俺が怒ったせい!?」

			　なにその歩く兵器！　迂闊に感情を爆発させられねぇよ！

			　もしかして、本気で泣いたら湖くらいできちゃうんじゃねぇの？　いや、まさか――――やっぱり否定できねぇ！

			「で、でも、確かに『威圧』のスキルは持ってるけどよ、あれってレベル差がないと意味がないはずなんだけど……」

			「誠一の場合、スキルとかの効果じゃなくて、純粋な誠一自身の力に、みんなの生存本能が大きく警けい鐘しようを鳴らしたんだよ」

			　俺はスキルがなくても軽く人を威圧することができるようです。まあ、俺のステータスを見れば納得しちゃうよね！　大丈夫！　慣れる気がしない！

			「神無月先輩！　大丈夫ですか？」

			「あ、ああ。誠一君は何ともないのか？　私は、一瞬ですべてを屈服させられた感覚に陥おちいったよ……なぜだかとても、心地よかった」

			「大丈夫じゃなさそうですね」

			　よく分からないけど、俺の怒りでみんなが倒れるなか、それを心地いいと感じる神無月先輩は正気じゃないと思う。どこかにお医者様はいらっしゃいませんか？　重症者です。

			　ふらつきながらも立ち上がった神無月先輩に、俺は深刻な表情で切り出した。

			「神無月先輩。その腕輪……どうしたんですか？」

			「これか？　これは、カイゼル帝国から支給されたものだ。何でも、私たちのステータスに補正がかかるらしい」

			「……」

			　やっぱり、カイゼル帝国で間違いないのか……それに、神無月先輩の口ぶりから察するに、勇者たち全員が装着させられているのだろう。

			　それでも、サリアたちに止めてもらった俺は、もう怒りを爆発させることはなかった。

			　……ここで魔法の【ジャッジメント】を使ってもいいのかもしれないが、突然国の指導者がいなくなったりしたら、カイゼル帝国の国民が困るよな。どんな政治を行っているのか知らないけどさ。

			　だが、別に怒りが収まったわけじゃない。

			　だから、いずれ……何かしらの方法を考えて、個人的にぶっ飛ばしに行くつもりだ。

			　これは予定じゃない。決定事項だ。

			「神無月先輩……よく聞いてください。先輩たちに着けられた腕輪は、【隷れい属ぞくの腕輪】と呼ばれる、装着させた者が、装着した者を強制的に従えるための道具なんです」

			「何!?　しかし、私たちの持つスキル『鑑かん定てい』には、そんな表示はされないが……」

			「俺はいろいろあって、その『鑑かん定てい』よりさらに上位のスキル『上級鑑かん定てい』を持っています。それ以外にも、『世界眼』という固有スキルも持っていて、それで対象者の状態を確認できるのですが……今の神無月先輩の状態は、【隷れい属ぞく】です」

			「なっ!?」

			　俺の説明に、神無月先輩は大きく驚いた。

			「なぜ誠一君がそんなスキルを？」

			「……話せば長くなるので、それは時間があるときにでも。そんなことよりも、まずは神無月先輩に装着された【隷れい属ぞくの腕輪】を外すことが先決です。理由は不明ですが、先輩たちの『鑑かん定てい』を上回る何かによって、騙されたんですよ」

			「そんな……」

			　神無月先輩は、大きくショックを受けているようだった。

			　それもそうだろう。自分にメリットのあるモノだと思っていたら、デメリットしかなかったわけなのだから。

			「幸い、俺にはその状態から解放する術があります。だから、今すぐにでも解放を――――」

			「ちょっと待ってくれ、誠一君」

			「え？」

			「君の言うことが本当なら、これは私たちを召しよう喚かんした国……カイゼル帝国側の意図があって、装着されたのだ。それを、解除した状態でまたあの国に戻れば、面倒なことになるのは目に見えている」

			「それなら、戻らなければいいじゃないですか！」

			「そういうわけにもいかないのだ」

			「どうして!?」

			「……君に、余計な心配をかけたくはなかったのだがな。……私たちが召しよう喚かんされたとき、先生方を人質として捕らえられてしまったのだ」

			「なっ!?」

			「先生たちだけでなく、勇者としての適性がなかった者たち……つまり、戦闘に長けていない生徒たちも、同じように監禁されているのだ」

			「……」

			　俺は、ただ黙ることしかできなかった。

			　それほど、俺にとっては衝撃的な内容だったのだ。

			「私はそんな彼らを見捨てることはできない。曲がりなりにも生徒会長なわけだからな」

			「……」

			　確かに、俺も見捨てるなんて考えたくはない。

			　でも、俺にとって、優先すべき対象は神無月先輩たちなのだ。

			　俺は聖人君子じゃない。

			　誰に何と言われようが、俺にとって、神無月先輩たち以外は所しよ詮せんその他大勢でしかない。

			　それに、俺自身がカイゼル帝国に魔法で移動しようとしても、それはできない。

			　なぜなら、『空間魔法』による転移は、一度でも行ったことのある場所でないと発動せず、これは俺の【魔法創造】のスキルをもってしても、覆くつがえすことはできない。

			　なぜなら、まったく想像ができないからだ。

			【魔法創造】で、遠くの景色を見る魔法を創ったとしても、条件は『見たことがある』ではなく、『行ったことがある』なので、恐らく無理だろう。

			　それ以前に、『転移』という魔法自体が存在するからこそ、【魔法創造】も発動しないだろう。

			「なら、どうすれば――――」

			「そこでだ。誠一君、私の腕輪を壊さずに外してくれ」

			「え？」

			　こ、壊さずに？

			　俺の【リ○カーン大統領】はオリガちゃんの首輪を壊したわけだから、そんなことできるのだろうか？

			　いや……壊さないイメージでやれば、そのイメージ通りに発動してくれる気がするな。

			　理由は分からないが、そう思った。

			　何というか、完全に俺の体と意識が馴染んだことで、俺の体ができると伝えてくれている気がしたのだ。

			　…………ダメもとでやってみるか。

			　神無月先輩に、腕輪のついた手を掲げてもらうと、壊さずに外すイメージで、【リ○カーン大統領】を唱えた。

			　すると――――。

			「本当に、外せるのだな……」

			「本当にできました」

			「いや、君が分からないでどうする!?」

			　壊れることなく、綺き麗れいに腕輪が外れたのだ。

			　外れた腕輪を神無月先輩が拾い上げると、彼女はそれを俺に突き出した。

			「よし、私に装着しろ」

			「病院に行きましょう」

			　どうして外したモノをまた装着するようなことを言うの!?　おかしいでしょ!?

			　神無月先輩の意味不明な行為に、反射的に言葉を発してしまったが、神無月先輩は特に気にした様子も見せず、真面目な表情で言い放った。

			「君に支配されたい」

			「手遅れだった……！」

			　頭を抱えて、そう叫ぶと、神無月先輩は真面目な表情のまま続ける。

			「一厘冗談だ」

			「九割九分九厘本気ってことですか!?」

			「まあ落ち着け。先ほども言ったが、装着したはずの腕輪がない状態で国に帰れば、面倒なことになるだろう。これは、間違いがない」

			「そうですね」

			「なら、装着者を替えてしまえばいい。そうすれば、向こうにもバレず、なおかつ君に支配してもらえるという……私は天才かもしれない」

			「こんな天才嫌だッ！」

			「ともかく、命令はしなくていいから、私にもう一度装着してくれ。頼む」

			　真剣な表情でそう言う神無月先輩。

			　まあ、言っていることは理解できるんだけど……。

			　葛藤し続けていると、不意に神無月先輩が俺の腕をとり、そのまま腕輪を装着してしまった。

			「あっ!?」

			「ふふ。これで、私は君のモノだな」

			　なぜか、うっとりとした表情でそんなことを言う神無月先輩。

			「さて、早速私に命令してもらおうか」

			「さっき命令しなくていいって言った！　絶対に言ったよ!?」

			「あれは嘘だ。私がこんなオイシイ状況で正直者になるはずがないだろう？」

			「胸を張って言うことじゃない！」

			「いいから私に命令しろ」

			「立場が逆転してる!?」

			　俺が命令権を持つはずなのに、なぜか神無月先輩が俺に命令をしてくる。しかもその内容が『命令しろ』ってもう……イヤ、この人。

			　じーっと見つめられ続ける俺は、とんでもなく居心地が悪い。

			　どうしたもんかと考えていると、ふと思いついた。

			「なら、神無月先輩」

			「よし、私と褥しとねを共にしろというのだな？　任せろ」

			「貴女は俺をどういう目で見ているんですか!?」

			　一つ咳ばらいをすると、改めて神無月先輩に向き直る。

			「それでは命令します。【絶対に無事でいること】……これが、貴女に課す命令です」

			「誠一君……」

			「俺にとって、神無月先輩たちが第一優先です。残ざん酷こくな言い方をしますが、神無月先輩たちが無事なら、他の生徒はどうなってもいい。何よりも、先輩たちが大切なんです」

			「……」

			「先輩はこれから俺を巻き込まないように避けるって言いましたけど、翔太たちの腕輪を解除するまでは、絶対に会いに行きますから」

			「……全員の腕輪を……とは言えないな。君にその義務はないし、何より私は君を巻き込みたくない。……ダメダメだな、私は」

			「神無月先輩……」

			「…………分かった。それなら、翔太たちの腕輪は解除してもらおう。そのあとは、翔太たちと協力して、何としてでも皆を守り切る」

			　そう言うと、神無月先輩は笑顔で俺に言った。

			「もちろん、君の命令を守りながらね…………もっと酷ひどい命令がよかったのだが」

			　最後の一言、聞こえてますよ。
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			怒りの影響

			　

			　誠一バケモノが異世界で初めて激怒した日。

			　その影響は魔物やバーバドル魔法学園だけにとどまらず、多くの場所にも影響を及ぼしていた。

			　魔王領もまた、その影響を受けた地域の一つであった――――。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「「「うぉっほい!?」」」

			　俺――――ベル・ジゼルは、突とつ如じよ襲った悪寒に、体を大きく震わせた。……って……。

			「おい、お前らも悪寒がしたのか？」

			「は、はい……」

			「え？　ということは、ベルさんも……？」

			　何と、悪寒を感じたのは俺だけでなく、部下にして大切な仲間であるテリー・ヘムトとボスコ・ダンの二人もだった。

			「俺ら三人同時に悪寒を感じるとか……穏やかじゃねぇな」

			「いえ、別に悪寒を感じなくても普段から穏やかとは程遠いんですが……」

			「言うんじゃねぇ。号泣するぞ」

			　そんなやり取りをしながらも、当初の目的を達成するべく、手を動かし続ける。

			　結局、あの悪寒は何だったんだろうな？

			　そんなことを考えていると、不意にボスコが訊きいてきた。

			「ベルさん……俺たち、一応特殊部隊ですよね？」

			「あん？　そうだな。レイヤ様直属の部隊……つまり、一般兵たちとは格の違う、エリートだ」

			「玉砕隊と言われてますが？」

			「バカ野郎。それは他の連中の嫉しつ妬とだよ」

			「いえ、レイヤ様たち、幹部の皆さまが言ってるそうですが……」

			「………………黙って手を動かせ」

			「誤ご魔ま化かさないでください！　もし、本当にエリートなら――――」

			「ばっ！　それ以上言うんじゃ――――」

			「――――お城の掃除なんてさせられないでしょう!?」

			「やめろぉぉぉぉぉぉおおおおおおおおおおお！」

			　ボスコのヤツ、言い切りやがった！　俺が必死で目を背けてたことなのに！

			「ボスコ！　テメェ……ついに口に出しちまったなぁ!?　俺が全力で現実逃避してたことを……！　テリー！　コイツをどうしてやろうか!?」

			「ベルさん。俺もボスコと同じ考えなんですが……」

			「テメェもかあああああああああああああああ!!」

			　ここに仲間なんていなかったんだ！　チクショウめ！

			「考えてみてもください！　俺たちがまともに命令を受けたことってありますか!?」

			「あるだろう!?　テルベールに転移魔法ばら撒いたじゃねぇか！」

			「あれは独断でしょう!?」

			「そうだったよ、コンチクショー！」

			　よく考えれば、本当に俺たちはまともな命令を受けたことがなかった。

			　いや、黒龍神様が倒されたとき、留守を任されたのも立派な命令ではあると思うけどね！

			「戦闘力が上がるどころか、主夫力がどんどん上がるし……！」

			「い、いいじゃねぇか、主夫！　最高だろ!?」

			「俺たちエリート部隊の隊員でしょ!?」

			「クソッたれ！」

			　思わず頭を抱えると、ボスコはピカピカに磨かれた窓を指さした。

			「見てください！　この新品のような窓ガラスを！　いったいいつ、この技術を戦闘で使うんですか!?」

			「ゆ、勇者どもの武器を磨いてやればいいじゃねぇか！」

			「バカなんですか!?」

			「ゴメンナサイ！」

			　ボスコの言う通りである。

			　こんな家事スキルが磨かれたところで、戦闘では何の役にも立たないのだ。

			　テリーも何も言わないが、心の奥底ではボスコと同じことを考えているのだろう。

			　だが、俺たちは何が何でもこの掃除をやり遂げなければならないのだ。

			　未だに不満を言い続けるボスコを意識から追いやり、姿勢を正して深く息を吸い込むと、大声で号令した。

			「せいれぇぇぇぇぇえええええつ！」

			「「は、はい！」」

			　無駄に訓練された整列の号令に、ボスコたちは反射的に背筋を伸ばし、大きく返事をした。

			「いいか！　今の状況に不満があるのなら、自分の糧となるように工夫しろ！　例えばこの頑固な汚れたちを勇者として考えるんだ！　ええい、忌いま々いましい勇者どもめ……俺たちが綺き麗れいに磨きつくしてやるぜ！　……どうだ？　これだけでも打倒勇者への士気が高まるだろう!?」

			「な、なるほど！」

			「さすがベルさん！」

			「よぉし！　それじゃあラストスパートだ！　一気に勇者どもを殲せん滅めつするぞ！」

			「「はいっ！」」

			　俺たちはそれぞれの掃除道具ぶきを手に、勇者たちに挑んだ。

			「――――って、なるわけないでしょ!?」

			「ですよねー！」

			　さすがに誤ご魔ま化かし方に無理がありすぎたようだ。俺、ガッカリ。

			　俺は大きくため息を吐くと、仕方なく切り札となる言葉を告げた。

			「なら、レイヤ様に直接言うんだな」

			「よぉし、勇者どもを殲せん滅めつするぞー！」

			「任せろ！　俺たちは勇者殺しのエキスパートだぜっ！」

			　どんなに強気でいても、結局レイヤ様のオシオキが怖いことに変わりはなかったのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			『ッ!?!?』

			　私――――レイヤ・ファルザーは、突とつ如じよ、謎の【ナニカ】による圧力を感じ取り、体を強こわ張ばらせた。

			　な、何なの？　いったい……。

			　今日は、以前ルーティア様が宣言したウィンブルグ王国と同盟についての会議のため、再び魔王城へと集まっていたんだけど……。

			　吹き出す汗や体の震えとは別に、なぜか冷静な思考回路で現状を把は握あくしようと努力した。

			　静かに周囲を見渡すと、魔王軍の最強格――――第一部隊隊長ゼロス・アルバーナと第二部隊隊長ゾルア・ワルトーレ、そして懲ちよう罰ばつ部隊隊長のジェイド・レーヴェンのみ、臨戦態勢に移行していた。

			　ゼロスは、禍まが々まがしい魔力を噴出させ、ゾルアは体に闇やみを纏まとい、紅い瞳ひとみ以外の姿を確認できない状態になり、ジェイドは妖しい魔力を周囲に漂わせていた。

			　これは、滅多に見ることのできない、三人の全力戦闘態勢だった。

			　だが、彼らの表情は、焦りと困こん惑わく、そして――――恐怖に彩られていた。

			「…………いったい、何だ？　この力は――――」

			「んなこと知るかッ！　集中しやがれ、クソトカゲ……！」

			「ちょっとぉ……何なのよもぉ……！」

			　恐怖しながらも、三人は会話ができている。

			　それに比べ、私たち他の幹部は、身動きすら取れなかった。リアも余裕がなさそうね……って、ウルス、白目になってない？　気絶してるわよね？

			「ルーティア様は無事だろうが……」

			「大丈夫だろうよ……このバカげた力の波動は、ここからとんでもなく離れた場所から……それも、特定の人物じゃなく、無差別に放たれてるっぽいからな……ルーティア様を狙ってるワケじゃねぇだろ」

			「迷惑な子がいたものねぇ……」

			　一瞬の気も抜けない状態でしばらくの時間を過ごすと、不意に先ほどまでの圧力がまるで嘘のように綺き麗れいになくなった。

			　それによって、私たちは再び身動きがとれるようになった。

			　私は何度も呼吸を繰り返した。

			「ハァ、ハァ、ハァ……冗談じゃないわ。今の私たちにとって、一つでも不安要素があるのは困るじゃない……」

			「確かに、俺たちが全力で戦ってなお、勝てるか分からない強大な力の大きさを感じたが、その矛先は俺たち……いや、魔族に向いているモノではなかった。心配するだけ無駄であろう」

			「そうは言っても……」

			「ごちゃごちゃうるせぇなぁ……今は俺たちに害がないって分かったんだ、それを素直に喜ぶくらいできねぇのかよ」

			　ゼロスとゾルアの二人にそう言われては、黙るしかなかった。

			　だが、そう簡単に納得できるほど、私は強くもないし、能天気でもない。

			　……そのうち、またベルたちを使って、情報を集めさせようかしら？　危険な任務にはなると思うけど……大丈夫よね。だって、玉砕隊だし。

			　そんなことを考えていると、ゾルアがウルスを指さした。

			「ウルスを見てみろ。動じてねぇだろうが……って気絶してんのか!?　情けねぇ……」

			「残念だけど、私たちはアナタたちほど生物をやめてはいないのよ」

			「【不死鳥】のレイヤに言われても、説得力がねぇよなぁ」

			　それはアンタもでしょう！

			　私は、吸血鬼の真祖であるゾルアに言われ、内心盛大にツッコんだ。

			　私の種族は、確かに【不死鳥】だ。

			　特に、私は不死鳥としての固有能力の『治癒の炎』に加え、空気を操る『空気魔法』を有しているからこそ、魔族軍の幹部にまでなれたのだ。

			　ベルたちは、私の魔法を『気体魔法』と勘違いしているようだけど、私が操ることができるのはこの世界中に漂う空気だけ。ありとあらゆる気体を自在に操ったり、生み出したりするほどの力はない。

			　黒龍神様が倒されたとき、早く復活してもらえるように私が向かったのも、『治癒の炎』の力を持っていたからだ。

			　治癒の炎は、死んでさえいなければ、時間はかかるものの、どんな傷でも癒いやすことができる。

			　ただ、封印などの特殊な状態異常を解除する力はない。

			　……封印を解くことができれば、ルーティア様のお父様を完全に復活させることもできるのにね……。

			　ルーティア様のお父様――――つまり、現魔王様が封印されたのもだいぶ前のことだ。

			　初代魔王様が封印され、先導者を失った私たち魔族は、力の強い者を王に据えることで、こうして今までやって来ることができた。

			　魔族は、ただ平和に暮らしたいだけなのだ。

			　それなのに、人間は次々と兵隊を送り込んでは、戦争を仕掛けてくる。

			　そして、また新たな魔王様も封印された。

			　――――そんな憎い相手なはずなのに、ルーティア様は人間と手を取りたいとおっしゃられた。

			　だから、私たちは全力でそれを支えるだけなのだ。

			　ルーティア様の邪魔をするヤツは、誰であろうと許さない。

			「……」

			　私は、謎の圧倒的な力の波動を放った者を想像する。

			　……もし、その存在がルーティア様の邪魔をするのであれば――――。

			「命にかえても、止めて見せるわ……」

			　私は、そう決意した。

		

	
		
			　

			ゴリラとロバ対バケモノ

			　

			　神無月先輩と別れたあと、分かり切っていたことだが、食堂はカオスな状態になった。

			　より詳しく説明しよう。

			　ぶちまけられた食事の数々、机や床に倒れ伏す生徒たち。

			　な？　酷ひどいだろ？

			　こんな状況のなかで、よく神無月先輩は平気な顔して帰って行けたよな……。

			　まあ、すべての元凶は俺なんですけどね！　猛もう省せいしています！

			　とにかく、そんな酷ひどい状態だった食堂も、徐々に皆、目覚め始め、身の回りに起こった出来事に困こん惑わくしながらも、散乱した食事などを片付け始めた。……酷ひどい人なんかは、スープのなかに顔を突っ込んでたな。死んでないよね？

			　他の生徒たちは訳も分からない状況だが、原因を知っているのは俺たちと神無月先輩だけであり、結局この状況の原因は謎ということになったのだった。……よかった、原因究明とかされないで。まあしないのもそれはそれでどうかとは思うけど。

			　その後、ベアトリスさんも目を覚まし、サリアとルルネの二人と模も擬ぎ戦をするため、再び闘技場へと向かった。

			　闘技場に到着すると、午前中とは異なり、そこには俺たちのクラスしかおらず、他のメンバーも集まっていた。

			「テテテテ……マジで訳分からねぇよな……気付いたら洗面台に顔面から突っ込んでたぜ……」

			「……いや、貴様の場合、その髪型で顔が直接触れることはないんじゃないか……？」

			「俺のイカしたリーゼントか？　バカ野郎、俺のリーゼントは柔と剛の両方を備えてるんだぜ？　華麗に曲がって無事だったに決まってるだろう！」

			「…………貴様の髪が謎すぎる…………」

			　そんなアグノスとブルードの会話を聴いて、俺は内心で謝った。ごめん。

			「久しぶりだなぁ～、誠一と戦うのも！」

			　すると、準備運動をするサリアが、ニコニコとしながら言ってきた。

			　俺も、以前はやられっぱなしだった俺が、サリアとどんな戦いができるのか、とても気になっていた。

			　だが、それ以上に気になるのは、謎の戦闘力を持つルルネとの戦いである。

			　テルベールが魔物に襲われたときも、ルルネはただの蹴けりだけで衝撃波を発生させ、魔物をまとめて吹っ飛ばしてたからな。

			　そう思い、ルルネに視線を向けると、珍しいことにルルネは狼狽うろたえていた。

			「そ、そんな……私が主様に手を上げるなど……で、できません！」

			「いや、そう言われても……ていうか、話聴いてなかったよな……」

			「私は主様を守る騎士なのですよ!?　主様と戦うための存在ではないのです！」

			「なら、この模も擬ぎ戦が終わったら、美お味いそうなモノでも食べに連れて行ってやるから、頑張れ」

			「全力でお相手いたします！」

			「忠誠心軽いなぁ！　知ってたけどね！」

			　実際、このバーバドル魔法学園内は、ちょっとした街みたいになっているらしいし、散策してみるのもいいかもしれないな。

			　そんなことを思いつつ、お互いに向かい合う形で立つと、サリアが胸を張って言い放った。

			「誠一！　私も、あれから強くなってるんだから！　覚悟してね！」

			「主様……これも食事のためです……お覚悟を」

			　ルルネは無視するとして、サリアの強くなっているという部分に、俺は強く興味をひかれた。

			　確かに、テルベールに攻め込んできた魔物たちは、サリアと同格かそれ以上の魔物たちだったこともあり、それを倒したのだからサリアのレベルが上がっていてもおかしくないのだ。

			「そっか……それは楽しみだな」

			　俺も余裕を持つため、あえて強気に笑って見せる。

			　互いに火花を散らしあっていると、今回はベアトリスさんが開始の合図を出した。

			「準備はいいですか？　それでは……始め！」

			「行くよ？　誠一！」

			　サリアは開始の合図とともに元気よくそう言うと、顔の前で両腕をクロスさせた。

			　その謎の動作に、思わず警戒態勢をとる。

			「これが、私の新しい力だよ！」

			「新しい力だって!?」

			　何か特別なスキルでも手に入れたのだろうか？

			　サリアだけでなく、ルルネの動きにも警戒していると、サリアはクロスした腕を解き放った。

			　そして――――。

			「顔ダケ、変身」

			「……………………」

			　サリアは、顔だけゴリラになった。

			　……。

			　もう一度言おう。

			　顔だけ、ゴリラになった。

			「だから誰得だよぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

			　ゴリラの裸ワイシャツも需要なかったけどさ！

			　顔だけゴリラで体はグラマーな人間って、それもどこに需要があるわけ!?

			　雑コラじゃねぇんだからさぁ!?　この場合は何？　ゴリコラ？　使う機会ねぇよッ！

			「今マデ、全力ノタメニハ、体ノ変身、必要ダッタ。デモ、コレカラハ、顔ダケデ、イツデモ全力」

			「見た目！　見た目気にしようか！　女の子でしょ!?」

			「？　何カオカシイ？」

			「いろいろ！　いろいろオカシイよ！」

			「ナルホド……私ガ魅力的スギテ、誠一ガ困ッチャウンダネ……ナラ、最初カラソウ言エバイイノニ……モウ、照レ屋サン」

			「ちっがあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああう！」

			　ゴリラなサリア――――略してゴリアは、相変わらずだった。

			　とんでもないぶっ飛び解釈だよ！　その前向きさは本当に見習いたいものですね！　俺もポジティブさが売りなのに！　脱帽だよ！

			　てか、人間状態のときと、性格変わりすぎじゃない!?　ゴリアのときは、遠慮ってモノをまったく知らないんだけど!?

			「ジャ、行クヨ。『瞬腕』」

			「その技は……!?」

			　サリアが繰り出した技は、かつて【果てなき悲愛の森】で最初にサリアと戦ったときに使っていたものだった。

			　一瞬にして俺の視界からサリアが消え、気付いたときには、俺の目の前に現れていた。

			　反射神経なども化物クラスなはずなのだが、サリアの動きは相変わらず目で追えない。もうそういう仕様なんだろうか？

			　だが、今の俺には、たとえいきなり目の前に現れたとしても、対処できる自信があった。

			　そして、実際俺は目の前に現れたサリアに対して、自分で思い描いた動きで対処した。

			「ム!?」

			　俺は、高速で突き出された右拳を、体を半身にすることで躱かわし、その勢いのまま軽く……本当にかる～く背中に回し蹴げりを放った。

			　しかし、サリアも何とかその動きに対応し、前方に空中回転しながら避けた。……スカート姿なんだから、そういう動きは少し自重してほしいなぁ。いや、服装で負けたとか言い訳にすらならないし、そもそも気にするくらいならスカートなんて穿はくなって話なんですけど……。

			　そんなことを思っていると、ルルネの気合の入った声が耳に入った。

			「主様……ご飯ーッ！」

			「掛け声おかしいッ！」

			　視線を向けた瞬間、ルルネは俺の眼前で、サリアと同じようにとんでもない速さの蹴けりを放ってきた。……って、サリアはまだもともと魔物だし分かるけど、ロバのルルネの攻撃が、俺がやっと反応できる速さってどういうこと!?　この世界じゃ人間よりロバのほうが強いんですかねぇ!?　確かに魔物販売店で出会ったときは、店主のバルザスをボロ雑巾の如く蹴け飛とばしてましたけどね！

			　だが、たとえどんなに速い動きだろうと、やはり今の俺なら対処できるという自信は微み塵じんも揺らがなかった。

			　そして、俺は再び思い描いた通りに体を動かし、ルルネの攻撃に対処する。

			　顔を鋭く抉るようなルルネの蹴けりに対し、サリアのときと同じく、半身になって蹴けりの間合いの外に逃れると、そのままルルネの蹴けり出した足に手を添え、軽く上にはね上げてやった。

			「うわぁっ!?」

			　ルルネは、珍しいほどに情けない声を出し、体勢を思いっきり崩して背中から地面に倒れた。……だからスカートが……って、これは俺が悪かったわ。ごめん。

			　派手に転んだルルネに内心で謝っていると、不意に視界の端にサリアの姿を捉とらえた。

			「油断、ダメ。『闘とう拳けん乱らん舞ぶ』」

			「うおぇい!?」

			　新しいスキルなのか奥義なのかは分からないが、サリアは両拳に真紅の気のようなモノを纏まとわせながら、猛然と突っ込んできた。

			　そして、叩き付けるように次々と繰り出す。

			「フン！　フン！　フン！　フン！」

			　ズドォォォォォオオオン！　ズドォォォォォオオオン！　ズドォォォォォオオオン！　ズドォォォォォオオオン！

			　俺が避けるたびに、地面に巨大なクレーターが出来上がっていく。

			　それを呆然と眺めながらも、俺は避け続ける。

			　だって……当たったら死んじゃうよ!?　あの拳！　やべぇよ、どこぞの覇王も真っ青な威力だよ！

			　それ以上に、闘技場がボロボロだけど大丈夫なんだよねぇ!?

			　俺は、チラッと俺たちの戦いを観戦しているベアトリスさんたちに視線を向けた。

			　ベアトリスさんたちは、俺たちの非常識な戦いに呆然としていた。そして、俺はベアトリスさんがボソっと呟つぶやいたのを聞き逃さなかった。

			「…………修繕費、いくらになるんでしょう…………」

			「サリア……ストォォォォォォォォォォォォォォォォォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオプ！」

			　ダメダメダメダメ！　やっぱりダメだよ！　これ、いったい修繕費いくらかかるの!?　もしかして、俺が払わないとダメ!?　いや、お金はたくさんあるけどさ！　精神衛生上、大変よろしくないですね！

			　俺がサリアに止まるように呼び掛けると、サリアは一応立ち止まり、首を傾げた。

			「ドウシタノ？　大人シク殴ラレル？」

			「よし、再開っ！」

			　何で大人しく殴られなきゃダメなの!?　それこそ嫌だよ！　金払うほうがましだよね！

			　というより、顔だけゴリラになったことで、【果てなき悲愛の森】の頃の残ざん酷こくさが少し垣間見えてないかなぁ!?　野生の本能恐ろしすぎるぜ……！

			　サリアの豹変ぶりに戦せん慄りつしていると、なんていうか……第六感？　みたいなものが警けい鐘しようを鳴らし、ほぼ反射的にその場から飛び退くと、先ほどまで俺が立っていた場所を衝撃波が通り抜けた。

			　その発生源に視線を向けると、蹴けりを放った体勢のルルネが。

			「クッ！　さすが主様……完かん璧ぺきな不意打ちだと思いましたのに……」

			「いや、俺も気付かなかったよ」

			　確かに気付けなかったのだが、今まで感じることのなかった第六感が働き、避けることができたのだ。

			　これもすべて、俺の体と意識が完全に一致したおかげだろう。

			　サリアとルルネは、一度俺から距離をとると、今度は二人同時に攻撃を仕掛けてきた。

			「『瞬腕』！」

			「はああっ！」

			　それぞれが、すさまじい勢いで俺に迫って来る。

			　サリアも確かに強くなってるし、ルルネもロバとは思えない戦闘力を発揮してくれた。

			　それ以上に、俺も自分の体に振り回されることなく、冷静に立ち回れてると思う。

			　そう考えると、この模も擬ぎ戦は俺にとって、とてもいい経験になった。

			　でも…………そろそろ終わりにしようか。

			　体が完全に馴染んだ俺は、今までになかった落ち着きと余裕を感じながら、二人の突き出す拳と蹴けりを、そっと両掌で受け止めた。

			「エッ!?」

			「なっ!?」

			　驚く二人をよそに、俺はそのまま腕と足を掴み、グルグルと振り回し始める。

			「ア～レ～」

			「あわわわわわわわわっ!?」

			　どこか気の抜けたサリアの声と、慌てるルルネの声を聞きながら、徐々にスピードを上げていく。

			　そして、全力で手加減しながら回転していたにもかかわらず、気付けば俺を中心とした竜巻が出来上がり、周囲の土埃どころか、地面を浮かせる勢いにまでなっていた。

			　そんな状態になっていることに気付いた俺は、慌てて減速をして、ゆっくり回転を止めたあと、二人をそっと地面におろした。

			「目ガァァァァァ……回ルゥゥゥゥゥ……」

			「うぅ……あ、頭の上に、美お味いしそうな鳥が飛びまわってるのが見えます……」

			　それぞれが目を回し、行動不能になっているところに、俺は腰に差してある【慈愛溢れる細剣ホワイト】を抜き放ち、そっと首筋に当てた。

			「はい、俺の勝ちね」

			　ようやく、サリアにリベンジできた嬉しさから、笑顔でそう告げた。

			　すると、すっかり意識から外れていたベアトリスさんが、終了の声を上げた。

			「しょ、勝者……誠一先生！」

			「ふぅ……すみません、ついつい熱中して――――」

			　一息つき、謝罪するためベアトリスさんたちに視線を向けた俺は、冷や汗を大量に流した。

			　なぜなら、アルを含む俺たちの戦いを見ていた全員が、髪の毛がぐしゃぐしゃになり、砂すな埃ぼこりを全身に浴びていたからだ。アグノスのリーゼントですらも、グチャグチャになっている。

			　俺たちの間に、冷たい風が吹き抜けた。

			　アルは、ジトっとした目を向け、ベアトリスさんたちは呆然としている。

			　そんなみんなの様子に、俺は――――。

			「スミマセンでしたああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

			　全力で謝りました。

		

	
		
			　

			教師としての決意

			　

			　あのあと、俺はメチャクチャになった闘技場を元通りにした。

			　地面がクレーターだらけになってたり、地割れが起こっていたりもしたが、そこは化物な俺、最上級土属性魔法【アース・ウェイブ】のおかげで、綺き麗れいになった。

			　土属性魔法は基本的に土塊を出現させたり、小さい範囲内の地面に干かん渉しようして、少しだけ動かしたりする程度の魔法が多いのだが、この【アース・ウェイブ】は文字通り地面を波のように動かす魔法であり、有効範囲は闘技場全体だった。

			　それも、俺が全力で手加減してそのレベルなので、本気を出して使用したとき、どの規模まで範囲が広がるのか知りたいような知りたくないような心境だったりする。

			　最近は、スキル【魔法創造】によるオリジナル魔法を行使することが多かったこともあって、普段使わない土属性魔法を使ったのはとても新鮮だった。

			　それはともかく、その【アース・ウェイブ】を使用することで地ならしを行い、闘技場は綺き麗れいに元通りとなったのだ。

			　……まあ、その光景を見ていたベアトリスさんたちは再び唖あ然ぜんとする羽目になったんだけどね。終わりよければすべていいのよ！　はい、この話終わり！

			　俺が闘技場を元に戻した後、みんな砂すな埃ぼこり塗れということで生活魔法のウォッシュを使い、体を綺き麗れいにしてホームルームのために再び教室に戻った。……生活魔法、便利すぎるぜ……。

			　皆が教室に戻り、席に座るもどこか呆けており、教壇に立ったベアトリスさんはそんなみんなを見渡しながら口を開いた。

			「さて、これでみなさんの実力を誠一先生に見せられたと思いますが……それ以上に、みなさん、誠一先生の実力を見せつけられましたね」

			『…………』

			　サリアとルルネを除く全員が、無言で全力の肯定を示した。

			　いや、そんないっせいに頷かなくても！　否定はできませんけどね！

			　ただ、実力を見せつけたとか、そんな大層な話じゃないんだけどなぁ。普通どころか、むしろすごく手加減しながら戦ったわけだし。……いや、この考え方がすでにおかしいよな？　もう思考回路まで化物になってんじゃん、ヤダー。

			「みなさんには、多くの可能性が秘められています。その可能性を、私が引き出すことはできませんでしたが、誠一先生なら、みなさんの可能性を最大限に引き出してくれるはずです。なので、諦あきらめずに頑張りましょう」

			　ベアトリスさんがそう告げた瞬間、クラス内は微妙な雰囲気になった。

			　サリアとルルネ、そしてベアードを除く全員が、一様に同じ表情を浮かべているのだ。

			　それは……諦あきらめの表情。

			『どうせ頑張ったって……』という、努力することを諦あきらめてしまった人間の表情を浮かべていた。

			　テストに気合とだけ解答していたあのアグノスでさえ、同じような表情を浮かべているのである。

			　この雰囲気は……とてもよろしくないな。

			　よく、努力すれば報われるというけれど、それに関しては、一部は正しいと思う。

			　一部というのは、どう考えても実現不可能なことに関しては、無む謀ぼうとしか言えないからで、一般的な事柄に関しては、努力は実を結ぶと思っているからだ。

			　もちろん、才能による差というものは必ず生まれるだろう。

			　しかし、天才は普通の人が立ち止まる壁を越えるコツを感覚的に知っているだけで、普通の人も時間をかけて、そのコツさえ掴めば、いくらでも成長できると俺は思っている。

			　一般的には、そのコツがいつまでたっても分からないから、才能の限界として、努力しても報われないと捉とらえる人が多いんだろう。

			　まあ、そのコツを見つけるのがとても難しいというのは分かるし、そのコツを感覚で掴めてしまう天才という存在がいるなら、努力は無駄だって思ってしまうのも無理はないと思うけどね。

			　でも、そんなの寂さびしいじゃん？　努力が全部無駄になるってさ。

			　だから俺は、努力を肯定したい。

			　その人の頑張りが、一番感じられることだから。

			　……まあ、俺みたいな『進化の実』なんていうとんでもない木の実のおかげで、偶然強大な力を手に入れたヤツが何言ってるんだって思うかもしれないけどさ。

			　それでもこの努力だけは認めてほしい。ゴリラを好きになったという、自分自身を認める努力を……！

			　そのおかげで、今では胸を張って言えるぜ。

			　ゴリラを好きになりました！

			　それはいいとして、幸い、このクラスにいるみんなは、未だに発現していないだけで、潜在能力として、魔法を使える才能を秘めているのだ。

			　恐らく、この世界の人間で、本当に魔法を使えないという人間はいないのかもしれない。

			　それは、地球で暮らしてきた俺たちと違って、『魔力』という未知の力が体に宿っているからだ。

			　属性魔法が使えずとも、無属性魔法は使えるはずなのだ。

			　それが使えないのは、今までの努力の方法が間違っていたからだろう。

			　スキルの場合は、ルイエスのような特殊な例も存在するんだろうが、魔法に関しては、体内に魔力と呼ばれる力が宿っている時点で、その力を使えなきゃおかしいしね。

			　それに、自分で言うのもあれだが、このぶっ飛んだ存在である俺が教えるのだ。

			　万が一、魔法の才能が本当になかったとしても、それすら関係ねーとばかりに才能を発現させてしまいそうな存在が、俺なのだ。

			　神様なんかじゃないけど、その神様にだってなれる可能性を秘めている【人間】だからな。

			　俺は、皆を見渡しながら、一歩前に出て、言い放った。

			「安心してくれ。俺が必ず、魔法を使えるようにするから」

			　俺の発言に、全員呆然と視線を向けてくる。

			　だが、アルは苦笑いし、サリアは満面の笑みを浮かべ、ルルネとオリガちゃんは尊敬の視線を向けてきた。

			　少し、上から目線すぎたかな？

			　まあなんにせよ――――【人間バケモノ】の本領、発揮しますかね？

		

	
		
			　

			学園街

			　

			　みんなの前で、魔法を使えるようにすると宣言した次の日。

			　今日は休日ということもあって、昨日ルルネと話した美お味いしいものを食べるために『学園街』に遊びに来ていた。

			　名前から分かると思うが、学園のなかに街があるのである。

			　初めに聞いたときは、案内されていないこともあって半信半疑だったが、実際に学園の校舎の裏門から出て、少し歩くと、多くの出店が立ち並んでいた。

			　俺たちがバーナさんに連れられてきたときは、正門から馬車で来たため、分からなかったのだが……。

			　ちなみに、アルは明日から始まる授業の準備をするらしく、サリアはフローラたちと遊ぶ約束をしていたため、今回は別行動だ。

			　授業の準備とかあるのね。俺、まったくそこらへん聞いてないんですけど……。

			　サリアはサリアで、すごいコミュ力を発揮しているな。俺が同じように転校生という立場なら、とてもじゃないけどその日に遊ぶ約束とか無理だ。

			　そのため、今日はルルネとオリガちゃんの二人で、学園街に出かけることになったのだ。

			　少し、待ち合わせの時間より早く来てしまった俺は、ぼーっと裏門の前で立っていると、制服姿のルルネと忍び装しよう束ぞくのような格好をしたオリガちゃんがやって来た。オリガちゃんは、あの格好が動きやすいのかな？　ワンピース姿も似合ってたけど、忍び装しよう束ぞくも似合ってる。

			「すみません！　待ちましたか？」

			「いや、大丈夫。それじゃあ、さっそく行こうか？」

			「はい！」

			「……食いしん坊、涎よだれ垂れてる」

			「なっ!?　そ、そんなことはないぞ！」

			　ルルネや、まだ見える範囲に食べ物屋はないんだけど……。

			　オリガちゃんとルルネのやり取りを見て、ほっこりしながら学園街に入っていった。

			　進んでいくと、本当にテルベールのような街と変わりなく、休日を楽しむ生徒と、周辺の村からやって来た人で賑にぎわっていた。

			　この学園街の特殊なところは、学園のなかにあるというだけでなく、なんと住人が存在しないということだ。

			　それは、バーバドル魔法学園自体が中立の学園であり、各国の援助金によって運営されているからだ。

			　そして、この街で商売をしている人間は、学園側に許可申請を出した各国の商人たちだ。

			　出店者のみがこの街での生活を許されているため、一般の住人が存在しない。

			　そんな特殊な街を歩いていると、しっかりとした建物で商いをしている人間もいれば、屋台のような簡易的な建物で商売をしている人間も目に入ってきた。

			　ちゃんとした建物のような店では、武器や防具、装飾品などを取り扱っているのに対し、屋台などでは食べ物やよく分からないアイテムなどを売っていた。……本当に何するためのアイテムなんだ？

			　そんなふうに近くの怪しげな屋台を眺めていると、不意にそこの店主に声をかけられた。店主もまた、言っては悪いが胡う散さん臭くさそうなローブ姿の男だった。……って、俺が言えたことじゃないですね！

			「そこのお兄さん。いや、よくないモノ、悪霊が背後にとり憑ついてますねぇ。どうです？　ここにあるアイテムなら、その悪霊を取り払うことができますよ？」

			　冗談抜きでメチャクチャ怪しかった。

			「遠慮しておきます」

			「まあまあ、そう言わずに。ほら、こちらの壺なんていかがでしょう？　お兄さんは悪霊だけでなく、女難の相も見えますからねぇ」

			「なんか追加された!?」

			　何だよ、女難の相って。ますます信用できねぇよ。

			　そんなことを思っていると、怪しい男は一つの壺を取り出した。

			「この壺は【祓ふつ魔まの壺】と言いましてね？　ありとあらゆる悪霊や悪い気をすべて祓ってくれる、ありがたい壺なのですよ」

			　そう売り込んでくる壺を、俺はどこかで見たことがあった。

			　……いや、まさかな……。

			　そう思いつつ、俺はその壺に『上級鑑かん定てい』のスキルを発動させた。

			『幸せの壺』……持ち主が幸せになれる気がする壺。売れれば、店主は幸せに。

			「兵隊さあああああああああああああああああああああああああああああん！」

			　やっぱりね！　テルベールで道具屋を訪れたときに見た、詐さ欺ぎ商品じゃねぇか！

			　俺の叫び声に慌てた店主だったが、すぐに警備員がやってきて、店主は捕まってしまった。

			　……まずはしっかり何を売るのかを確認してから許可したほうがいいと思うんですけど。

			　何とも言えない微妙な気持ちでいると、ルルネが、手を引いてくる。

			「主様！　あそこに焼き鳥屋がありますよ！　行きましょう！」

			「……食いしん坊、涎よだれ垂れてる」

			「だ、だから垂れておらん！」

			　……残念ながら、メチャクチャ涎よだれ垂れてますよ。汚いから拭きなさい。

			　オリガちゃんが仕方なさそうにルルネの口を拭いてあげる姿を見て、俺は再び元気を取り戻したのだった。

			　まず焼き鳥屋に向かうと、ルルネは目を輝かせながらメニューを眺める。

			「へい、いらっしゃい！　どこの部位が欲しい？」

			「全部だ！」

			「ファッ!?」

			　ルルネの即答に驚いた店主は、本当に全部食べるのか訊きいたのち、結局全種類売ってくれた。

			　……なんか俺の知らない部位まであって、全部で三十を超えてるんだけど……。

			　とりあえず、ルルネにはお金を渡していないので、俺が払う。もちろん、今日遊びに行くと言っていたサリアには、お金を多く渡してあるから大丈夫だ。

			　すると、店主は頷きながら温かい目を向けてきた。

			「兄ちゃんも苦労するな」

			「え？」

			「食費」

			「……」

			　再び何とも言えない気持ちになった。

			　その後も、ルルネの食事無む双そうは続く。

			「いらっしゃい！　美お味いしい焼きそばはいりませんか？」

			「今作っているモノとパックに詰められているモノ、全部くれ！」

			「ファッ!?」

			「たこ焼き～！　異世界の勇者から伝えられた、たこ焼きはいらんかね～！」

			「全部よこせ！」

			「ファッ!?」

			「いらっしゃい！　美お味いしい――――」

			「あるだけすべて持ってこい！」

			　――――こうしてルルネは、片っ端から食べまくり、とうとう目に見える範囲の屋台を文字通り食べつくしてしまった。その光景に俺もオリガちゃんも呆然とする。

			「ふぅ……デザートが欲しいですね」

			「まだ食うの!?」

			　ルルネの食欲を満たすには、どれほどの食材が必要なのだろうかと、ちょっと興味が出てしまうのだった。

			　ルルネがデザートもしっかり食べ終えたあと、どこか軽く休憩できる場所がないかということで、再び街を歩き始める。

			　すると、ルルネが一つの建物を指さした。

			「あ！　主様！　あそこの建物、休憩所と書いてますよ！」

			「ん？　どれだ――――」

			　俺はそこまで言いかけて、絶句した。

			　ルルネの指さした先には、絵にかいたような西洋のお城がとても小さいサイズで建っており、看板には『愛の巣』と書いてあった。

			　そして入り口を見ていると、男女の若いカップルが……恐らく生徒だと思うが、二人仲良くその建物のなかに入っていった。

			　これはもう、間違いないだろう。

			　…………ラブホじゃねぇか…………！

			　ダメでしょ!?　神聖な学び舎のなかに、なんて物建ててくれちゃってんの!?　バカなのかな!?

			　これじゃあ男子女子で寮を分ける意味って何!?　学園側の意図がまったく分かりません！

			　内心盛大にツッコんでいると、オリガちゃんが首を傾げながら訊きいてくる。

			「……どうしたの？　入らないの？」

			「オリガちゃん、あそこはダメだ。他の場所を探そう」

			「？　……よく分からないけど、分かった」

			　小さく頷くオリガちゃんに満足していると、オリガちゃんは手を俺に伸ばしてきた。

			「……手、つないで？」

			　こんな無む垢くな子をあんな場所に連れて行けるか……！

			　結局、俺たちは『愛の巣』で休憩はせず、他の場所で休憩をするのだった。

			　休憩を終えた俺たちは、再び街のなかを見て回ったのだが、この街には娯ご楽らく施設も存在し、ちょっと入り組んだところに行くと、娼館までもがあった。娼館を見かけたときは、ちょうど入り口で恐らく先生だと思われる人が入っていくのが見えた。

			　だからさぁ!?　神聖な学び舎ですよねぇ!?　何でいかがわしい建物が多いの!?　他にも賭博場もあったしさぁ！

			　生徒にとって、害悪でしかないモノが多すぎません!?

			　さっきの娼館にしたって、先生らしき人が入って行ったの見えちゃったしさ！　先生なんだから自重してほしいですね！

			　地球とは違い、カラオケやゲーセンと言った娯ご楽らくが存在せず、オリガちゃんの教育上よろしくない建物ばかりで、結局娯ご楽らく施設を訪れることはなかった。

			　最後に、みんなでアイスを買って、並んで帰っている時に、ルルネとオリガちゃんに訊きいてみた。

			「さて、二人とも満足したかな？」

			「はい！　美お味いしいものがたくさんありましたね！」

			「……ん、満足」

			　二人とも、笑顔を浮かべて、そう答えてくれた。

			　デートとはまた違うが、こうしてほのぼのと買い物に出かけるのはとても楽しかった。

			　そんなふうに思っていると、オリガちゃんが小さく首を傾げながら訊きいてきた。

			「……ただ、休憩所で休まなかったのは何で？」

			「えっ」

			「あ、そうですね。あのあと、なかなか休憩所が見つからなかったので、どうしてあそこで休憩されないのか疑問に思っていたのです」

			「……」

			　疑問の視線を向けてくるが、俺には答えることができない。できるわけないだろ!?

			　そもそも、仮にも学園のなかに、あんな建物があるとは思わないでしょ!?

			　誰だよ、あれ建てるの許可したヤツ！　まさかバーナさん!?

			　何だっていいが、止めてもらいたいものですな！　うちのオリガちゃんの教育に大変よろしくないのでね！

			　結局、二人からの疑問をかわしながら、寮まで帰った。

			　せっかく精神的に癒いやされていたはずなのに、最後にどっと疲れたぜ……。

			　どこの誰だか知らねぇが、あの建物を建てたヤツ、または許可したヤツを、殴り飛ばしてやりたいと思うのだった。

		

	
		
			　

			忍び寄る魔の手

			　

			　――――バーバドル魔法学園の近くにある【バーバドル大森林】。

			　ここには、様々な動物たちだけでなく、多種多様な魔物が生息しているため、学園では度々実戦訓練のために利用されていた。

			　そのため、生徒たちに被害がないよう、定期的に教師たちが魔物を間引くなどして、必要以上に魔物が増えないように調整していた。

			　そんな森の奥地で、一人の男が切り株に腰を掛けていた。

			　男は、どこかの研究員や医者のように、白衣に身を包んでおり、この世界では珍しいメガネをかけていた。

			　顔だちも整っており、柔にゆう和わな笑みを浮かべるその姿は、一枚の絵にもなりそうだった。

			　だが、その男の纏まとう雰囲気は禍まが々まがしく、周囲には無残に殺された魔物の死体が数多く転がっていた。

			「呆気ない。Ａ級と呼ばれる魔物でさえ、黄よ泉みへ送ればただの屍しかばね。実に呆気ない。こうもつまらないと気が狂いそうにならないかね？　アングレア」

			「――――相変わらずね、デミオロス」

			　視線を向けることなく、虚空に男が呼びかけると、突とつ如じよその空間がゆがみ、なかから豪華な白黒のゴシックドレスに身を包んだ女性――――アングレアが現れた。

			　アングレアが現れたことで、より一層笑みを深めた男――――デミオロスは、アングレアに訊きく。

			「それで？　ここからは遠い場所を担当している君が、わざわざ私を訪ねた理由は何かね？」

			「ちょっとした提案よ。デミオロス、私と組む気はない？」

			「ほぅ？」

			　デミオロスは、メガネの奥にある、紫の瞳ひとみに興味の色を浮かべた。

			「貴方もクライスが失敗したのを知ってるでしょ？　最近じゃ、魔神様を復活させるにしても、糧となる【負の感情】が足りないの。質も、量もね。そんななかで、クライスは失敗した。クライスだけじゃないわ。他の使徒たちのなかでも、失敗してる子は何人もいるわ。みんな、なんで失敗したと思う？」

			「さあな」

			「簡単なことよ。一人で頑張ろうとしたから、失敗したのよ。それなら、二人で協力すれば、どうなるかしら？　魔神様への糧を集める手段の幅は広がるし、何より一人の負担が減ることで失敗するリスクが大きく減るわ。どう？　効率的じゃないかしら？」

			「なるほど……」

			　デミオロスは、少し考える仕草をしたのち、アングレアに挑発的に笑って見せた。

			「それはつまり、一人では心細いから、私に手伝ってほしいということかね？」

			「……どういう意味かしら？」

			　デミオロスの言葉に、アングレアは険の籠こもった声を返す。

			　すると、デミオロスは瞳ひとみと同じ紫の髪をかき上げながら、鼻で笑う。

			「フン。この私が、失敗する可能性などないということだよ」

			「大層な自信ねぇ？　身の丈に合わない発言は、身を滅ぼすわよ？」

			「それこそ要らぬ心配だ――――だが、その提案、乗ろう」

			「あら？　どういう心境の変化かしら？」

			「いろいろ言ったが、提案自体は最初からいいモノだと判断していたのだよ。残念ながら、私にはアングレアほど質のいい負の感情を集める方法を思いつくことができないのでね。しかし、量だけで見れば、私は確実に大量の負の感情を集められる自信がある。まあ、今まで思いつく限りの方法を試し、成功させてきたのだからな。……そんな私とアングレアが手を組めば、確実かつ質の高い負の感情を集められると思ったまでのこと」

			「……相変わらず、貴方は面倒くさい性格をしてるわね。そう思ったなら、最初からそう言いなさい」

			　心底呆れた様子のアングレアに対し、デミオロスは笑う。

			「ハッハッハッハッハッ！　それは無理だ、アングレア。私は捻くれているのだ。――――いいだろう、手を組もうじゃないか」

			「決まりね」

			　そう言いながら、アングレアは腕まで伸びる長い黒色の手袋に包まれた手を差し出した。

			　その手を、デミオロスが握る。

			　その瞬間、突とつ如じよ二人に謎の圧力が押し寄せた。

			「なっ!?」

			「これは……！」

			　その圧力は、二人が今まで感じたことのないほど、強大な力だった。

			　その力に、二人は揃って体を強こわ張ばらせたが、すぐに納得する。

			「なるほど……魔神様も、私たちを見ているということか」

			「そうね……この力、魔神様以外にありえないもの」

			　だからこそ、謎の圧力を受けた二人は、すぐに自然体に戻った。

			　二人は、突とつ如じよ襲った巨大な力の圧力に対して、勝手に魔神からのモノだと勘違いしてしまったのだ。

			　――――それによって、二人は運命を覆くつがえす瞬間を永遠に失った。

			　こうして、二人が協力することが決まったが、デミオロスは今さらアングレアが自身を選んだ理由を訊きいた。

			「アングレア。君が私のもとへ来た理由は分かった。だが、なぜ私なのかね？　他にも候補はあっただろう？」

			「あら？　私は貴方を高く評価しているのよ？　まあでも、一番の理由は――――バーバドル魔法学園に近いからよ」

			「何？　……まさか、バーバドル魔法学園に手を出すのか!?」

			「そうよ」

			「あそこには勇者もいるのだぞ？」

			「まだ完全に覚醒してない勇者なんて、ただの子どもじゃない」

			「それはそうだが……私たちの存在はまだ明るみに出てはならない。それを分かったうえで、行うというのか？」

			「そんなの、気にしなくていいじゃない。だって――――全員殺すのだから」

			「！　……やはり君は、狂っているようだ」

			「そうかしら？　私からすると、貴方のほうが狂ってると思うわよ？　今だってほら――――とっても素敵な笑顔じゃない」

			「ククククク……」

			　アングレアの指摘通り、デミオロスは笑っていた。

			　彼の脳内は、バーバドル魔法学園の生徒たちをどう蹂じゆう躙りんしようかという考えで埋めつくされていた。

			「私は今、過去の自分に対して大いに嘆いているところだよ。なぜもっと早く、手を出さなかったのか……とね。あの圧力も、魔神様による一つのお叱りかもしれないな」

			「いいじゃない。今から楽しみましょう？　『黄泉送り』さん？」

			「そうだな。ともに楽しもうか……『殺さつ人じん姫き』？」

			　彼らは上品に……しかし、邪悪な笑みを浮かべた。

			【魔神教団】の魔の手が、バーバドル魔法学園に伸びようとしている。

			　――――『柊誠一』という【人間バケモノ】がいるとも知らずに――――。

			　

			〈『進化の実～知らないうちに勝ち組人生～』⑥へ続く〉

		

	
		
			美紅（みく）

			読書とカラオケが趣味の大学生です。稚拙な文章ではありますが、読んでいただけたら幸いです。（二〇一六年八月現在）

			　

			イラストレーション

			Ｕ３５（ウミコ）

			一一月一七日生まれ、島根県出身。じゃがいも料理と夏の空が好きです。（二〇一六年八月現在）

		

	
		
			進しん化かの実み～知しらないうちに勝かち組ぐみ人じん生せい～⑤

			発行日：２０１６年８月31日

			著　者：美み紅く

			発行人：稲垣　潔

			発行所：株式会社双葉社
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			本電子書籍は株式会社双葉社刊『進化の実～知らないうちに勝ち組人生～⑤』（２０１６年８月31日　第１刷発行）に基づいて制作されました。
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